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　　　Ⅰ章　　～人ならざるモノ～







　その遺い跡せきは照明装置が機能停止して久しいのか、埃ほこりっぽい廊下は先々に至るまで薄うす暗ぐらい。壁かべや天井は所々崩れ、外の景色が見えるものの、遺跡内に日差しが入ってくる事はない。

　時刻はただいま午後十一時、ちなみに今日の天気はいつもに比べれば良い方である。加えていえば、遺跡の周囲に遮しや蔽へい物ぶつはなにもないが、それでもやはり遺跡内部は暗かった。

「おい見ろよ、スカイウォールが薄まってやがる。こりゃ午後からは快晴だな」

「そりゃいいや、お天てん道と様を拝めるってか」

　大きな暗視ゴーグルで顔を隠した二人の男が、薄暗い遺跡の廊下で笑い合う。

　そのすぐ後ろで、卑ひ屈くつに笑う同伴者の軽口を、カイル＝ニムバスは冷やかに聞き流していた。カイルが知っている限り、ここ数百年にわたり太陽がこの地上を覗のぞいた事は一度もない。

　子供でも知っている常識だが、それを一々言及する程ほどカイルは空気が読めない訳ではない。

〝スカイウォール〟それが、いつからそう呼ばれ始めたかまではカイルも知らない。

　遥はるか上空を薄く覆おおうフォトンチッドの層は、地上を隈くまなく包み込み日光の大半を遮さえぎってしまっている。曇くもりという程ではないが晴れでもない。そんな陰いん鬱うつとした天候を大地に強要する空の壁を、人はいつしかスカイウォールと呼んでいた。

「しっかし、旦だん那なはいいよな。その機械の眼めがあれば、夜だろうと明るく見えるんだろ？」

「まぁな」

　朗ほがらかに──所々虫食いのように皮ひ膚ふが破れ、無機質な内部フレームが見えている顔で朗らかというのは無理があるかもしれないが、極力そう見えるように笑い答えるカイル。

　男達が羨うらやましがるのも無理はない。砂すな嵐あらし対策のゴーグルとは別に、暗視装置も用意するのが遺跡探索での基本なのにもかかわらず、カイルときたらサングラスをかけているだけなのだから。

　なぜならカイルの機械仕掛けの深緑の瞳ひとみは、周囲の明るさに応じて自動で暗視装置が切り替わるのだ。精度も明めい瞭りようで、男達が装備している暗視ゴーグルよりも数段勝まさる性能である。

　何年か前に、打ち捨てられた軍用機械人形オートマタの両目を拝借したものなのだが、カイル自身はそれを内心誇ほこりに思った事は一度もなく、むしろ嫌けん悪おすらしていた。

　もっとも、それを誰だれかに伝えた事はない……その理由すらもだ。

「俺らも旦那みたいな機械の身体からだだったら、何かと便利なんですがねぇ」

「ほんとだよな、飯もいらないし寝る必要もない。おまけに腕っぷしも強いってんだからな。頼りにしてますぜ、旦那」

　カイルの仕事は男達の護衛である。遺い跡せきには何かと危険が多い。危険生物に地じ盤ばん沈下等々……しかし遺跡には、旧時代の資源や技術が数多く残されている場合もあるので、カイルのような護衛業は重宝されるのだ。

「任せてくれ。俺の命にかえてもお前らは守ってみせるさ」

「さっすが旦だん那な！　旦那がありゃどんな化け物がきたってへでも──」

　男達の軽口を制止するように、カイルは砂さ塵じん避よけのマントから左手を上げる。男達の冗談が気に障さわったからでは──いい気はしないのは事実だが、原因はそれではない。

　右肩に掛けていたライフルを片手で構えるカイル。ただならぬ気配を察したのか、男達も黙って各おの々おの手にしたライフルをカイルと同じ方向に構えた。

　ナイトビジョンの緑の視界には未いまだ何も映っていないものの、集音機能を持ったカイルの耳が、数メートル先から何かがカサカサと近づいてくる音を拾ったのだ。

「……後ろからも来るな。そっちは任せた」

　何かが這はいずりまわるような足音は、前からだけでなく後方からも近づいてくるようだ。男達の返事を待たず、カイルは両手で改めてライフルを構え直し襲しゆう撃げきに備えた。

「ひぃっ！　でた！」

「バエルだ！」

　男達の悲鳴と共に現れたのは、成人男性と同じくらいの大きさで、黄色と黒のストライプが毒々しい、大おお蜘ぐ蛛もバエルの群れだった。

　狭い遺跡の廊下を、銃撃音がこだまする。機械の目が捉とらえた映像から、狙ねらうべき一点を電脳が正確に演算していく。

　日光を充じゆう塡てんし撃うち出す光子フオトンライフルは、数世紀前までは実質無限に弾たまを吐き出す優すぐれものだったが、今のご時世ではチャージに何日もかかる欠けつ陥かん品だ。無駄弾は可能な限り避さけたい。

　バエルのグロテスクな肢あしがワシャワシャと複雑な軌き道どうを描えがくも、カイルの高度な演算がもたらす正確な射撃は、バエルの固い甲こう殻かくの隙すき間まを、寸分違たがわず撃ち抜いていく。

　視界に収まるバエルを一歩たりとも近づけぬまま駆く除じよした丁度その時、カイルの背後から男達の悲鳴が上がった。

「うわあああああああっ」

「だ、旦那！　助けて！」

　男達に絡からまっていたのは、バエルの腹部から照射された粘ねん着ちやく性の糸だった。柔じゆう軟なん性に優れながらも頑がん丈じような糸にがんじがらめにされた男達は、ズルズルとバエルのもとへ引き摺ずられていく。

　カイルは内心舌打ちしながら、急ぎバエルの群れに銃弾を浴びせていく。

　センサーの反応で分かっていた事ではあるのだが、後方のバエルは戦せん闘とう開始時点から全く数が減っていない。勿もち論ろん生身の人間が、閉所でバエルを倒すのは難しいのには違いないのだが、それでもこの戦果は些いささか困りものだ。

　一匹ずつ、確実に、しかしあまり近づき過ぎる訳にはいかない。カイルのスペックを踏まえ、バエルの糸の放射を確実に回かい避ひ出来る距離は既すでにシミュレート済みだ。

　男達は刻一刻と、そのボーダーラインまで引き摺ずられている。目前にいる男達に近づき糸を切りたいのは山々だが、迂う闊かつに近づけばカイルも男達同様バエルの糸に捕まってしまう。まずは糸を引っ張るバエルを先に倒すべきだ。

　──後１ｍ。

　男達を捕とらえるバエルを守るように、後から後から沸わいてくるバエルの群れを、カイルは慎重かつ確実に蹴け散ちらしていく。

　──後[image: ０．５]ｍ。

　隙すきあらばカイルも捕らえようと、四方八方に散らばり襲おそってくるバエルも倒さなければならない。全開で稼か働どうさせている電脳が、焼け付きそうな程ほどに熱を放っているものの、カイルが歩調を緩ゆるめる事はなかった。

　──ボーダーラインだ！

　複数のタスクを並列処理しているカイルの視界に、危険を知らせるアラートが明滅する。ここから先は、カイルとてバエルの攻こう撃げきを避よけられる保証はない。しかしそれでも、カイルは前に進み続けた。

　奇くしくもほぼ同時に、カイルの放った銃じゆう弾だんが男を引き摺っていたバエルの急所を撃うち抜く。男を引っ張っていた糸がダラリと垂れ下がったのを見て、とりあえず一人は確実に助けられそうだと安あん堵どするカイル。

「た、助かった……？」

「俺も！　俺も早く！　早く助けてくれえええええええ！」

　とはいえ、依い然ぜんもう一人の男が絶体絶命なのは変わらない。今や男はバエルの目の前まで引っ張られている。バエルの八つの瞳ひとみが、目前に迫る獲え物ものを前に嬉き々きとして光っているようだった。

　数匹のバエルが、カイルめがけて糸を噴ふき出す。粘ねん着ちやく糸のシャワーが前方を塞ふさいでくるも、カイルの電脳は最適の回避コースを導き出す。

「もうだめだあああああっ!!」

「諦あきらめるな！　必ず助ける！」

　カイルはそれらを紙かみ一ひと重えで避けつつ、バエルを駆く逐ちくしていっているものの、獲物を逃がす気はないのか、男を捕らえたバエルは仲間を盾に確実に距離を埋めていっていた。

「くそっ、このままじゃ……」

　絶望的な状況、しかしまだ男を助けられる可能性はゼロではない。事実バエルの数は確実に減っている。しかし──、

「う、ううう、うわああああああああああああああ」

　引き摺ずられていた男が、何を思ってそうしたのかまではカイルには分からない。少しでもカイルの助けになりたかったのか、パニックに陥おちいって訳が分からなかったのか、あるいは自分だけが助からないのが嫌だったのか。

　認識出来たのは、もがく男の腕が偶然にも糸から抜け出した事、でたらめに乱射した弾だん丸がんが折せつ角かく助かった男の相方を撃うってしまった事……そして、咄とつ嗟さに避よけ損そこねたカイルの左目を傷つけた事だった。

「ぐっ」

　バエルの攻こう撃げきを避けて男を救出する事にリソースを注ぎ込んでいた所せ為いで、カイルの瞳ひとみは迫る弾丸を捉えていたにもかかわらず、避け切る事が出来なかったのだ。

　乱射された光子フオトンの弾丸は顔面をかすっていき、サングラスと人工皮ひ膚ふを焼き切るだけに留とどまらず、まぶたごと左目を抉えぐっていった。

　幸いダメージは眼球だけに留まったようだが、これではもう左目は使い物にならないだろう。

　バチバチと火花を散らせながら視界の幾いく分ぶんかが閉ざされたその瞬しゆん間かん、カイルがどれだけ演算しても男を助けられる可能性がゼロになった……つまり、もうカイルが我が身を犠ぎ牲せいにする価値はなくなったということだ。

「待って！　おい、待ってくれ！　命に代えても助けるんじゃなかったのかああああ！」

　強く踏み込み、大きく後方に跳とぶカイルを見て、男は益々絶ぜつ叫きようして助けを求める……命を差し出して誰だれかを助けられるのなら、カイルは喜んでそうしただろう。自己犠牲は人徳の極きわみだ。最も人間らしい行動といっても過言ではない。

　しかし、たとえカイルが命を投げ捨てても、男を助ける事が出来ないのであればそれはただの無駄死にでしかない……それでは、意味がないのだ。

　カイルが諦あきらめた事を察したのか、バエルもそれ以上無理に攻撃する事なく、唯ゆい一いつの獲え物ものを後生大事に連れ去っていってしまった。

「旦だん那な……たす、け……たすけ」

　カイルは足元の男を見下ろす。まだ息があったようで、男は絡からまった糸を血で真っ赤に染めつつも、切れ切れの息でカイルを見上げていた。

　こちらの男も、今はまだどうにか生きているものの傷口は深く、たとえこの場で探索を中断し、大急ぎでベースキャンプに戻ったとしても、生還出来る可能性はゼロだとカイルの電脳が計算を出した。

「……なぁ、教えてくれないか？」

　瀕ひん死しの男を見つめながら、カイルはあくまで冷静に尋たずねた。

「今ここで楽にしてやるのと、放っておくのは……どっちが人間らしいだろうか？」

「はぁっ、はぁっ。はぁっ……えっ？」

　男はカイルの質問が心底理解不能だったのか、目を大きく見開いたかと思えばそのまま息絶えてしまった。

「む、残念」

　勿もち論ろん男が息絶えた事ではなく、答えを聞けなかった事がである。

　カイルはやれやれと溜ため息いきをつくと、見開いたままの男の瞼まぶたをそっと手で閉じた。これになんの意味があるかは分からないが、なんとなく普通はこうする様な気がしたのだ。

　このまま遺い跡せきに放置するのは勿もつ体たいないと、男の装備をいくらか回収しておこうと腰のポーチから折り畳たたみ式のナイフを取り出した。

　慎重に糸を触らないように刃を当てるものの、ボロボロの服にベットリと絡からみ付いた糸を解くのは中々に困難である。

　耳を澄ませると、食事を終えたのかバエルの群れが再びこちらに向かってきているようだ。回収する事が出来ない以上、あとは有効活用するだけだ。

「悪いな、命をかけて救えるのならそうしたが、無駄死にする気はないんだ」

　軽く詫わびながらナイフを仕し舞まうと、カイルはポーチから時限式の小型爆ばく弾だんを取り出す。小型とはいえ、建物一つ吹き飛ばすくらいなら容易にできる強力なものである。

　糸に触れないように男の亡なき骸がらに爆弾を仕掛ける。適当に長めに時間をセットしておけば、後はバエルが勝手に巣まで運んでくれるだろう。

　バエルに鉢はち合あわせする前に、カイルはそそくさとこの場を後にするのであった。




　気を取り直しカイルは、所々崩れかけた通路を進み、遺跡の奥へと向かっていく。

　今のところバエル以外の生物は見受けられないが、これだけ崩ほう壊かいが進んでいるという事は、何かしらの大型生物がいるという事なのか、あるいは……。

　進むべきか戻るべきか悩むカイルだが、雇やとい主を死なせてしまった以上、今戻っても儲もうけはゼロである。ならばせめて、何か持って帰れそうな資源を回収しなくては割に合わないし、ベースキャンプに戻った際に土産みやげの一つもなければ言い訳もしにくい。

　カイルが先さき程ほど倒したバエルの亡骸を跨またぎしばらく進んだところで、遺跡の中ちゆう枢すうを抉えぐるように巨大なクレーターが広がっていた。

「ここも天てん奪だつされていたのか……」

　天奪……これもスカイウォール同様、気付いたら広まっていた言葉だ。このような巨大クレーターは、世界各地に点在する。聞くところによれば、これらは大地を天に奪うばわれた跡あとらしい。

　原因はカイルもよく分かっていない。聞いた話によれば、抉えぐり取られた大地は空の壁スカイウオールを突き破り、空高く昇のぼっていってしまったのだそうだが、実際見た訳ではないので真相は闇やみの……いや空の中である。

　関連性は不明だが、天奪は遺跡の重要施し設せつを中心に奪われているケースが多いと聞く。故ゆえに、天てん奪だつの跡が残っている遺い跡せきには、大したものは残っていないというのが通説だ。

　諦あきらめるしかないかと、カイルはがっくりと肩を落とす。骨折り損のくたびれ儲もうけとはまさにこの事だと嘆なげいていると、ふとクレーターに妙なものがある事に気がつく。

　クレーターの底の方に、小さな横穴が空いていたのだ。

　肉眼では、まず間違いなく気が付かないような小さな横穴。カイルとて片目の故障の所せ為いで、危うく見逃すところであった。クレーターの深さは約五十ｍ、専用の装備無しで昇り降りするのはやや億おつ劫くうだが、このまま見て見ぬふりして帰るのも馬ば鹿からしい気がした。

　意を決し、ほぼ直角のクレーターの斜面を滑すべっていくカイル。片手と両りよう脚あしを斜面に合わせ、上う手まくバランスを保ちながら順調に下っていく。ガリガリと岩肌との摩ま擦さつで軍用靴が破けてしまい、金属の両足を晒さらしてしまったのは、この際目をつぶる事にした。

　途中岩や瓦が礫れき、木の根が突き出していた事もあり、思っていたより簡単に狙ねらい通りの地点に降下したカイル。

「やっぱり、地下施設だったか」

　カイルの期待通り横穴は人工のもので、細い通路がさらに奥へと続いていっているようだ。奥の方まで意識を尖とがらせてみるものの、生き物の気配は特に感じられないが……カイルのセンサーが微び弱じやくながら機械が稼か働どうしている気配を捉とらえる。

　天奪されたにもかかわらず、まだ動いている設備があった事に驚おどろきつつ、カイルは慎重に奥へと進んでいく。地下通路は上の遺跡と比べ作りが厳重で、研究施設と言うよりもシェルターのような印象である。

　もしかしたら、そもそも上はここを隠す為ためのカモフラージュだったのかもしれない。勿もち論ろん、単に上はバエルの巣になった所為で、荒れ果ててしまったただけという可能性もあるのだが。

　細く狭苦しい通路は案外短く、ものの数分歩いたカイルの前に分厚い扉が立ち塞ふさがった。

「電子ロックはとっくに死んでいるみたいだな。反応はこの奥か？」

　扉の傍そばのコンソールを適当に弄いじってみるものの、機能停止して久しいのかモニターはうんともすんとも言わない。扉に阻はばまれよく感じ取れないが、たしかに奥から何かが動いている音を感じ取るカイル。もっとも、並のセンサーでは聞き逃のがしていたかもしれない程ほど微かすかなのだが。

　仕方がないと重苦しい扉に手を掛け、カイルは力ずくで開けようとするものの、ロックが死んでいるとはいえ、大金庫のような扉は錆さびついているのかビクともしない。

　ここまで来て引き下がれるかと、カイルは体内の出力を上げ始める。心臓部の温度が徐々に上がりだし、両腕の人工筋肉に確かな手て応ごたえを感じたところで、カイルは再び扉に手を掛けた。

　バギリ、と壁かべの中で明らかに何かがへし折れる音がしたがお構いなしに、カイルはさらに両腕に力を込めていく。各部関節のモーターが唸うなる程力を込め、重く分厚い扉はようやく隙すき間まを覗のぞかせ始めた。

　機械の身体からだで踏ん張る意味などないのだが、雰ふん囲い気きも大事だろうと思ったカイルは歯を食いしばり……数分後、ようやくカイル一人がどうにか通れる位のスペースを確保したのであった。

　この程度のスペースでは、大した物は持って帰れないとは思ったのだが、帰りにまたクレーターを上る事を考えたら、今日のところはどのみち下見が精々なのだから一緒だろう。

　そう自分を納得させ、狭い隙すき間まを蟹かにのような横歩きで中に入っていく。

　こんな時生身の身体からだならば、腹を引っ込めるなりして融ゆう通ずうがきくのだろうが、生憎あいにくカイルには縁えんのない話である。益やく体たいもない事を考えて、勝手に落ち込みながら扉を潜くぐるカイル。

　痛がる振りをしてみながら、ようやく部屋に入り込んだカイルは、部屋の奥に設置してあるカプセルの中を見て驚きよう愕がくした。

「人間……だと!?」

　金髪の少女が、カプセルの中で眠るように浮かんでいた。

　円柱状のカプセルは、半透明の液体で満たされているようで、少女は天井から伸びた呼吸器を装着したまま、水すい槽そうの中でプカプカと安らかに眠っている。

「馬ば鹿かな、この程度の施し設せつで生命維い持じできる訳が……」

　くるぶしまで伸びた色素がやや抜けた薄うすい金髪は、水の中で大樹の根のように広がっている。身に着けているのは水着のようなインナースーツのみで、肩口と太ももの先から露ろ出しゆつした肌はやや不健康そうな蒼そう白はくだが、呼吸器から定期的に零こぼれる気き泡ほうが、この少女がまだ生きている事をはっきりと証明していた。
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「いや、これは──」

　カプセルの手前に設置された操作パネルに触ってみると、まるで誰だれか来るのをずっと待ちわびていたかのように、次々と立体映像のモニターが表示される。

　大半はカイルにとってどうでもいい事だったが、その中から少女の状態を示した物を見つけ出し、カイルは更に驚おどろくのであった。

「やっぱり、新しん陳ちん代謝を行っていないな。そもそも、供給しているのは空気とフォトンチッドだけ……こいつ、機械人形オートマタか!?」

　この遺い跡せきがいつから稼か働どうし続けているのかは不明だが、仮死状態を維持するコールドスリープならともかく、健康な状態で眠らせ続けるにはかなりの準備がいる。施し設せつの大半を天てん奪だつされた上に、厳重とはいえ隠されるように地下に押し込まれたような場所で、人間を長期間保存しておくのは不可能だと思っていたが、分かってみればなんのことはない。少女は人間ではなく、機械人形だったというだけの話だったのだ。

　フォトンチッドは空気中に無数に存在する。ここら一帯はかなり薄うすい方ではあるものの、それでも決してゼロではない。

　機械人形の動力炉ろは、大たい抵ていそのフォトンチッドを燃料にしているので、実質半永久的に稼働する事が可能だ。この機械人形が空気だけで活動維い持じ出来たのも、それが理由なのだろう。

　何はともあれ、これだけ精せい巧こうな作りの機械人形は、今のご時世かなり貴重である。売れば相当な額になるのは間違いないが、それ以上に旅の補佐としてこれほど便利な道具は他にない。

　食料も休眠もいらず、マスクなしでフォトンチッドの濃い危険地帯にも踏み入る事が可能な上に、命令には絶対服従する機械人形は、便利さに限れば人間以上と言っていいだろう。

　思わぬ収しゆう穫かくだったと、カイルは喜びながら操作パネルを弄いじり、機械人形の起動プロセスを実行する。軽快な電子音と共に、カプセル内の水位が徐々に下がっていった。

　除水に合わせて機械人形も少しずつ床に向かっていき、呼吸器も外れ液体が完全になくなるのと同時に、カプセルは天井に吸い寄せられて機械人形が露あらわとなった。

「おい、起きろ。えーっと、こいつ……型式番号も振られてないのか？」

　製造過程のログを漁あさってみるも、本来製造段階で割り振られる筈はずの型式番号が、この機体には何な故ぜかつけられていないようだ。

　この部屋の電気系統は外部から完全に独立しているようなので、天奪の影えい響きようとは考えにくい。

　もしかしたら戦争末期のゴタゴタで、製造途中で取り残されたのかもしれない。

「そうか。お前も置いていかれたのか」

　感かん慨がい深く呟つぶやくカイル。なんにせよ、名前に該がい当とうするものが何もないのはやや不便だが……、

「……別に必要ないか、所しよ詮せんただの機械人形だしな」

　適当に何かないか考えてみたものの、特に何も思いつかなかったのでカイルは結局すぐに諦あきらめてしまう。

　カイルは肩から紐ひもでぶら下げているライフルに目を落とす。このライフルには型番が存在するが、その呼称を使ったことはないし、使う必要も特にない……それと一緒だろう。

「きどう、気道、起動。起動」

　カイルが冷やかに見下ろしていると、機械人形オートマタは眠たそうに紅あかい瞳ひとみを半分開く。

　どうやらＯＳの組み込みも充分ではなかったのか、一語一語自らの言葉を確かめるように呟つぶやく機械人形は、まるで赤ん坊ぼうのようだった。

　プルプルと身体からだを震ふるわせながら立ち上がると、戸と惑まどうようにカイルを見つめ尋たずねた。

「そんざい、存在、ふめい。不明……だれ？」

　その言葉は、自分自身に向けたのか、それともカイルに向けたものなのか。

　小こ柄がらな機械人形は、長髪の隙すき間まから覗のぞかせた深しん紅くの瞳でカイルをじっと見上げる。背格好の所せ為いか、年とし端はもいかない純じゆん朴ぼくな子供を相手にしているような気分になり、カイルは思わず言葉を詰まらせる。

「お前は、お前は道具だ。名前は……無いんだ。分かるか？」

「りょうかい、了解。存在、ナイン。わたし、ナイン」

「ちがっ──まぁいいか」

　やはり人工知能を全く弄いじっていなかったのか、機械人形は知識こそあれ、それを活用できるだけの知恵がまだついていないようだ。

　とはいえ、詰め込まれた技術だけはかなりのものなのか、機械人形──ナインの動作はなんというか、機械人形特有の〝硬さ〟が全くといっていい程ほどない。

　初見で人間と勘かん違ちがいしたのも、大たい抵ていの機械人形は瞼まぶたを閉じているだけなのに対し、ナインは安らかに眠っていると思った程、動作が自然だったからだ。

　喋しやべり方はかなりぎこちないものの、これは後でアップデートしてやれば解決する筈はずだ。そうなると、益々人間と区別がつかなくなるだろうが。

　見た目だけならまさしく人間そのものなのに、その本質は人間とは全くの別物というのが、カイルにとって酷ひどく不快だった。

　しかし、機械人形を欲しがっている者は多い。不要なトラブルを防ぐ為ためには、むしろ対外的には人間と思わせておく方が何かと便利なのかもしれない。

　ベースキャンプに、機械人形用のメモリーチップがあったかどうかカイルが悩んでいると、ナインはまだ何か不安なのか、ずっとこちらを見つめていた。

「ん？　どうした？」

「あなた、誰だれ？」

　そういえば、高度な機械人形は所有者マスターを認証する事で、強ごう奪だつや指揮系統の混乱を防ぐ事が出来ると聞いた覚えがある。

「俺の名はカイル……カイル＝ニムバスだ」

「マスター、カイル。カイル、存在、なに？」

　名乗ったにもかかわらず、ナインが依い然ぜんとして不思議そうな顔でこちらを見つめ続ける事に、カイルは少なからず驚おどろいた。それと同時に、やはりナインの機体性能はかなりのものなのだと確信する。

　機械の頭部、機械の身体からだ、機械の四し肢し……誰だれがどう見ても、明白である筈はずのカイルの正体。しかしナインは、この短時間で違和感に気がついたという事だ。

「俺はカイル＝ニムバス……」

　カイルは自じ嘲ちよう気味に笑いながら、今一度自らの素す性じようをナインに語る。

「元西欧解放軍伍ご長ちよう、全身を機械化した所せ為いで、人間扱いしてもらえなかった、モノさ」

　腕が捥もげようと、足が消し飛ぼうと、体が腐くさろうと、頭が蝕むしばまれようと、人類の為ために戦って、戦って、戦って、戦った結果得た物がこの身体だった。

　そしてようやく戦いが終わったのに、人類を乗せる希望の箱舟にカイルは乗せて貰もらえなかったのだ。思い出したくもないあの日の空……カイルが見上げた大空はまだ壁かべに塞ふさがれておらず、人類に無限の可能性を誇こ示じしていたような気がした。

　しかし、そこにカイルの居場所はなかった。

　カイルの告白を理解出来なかったのか、理解はしたがどう反応すればいいか分からなかったのか、ナインは目をパチクリしたまま黙ってこちらを見続けていた。

「だがよく聞け……俺は人間、人間なんだ」

「にんげん、人間」

「そうだ。そしてお前は道具、俺の道具だ。俺が所有者マスターでお前が所有物オートマタ……分かったか？」

　カイルはナインの肩に手をかけ、脅おどしつけるように一言一句を強調して伝えた。かなり力を込めてしまっていたがナインは特に痛がりもせず、カイルの言葉を咀そ嚼しやくするように呟つぶやく。

「カイル、マスター。にんしょう、認証。認証……了解、マスター」

「よし、それでいい……」

　自分がかなりムキになっていた事に気が付き、カイルは逃げるようにナインの肩から手を離す。ナインに浴びせていた言葉は、まるで自分に必死に言い聞かせていたようだと、胸むな糞くそ悪い思いを飲み込みながら、カイルはカプセルの周囲を窺うかがった。

「ここで製造していたのは間違いないようだが、予備パーツは用意してなかったのか？　くそっ、左目がこのままじゃ不便だな」

　砂すな嵐あらしのようにザラザラと、視界の半分が白黒に明滅するので見み難にくいが、部屋は思っていたよりも奥行きがなく、カプセルの背後は電力その他カプセルを維い持じする為の機材だけのようだ。型式番号がない事といい、予備パーツも存在しないとは、ナインの製造はかなり極ごく秘ひ裏りに進められていたのかもしれない。

「カイル、不ふ詳しよう、負傷」

「ん？　あぁ、さっきライフルで撃うたれてな……眼球が完全に壊こわれたようだから、予備パーツがあれば交換したんだが……」

「了解」

「えっ？」

　カイルが何事かと反応するよりも早く、ナインは自らの顔に指を差し込み、ためらう事なく自分の左目を抉えぐり出した。

「何のつもりだ!?」

　人工血液の飛沫しぶきをまき散らしながら、ニッコリと微笑ほほえんだナインは、まるでハンカチを渡すような手軽さでカイルに左目を差し出した。

「帝京、提供。カイル、あげる」

　血を滴したたらせる虚うつろな眼がん窩かと残った右目で、ナインはにこやかに微笑む。その笑い方はどうみても人間そのものであり、どう見ても人間とは別物だった。機械はこんな自然に人間のように微笑む事は出来ない。しかし、人間は痛みを無視してこんな機械的に笑う事は出来ない。

　手渡された血ち塗まみれの左目を、カイルは困こん惑わくしながら見つめる。ナインの幼さは危険極きわまりないかもしれない……カイルにとっても、ナイン自身にとってもだ。

「……なんでこんな事を」

「私、どうぐ、道具。カイルの、道具。えらい？」

　褒ほめられるのを期待しているのか、ナインは心の底から嬉うれしそうな顔で──機械人形オートマタに心などないが──カイルをじっと見つめる。カイルの手に収まっているナインの深しん紅くの左目も、カイルをじっと見つめているような気がした。

「あぁ……それでいい、お前は俺の物なんだからな」

「了解、かくにん、確認……ほかにはなぁい？」

　頷うなずきながらも、ちょこんと小首を傾かしげて尋たずねる様は、まるで親の手伝いをしたがる子供のようだ。勿もち論ろん見た目に限ればだが。ナインの狂気じみた笑顔に、カイルは思わず戦せん慄りつするものの、ゆっくりと息を整えながらナインの質問に答えた。

「大丈夫だ。次からは……そう、次から自分のパーツを差し出す時は、まず俺の許可を取ってからにしろ。分かったな？」

　慎重に言葉を選びながら、カイルはナインの行動を規制する。この勢いではカイルが怪け我がをする度たびに、次から次へと自分のパーツを壊しかねない。

「了解、はんせい、反省……うん、わかった！」

　カイルはやれやれと溜ため息いきをつきながら、ひとまずナインの血を拭ぬぐおうと腰のポーチから布を探す……清潔な布を取り出したものの、人間ではないナインは病気になどかからないのだから、心配する必要などないかと、カイルは適当な布きれと取り換えた。

　ナインの行動は一見常識を知らない無邪気な子供のようだが、実際はただ融ゆう通ずうや自己判断が出来ない機械的なものに過ぎないのだ。

　止血をしながら、そう自分に深く言い聞かせるカイル。

　そうしなければ、ナインを人形ではなく人間だと誤認しかねないと思ったのだ。

「じっとしてろよ」

　止血を済ませ、空っぽの眼がん窩かを隠す為ために、眼帯のように布を巻いていく。

　ナインは言われた通りピクリとも動かない。ひとまずこれで顔の破損は隠せたが、ピッチリと肌にはりついたインナーは、ナインを包んでいた保護液と血が混ざり合い、グチョグチョになっていた。

　仕方がないと、カイルは自分の着ているシャツを脱ぎ始める。

　ボタンを外していく仕草が興味深いのか、じっとこちらを見つめるナインの視線に、一いつ瞬しゆん照れかけるカイル。

　引き締しまった人工筋肉のたくましい胸むな板いたも、下手に晒さらすと砂すな嵐あらし等で人工皮ひ膚ふを傷つけかねないのだが、カイルにはまだマントがあるので問題ないだろう。

　大おお柄がらのカイルが着ていたシャツを、小柄なナインが着るとかなりブカブカになってしまうが、いっそマントのように全身が隠せていいだろう。

「斜材、謝罪、謝罪……ごめんなさい」

　カイルがシャツを与えると、ナインはシュンと項うな垂だれ謝り始めた。

「どうした急に？」

「ろうひ、浪ろう費ひ。カイル、資財、私財、浪費」

「あぁ、そうだな。こうならない様に、次から勝手な行動は取るんじゃないぞ」

「了解」

　切なそうにいじけるナインに、カイルは敢あえて突き放すような言葉を返す。あくまでもナインはカイルの道具なのだ。たかが布きれや衣服とはいえ、道具であるナインの為にカイルの資財を使っていては意味がない。

　──ではなぜ、自分はナインにシャツを渡したのか。薄うす着ぎで、しかも血ち塗まみれのままでは不ふ憫びんに思ったからではないのか？

「馬ば鹿かいえ」

「不明。何？」

　ブカブカのシャツを着たナインが、カイルの独り言を尋たずね返す。

「なんでもない、行くぞ…それより──」

　見み様よう見み真ま似ねで留めた所せ為いか、ボタンは所々掛け違っている上に、下まで全部のボタンを使った所為で、下半身まですっぽり固定されたナインは酷ひどく歩きにくそうである。

「ったく、こういうのは全部留めなくていいんだよ。ほら、首上げろ」

「了解。んっ」

　やれやれと頭を搔かきながらしゃがみ込み、ボタンを掛け直してやるカイル。ナインは首を上げたままこちらを見下ろすも、何も言わずカイルにされるがままじっとしていた。

「ほら、これで歩きやすいだろ」

「工程、行程、肯こう定てい」

　袖そでもブカブカだったので腕を通させず、首回りのボタンだけ留めさせ羽織る様にシャツを着せると、完全にシャツというよりマントの様になってしまったが、ナインは気に入ったのかクルクル回りながらきゃっきゃとはしゃぐ。ナインがこのままだと調子が狂って仕方ない。早くメモリーを増設して、表面的で構わないからまともなコミュニケーションを取れるようにしなくてはと、改めて誓ちかうカイル。これ以上ここにいても収しゆう穫かくはないだろうと、血を拭ぬぐったナインの左目を腰のポーチに仕し舞まうと、カイルは地下室を後にするのであった。




　カイル達が横穴を抜けクレーターの底に着いた途と端たん、ズドンと上の方で爆ばく発はつ音が響ひびいた。そういえば、バエルの巣を爆破したのであったとカイルは数すう瞬しゆん遅れて思い出す。

「ばくはつ、爆発……何？」

「気にするな、ちょっと虫退治を……そういえば、お前軍事用に作られたんだよな？　銃なり剣なり、何か武器の使い方はインストールされているのか？」

　実際のところ、ナインが軍事用だというのはあくまでカイルの仮説に過ぎないのだが、ナインのスペックの高さからして、作られたのは間違いなく戦時末期だろう。だとすれば、軍事用以外にこれ程ほどのクオリティの機械人形オートマタを作っている余裕はない筈はずだ。ところが、

「ぶき、武器。じゅう、けん……しらない」

　ナインはブンブンと首を横に振る。首に合わせて薄うすい金髪が左右に振られ、隣となりにいるカイルにパシパシと当たった。

「……知らない？　じゃあ何なら扱えるんだ？　そもそも戦闘経験コンバツトメモリは？　それくらいインストールして落としてあるだろ？」

「肯定。私、たたかえる」

　今度はコクコクと首を縦に振るナイン。バサバサと上下に揺れる長髪が、なんとも鬱うつ陶とうしそうである。後で結んでやるかと思いつつも、今はそれどころではない。

「何をするにしても、まずはこれを登らないとだな。ついてこい」

「了解」

　ナインを連れてクレーターを登っていくカイル。降りる際に目星をつけておいた足場に、次々と跳とび乗っていく。

　カイルの両りよう脚あしのスペックでは、精々二、三ｍの跳ちよう躍やくがやっとだが、ついてくるナインの様子は余裕がある。もしかしたら、もっと一度に高く跳べるのかもしれない。

　数分かけて、ようやくクレーターの縁ふちまで辿たどり着くカイル。ナインに運んで貰もらえばもっと楽だったかもしれないが、大の大人が小さなナインに運んで貰もらうというのもかっこつかない──合理的ではないが、人間なら普通そうする筈はずだと思ったので、結局最後まで自力で跳とんだのだ。

　上の遺い跡せきまで戻ってきたカイルは、爆ばく煙えんが巻き上がっている方向に向かっていく。

「おい、これからお前の性能を見させて貰う。敵性生物は発見し次第撃げき破はしろ。やり方は任せるが、出来るだけ被害は抑おさえろ」

「了解。せんとうモードにへんこう」

　殺気が籠こもった、とでも言うべきか。それまで受動的だったナインが、戦せん闘とうとなった途と端たん今までで一番活いき活きとし始める。やはりこんな見た目でも、兵器は兵器という事なのだろう。

「ちょっと待て、今敵のデータを送るから。あー……お前、端子はどこにあるんだ？」

　立ち止まり自身の首元からケーブルを伸ばすカイルだが、ナインのどこに差せばいいのか分からず困こん惑わくする。

　人工皮ひ膚ふを纏まとっているとはいえ、所々ボロボロになっているカイルはどこか機械然としているのに対し、つい先ほどまでカプセルで眠り続けていたナインの肌は綺き麗れいで瑞みず々みずしく、改めて見てもパッと見では機械だという事を忘れそうになる。

　正しよう真しん正しよう銘めい人間である筈の自分が、人間っぽさで機械であるナインに負けているのは屈くつ辱じよく極きわまりないが、それをナインに言った所でどうしようもない。

　それこそナインの場合、下手すれば自分の皮膚を全すべて剝はがしてカイルに渡しかねない。

「単子、端子……ここ」

　クルリと背中を向けたナインはグイッと下を向くと、髪をかき分けうなじを見せた。

　戦争末期の、いわば最先端技術で作られたナインとカイルで規格が合うのか不安だったが、どうやら杞き憂ゆうだったようで、ケーブルは難なくナインへ繫つながった。

　カイルがこれまで遭そう遇ぐうした、危険な生き物のデータを次々ナインに送っていく。ひとまず送っているのは、出くわしたら即退治しなければならないものだ。

　下手な装備では持て余す猛もう獣じゆうや、こちらから刺激しなければ無害な植物等もいるのだが、それらはナインのメモリーを増設してからの方がいいだろう。

「認証、かんりょう、完了……たいしょう、ぜんぶ、げきは？」

「全部じゃない、まぁ落ち着け」

「了解」

　振り向いたナインは、血の様な紅くれないの瞳ひとみをキラキラ輝かせる。首元にケーブルが繫がったままの所せ為いか、食事を前に「待て」を命じられている子犬のようだった。

　うずうずしているナインを宥なだめつつ、カイルは首元のケーブルを引き抜く。

　ケーブルを引き抜く瞬しゆん間かん、ビクッと反応するナイン──自然に行ったのだろうか？

　カイルが日ひ頃ごろ〝人間らしい〟動作を意識するのは、そうしなければ自分が人間だった事を忘れそうになるからだ。

　しかしナインは？　カイルがそう言いつけたからとはいえ、自らを道具と規定しているナインは、そんな仕草をする必要も理由もない。それにもかかわらず、むしろ自然と人間のような行動をするナインとは一体……。

「……さっきの爆ばく破ははバエルの巣を破は壊かいしたものだ。とはいえ、まだ生き残りはいるだろうから、お前はそいつらを倒すんだ」

「了解」

　まとわりつくような不快感を払うように、カイルは首を左右に振り再びバエルの巣に向かい歩き始める。目覚めさせてからというもの、カイルが敢あえてナインの名前を呼ばないのは、ナインが物なのだと意識したかったからなのかもしれない。

　そんなカイルの様子が不思議だったのか、ナインは首を傾かしげながらもカイルについていくのだった。




　黒こく煙えんはブスブスと上がり、バエルの巣の位置を示し続ける。カイル達はそれを目印に、遺い跡せきの奥へ歩を進めていた。しかし、奇妙なものである。バエルの巣は目前に迫っているのだが、ナインは未いまだ徒と手しゆ空くう拳けんのままなのだ。

　カイルはかつての戦場等で、ナインにとっての先行機に当たる軍用機械人形オートマタをいくつも見た事があるが、格かく闘とうルーチンをインプットしてある機体こそいるが、素手での戦闘を念頭においた機体はただの一機も見た事がない。

　地下室の端たん末まつには、ナインの開発コンセプトすら残っていなかったので釈しやく然ぜんとしないが、開発当時の戦況からして、ナインとてまさか格かく闘とう戦に特化しているというのは考えにくい。

　そもそもナインは、銃火器の存在すら入力されていなかった。もしかしたら別途に専用武器を開発していたのか、あるいは開発は初歩的な段階で破は棄きされたのか……しかし、そうなると戦闘経験コンバツトメモリをインプットしているという話と食い違ってくる。

　見た目に限れば精々十二、三歳程度の少女であるナインが、一体どうやって素手で戦うつもりなのだろうか？

　角を曲がったところで、いよいよ爆ばく煙えんの発生源──つまり、バエルの巣が視界に収まった。

　爆破で大分吹き飛ばしてしまったので全容は最も早はや分からないが、バエルの巣は遺い跡せきの深部、倉庫のような建物に作られていたらしい。

　カイル達が今いる建物から広場を挟み、長方形の大きな建物が火と煙けむりを吐き出していた。燃え盛る炎が、日光の代わりとばかりに周囲を明るく照らす。

　辺りに散らばるバエルの亡なき骸がらはそれなりの数だが、やはりこれで全滅したとは考えられない程度ではある。

　ナインの実力がどれ程ほどのものかは未知数だが、テストには丁度いいとカイルが思っていると、

「はっけん、戦せん闘とう、かいし」

　言うが早いか、ナインは倉庫目がけてひとっ飛びに駆かけていった。

　ナインが呟つぶやき飛び出した段階で、カイルはまだバエルの存在を認識出来ていない。

　勿もち論ろんセンサーはフルに稼か働どうさせていたし、カイルの右目とて同じ軍用機械人形オートマタの高性能カメラを搭とう載さいしている。隻せき眼がんなのはお互い様なのだから条件に優劣はない。つまりそれだけ、ナインの目の方が優秀だということになる。

　実際、跳ちよう躍やく一つとってもナインのスペックの高さは筆ひつ舌ぜつ尽くしがたい。元はヘリポートか駐ちゆう車しや場じようだったのか、倉庫手前の広場はざっと50[image: ]程だ。それだけの空間を一いつ瞬しゆんで埋めたのだから、やはり先程クレーターを登る時はカイルに合わせていたのだろう。

　しかし……そんな圧倒的な身体能力すら、ナインが見せつけた真の能力に比べれば、驚おどろくには値あたいしなかった。




　──ナインは着地することなく、宙に浮いていたのだ。




「重力操作だと……!?　開発に成功していたのか」

　カイルがまだ西欧解放軍の兵士だった頃ころ、噂うわさに聞いた事があった。

　推進剤を使わず自由に空を飛んだり、通信機を使わず遠く離れた者と自在に会話したりと……ＳＦに出てくるような機能を実際に搭載した兵器を、軍が密ひそかに開発していると。

　勿もち論ろん当時は、カイルを含めた前線の兵士たちの冗談として軽く聞き流されていた眉まゆ唾つば物だったが、まさかあの噂うわさが真実だったという事なのか。

　型式番号も与えられず、地下施し設せつで極ごく秘ひ裏りに製造されていたのも納得である。

　カイルの与えたブカブカのシャツを、まるでマントのようにはためかせながら、水平に広げたナインの両腕に、周囲の瓦が礫れきが集まり始める……それは、カイルの見ている前で途方もなく大きな〝腕〟のような形になった。

　それが一体どのような理り屈くつで稼か働どうしているのかは、カイルにも見当がつかない。

　しかし実際目の前で、ナインは周囲の重力を自在にコントロールしてみせていた。

　それは恐らく、カイル程度の電脳では処理し切れない演算が行われているのだろう。自身の体や周囲の瓦礫を浮かび上がらせる〝斥せき力りよく〟と、浮かばせた瓦礫を凝ぎよう縮しゆくする〝引力〟を、文字通り自らの手足の延長のように扱うには、カイルの人工知能を百体分繫つなげたところで処理し切れる筈はずがない。

「きえちゃえ」

　自身の体の数倍にまで大きく作り上げた両腕を、ナインは軽々と──ナインにとって、重さなど関係ないのだが──振り上げる。バエルが倉庫内にどれほど残っていようと関係ない。全すべてを叩たたき潰つぶさんと、ナインは瓦礫の腕かいなを振り下ろした。

　砂さ塵じんを巻き起こす程ほどの衝しよう撃げき波はが伝でん播ぱする。咄とつ嗟さに腕で庇かばった所せ為いで、カイルはナインを見失ってしまう。衝撃波をやり過ごし上げていた腕を降ろすと、まさしく蜘く蛛もの子を散らすように生き残ったバエルが四散していた。
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「くっ」

　慌ててライフルを構えようとするカイルだが、すぐにそれが無意味な事に気がついた。

　バエルは、見えない何かに抑おさえつけられているのか、皆一様に動きを止めたのだ──ナインが広こう範はん囲いに、重力場を発生させているのだろう。

「だめ、にがさない」

　ナインを中心に四方十数ｍに散らばっていたバエルは、全てピン刺しの標本の様に地面に張り付けられる。加圧していく重力場が、バエルごと周りの瓦礫をミシミシと潰していく……カイルとて、下手にナインの周りにいたら巻き添えになっていた。

　その時カイルの望遠機能が捉とらえたのは、ナインのゾッとする程妖よう艶えんな微び笑しようだった──それはまるで、虫の肢あしを引き千切る子供の様な、罪人に死罪を言い渡す女王の様な冷れい酷こくな微笑。

　次の瞬しゆん間かん、ナインの装着していた瓦礫の両腕が、まるで弾だん丸がんのようなスピードでバエルに射出された。

　逃げる事すら許されないバエルはただの的でしかなく、そもそも重力を加圧するだけでバエルは潰れて死ぬ筈なのに、ナインは敢あえて瓦礫の弾丸を撃うち込んでいった。故ゆえにこれは互いの命を懸かけた戦せん闘とうでなければ、一方的な殺さつ戮りくですらなく……ただの残ざん虐ぎやくな遊ゆう戯ぎでしかなかった。

　燃え広がっていた炎や舞まい上がっていた黒こく煙えんは最初の衝しよう撃げき波はで吹き飛び、バエルは一匹残らず瓦が礫れきの弾だん丸がんに潰つぶされ全滅した。たった数分前までそこに焼けた倉庫があったなど、誰だれに言っても信じて貰もらえないだろう。

　パージしたのか撃うち損そこなった残りの岩の腕が、ガラガラと音を立てて崩れていき、また元の瓦礫に戻っていく。それらに一いち瞥べつもくれることなく、無音で飛んでいたナインは高く飛ひ翔しようすると、カイルの目の前にやはり音もなくフワッと着陸した。

「くじょ、駆く除じよ、駆除……おわったよ、カイル」

　両手を後ろに組み、首を左にやや傾かたむけ、残った右目を強調するように見上げるナイン。ニコニコと微笑ほほえみながら、いかにも褒ほめて欲しいと態度で示していた。

「………………」

　カイルは黙ってナインの頭に手を置く。

　撫なでるというには余りにも杜ず撰さんな扱いだが、ナインにはそれで充分だったようで、気持ちよさそうに目を細め喉のどを鳴らしていた。

　ナインが目を瞑つぶっている間、カイルは先さき程ほどまでバエルの巣だった辺りを見渡す。

　広場はナインが瓦礫ごと地じ盤ばんを引き寄せたので、まるで小刻みに天てん奪だつでもされたかのように穴ぼこだらけ、未いまだ土つち煙けむりを絶やさない瓦礫の山は、崩ほう壊かいして尚なおナインの凄すさまじさを物語っていた……これを全すべて、この小さな体一つで行ったのだ。

　成程確かに、これなら銃火器や刃物の扱いなど知る必要はない。敵がどれだけ俊しゆん敏びんであろうと強大であろうと、ナインの前にはどんなスピードもパワーも意味を成さない。

　ナインと出会った事で、カイルはこの身体からだになってから今までで一番、自分がただの人間なんだと思う事が出来た気がした。

　カイルの身体はナイン同様全身機械だが、仮にこの先どれだけ自分の身体をチューンアップしたところで、こんな芸当出来る気はしない。

　カイルはどれだけ人間離れした身体になろうと人間だが、ナインはどれだけ人のような仕草が出来ようと兵器なのだ。

　荒れ果てた遺い跡せきを見ながら、カイルはしみじみと己おのれの人間性を確信するのであった。




　予想を遥はるかに上回る形でナインの性能も確かめたところで、カイルはすぐさま遺跡を後にしてベースキャンプへと向かいだす。

　バエルがいなくなったとはいえ、日は傾きただでさえ薄うす暗ぐらい大地は益々もって暗くなっていく。これ以上遺跡に留とどまるのは、ナインがいるとはいえ得策ではない。

　カイルとナインにとって暗さ自体はさしたる問題ではないが、夜行性の獣けものや虫は昼行性のものと比べ、格段に凶暴で危険なのだ。つまり、極力夜は出歩かないようにするのが、スカイウォール下で長生きするコツと言えるだろう。

　二人で歩いている最中、小高い丘に差し掛かり、カイルはふと振り返り大地を見渡す。

　……日光の降り注がない暗い世界、ろくに植物も育たず砂や岩ばかりの大地に、崩れかけた遺い跡せきがただ朽くちるのを待っている。

　所々天てん奪だつの影えい響きようで穴ぼこだらけの地表、人も機械も動植物も……取り残されたもの達が、縛しばり付けられるように生きているこの世界を地じ獄ごくと呼ばずなんと呼ぼうか。

　かつてこの世界は、二度にわたり選別が行われた。

　穢けがれた星を捨て宙そらへの離脱、そこからあぶれた者達による空への逃とう避ひ。

　カイルはそのどちらも選ぶ事が出来なかった。いや、許されなかった……人間扱いされなかったからだ。

　大地を抜け出せる定員は、人類の総数と比べて遥はるかに少なかったのだ。

　カイルのようなケース以外にも、貧困や差別を理由に大勢の者達が人とみなされず、この暗く薄うす汚よごれた大地に置いていかれた。カイルが人間らしさに拘こだわるのは、誰だれが認めてくれなくても、せめて自分だけは己おのが人間性を認めたいから……なのかもしれない。




「んん～♪　ん～♬　んんん～♪」

　どこで覚えたのか、鼻歌を歌いながら歩くナインの様子は、ご機き嫌げんな子供そのものだ。

　そんなナインを尻しり目めに、カイルはナインの今後の運用方法について考えていた。

　ナインの力はカイルの想像を遥かに超えている。勿もち論ろん喜ばしい事ではあるのだが、果たしてカイルに扱い切れるのだろうか？

　先さき程ほどの戦せん闘とうにしても、カイル自身巣を爆ばく破はしておいてなんだが、ああも跡あと形かたもなく破は壊かいしてしまっては、折せつ角かくバエルを駆く除じよしても探索出来ないので意味がない。もし仮に、最初の通路の時点でナインがいたとしたら、カイルも生き埋めになっていただろう。

　扱いきれない道具など、持っていても身を滅ぼすだけだ。残念ではあるが、どこか都合のいい組織なりに売った方がよっぽどいいのでは……などと考えている内に、ベースキャンプが見えてきてしまう。

　カイルが厄やつ介かいになっているベースキャンプは、化け物のねぐらになっていた遺跡を奪うばい取ったものである。元々は避難用シェルターか何かだったのか、山の麓ふもとを入口に地下へ広がるように形成されているベースキャンプは、一度奪ってしまえば守るに易やすく攻めるに難かたい。

　傭よう兵へいや防衛用の機械人形オートマタこそいないものの、武器や資源を少しずつ溜ため込んだおかげで、今ではかなりの人数が住み込んでいる。

「暗くなる前に着いたのはよかったが……どうしたものか」

　カイルが困り顔で視線を降ろすと、ナインは目をパチクリしながら振り向く。

「カイル、何？」

　ナインを住人達にどう説明すべきか。ここのベースキャンプは食料や武器こそ豊富だが金は余りなく、またナインと交換するに値あたいするような物もない。

　奪うばわれる心配はないだろうが、余計なトラブルを生み出さない為ためにも、ナインは機械人形オートマタである事を隠す方向でいくべきかもしれない。しかし、迷子か何かと適当に偽いつわって誤ご魔ま化かせる程ほど、ナインに達者な演技が出来る筈はずもなく……。

「……これからお前は、俺に命からがら助けられた少女を装うんだ。いいな？」

「私、人間？　ひてい、否定。道具」

　カイルはくしゃくしゃっと髪をかく──やはり今のメモリーでは無理だったようだ。

　問題はナインだけではない。どうしようもなかったとはいえ、護衛対象を二人とも死なせてしまったのは失敗だった。

　護衛対象を死なせてしまった事は今までにもあった。しかし全滅というのは今回が初めてだ。

　生き残りがいてくれたら、カイルの献けん身しん的な護衛と、死んだのはやむを得なかったのだと証言して貰もらえるものの、二人とも死んでしまってはどうしようもない。

　いっそこのままナインを連れてキャンプに戻らないという手もあるが、ろくな準備もしないままでは他のベースキャンプなり街まで辿たどり着ける確証もない。

「せめてバギーの一台でもないと……かっぱらうか？」

「かっぱらう、かっぱ、河童かつぱ？」

「なんでもない、気にするな」

「了解」

　とはいえ、今までカイルが一生懸けん命めい尽くしてきたという事実がなくなる訳ではない。中にはカイルが機械人形だと思っている者もいるだろうが、気心が知れている者にはカイルの本当の素す性じようもうっすら話している。ただの道具である機械人形ならともかく、元々は人間であるカイルをそう無下に扱ったりはしない筈だ。

　いっそ正直に打ち明けた方が、下手に誤魔化すよりいいのかもしれない。

「そうさ、許し合ってこそ人間ってもんだ」

　目を閉じれば、今でもまぶたの裏にナインの戦せん闘とうの光景が蘇よみがえるような気がした──あれ程までに、自分がただの人間に過ぎないのだと思えた事はない。

「人間、ゆるす？」

「あぁそうさ。損得勘かん定じようだけで推おし量はかれないのが人間ってもんなのさ」

　首を傾かしげるナインにカイルは自じ慢まんげに答えると、意を決しベースキャンプへ戻っていくのであった。




「……それで、旦だん那なだけが帰ってきたと」

　出発した時とまるで違う面子メンツで帰ってきたカイルは、すぐさまベースキャンプの奥へと連れていかれ、ベースキャンプを仕切る者達に事のあらましを説明する事になった。

　護衛対象を二人とも死なせてしまった事、機械人形オートマタのナインを拾った事、バエルの巣を潰つぶした事……その際、男の死体を利用して爆ばく弾だんを仕掛けた事と、尋じん常じようならざるナインの戦せん闘とう力については、胸の内に秘めたのは言うまでもない。

「……旦だん那ながついてってダメだったんだから、どうしようもなかったって事なんじゃないか？」

「たしかに……旦那の実力は俺たちが一番よく分かってる。そもそも、あの遺い跡せきは危険だって言っていたのに、無理にでも行きたがったのはあいつらだしな」

「それに、旦那は素晴らしい機械人形土産も持ってきてくれた。称たたえこそすれ、責める事なんて出来ねぇわな」

　事情をひとしきり説明したところで、カイルは周囲の様子を窺うかがう為ため黙っていたが、どうやら本当にお咎とがめなしで済みそうだと安あん堵どする。

　ここのベースキャンプに住む者達は、皆カイルの事を〝旦那〟と呼ぶ。外見で言えば精々二十四、五歳程度のカイルより、ここにいる老人達の方が年上にしか見えないが、実際はカイルの方が、老人達の何倍もの人生を歩んでいるからかもしれない。

「旦那も目をやられたみたいだし、今日のところはゆっくり休んでくれや」

　ベースキャンプを纏まとめる老人達は、労ねぎらうようにカイルの背中をバシバシと叩たたき退室を促うながした。

　追い出される心配がなくなったカイルは、ホッと息を吐きながら部屋を出る。

　ベースキャンプの最深部は、軍事基地だった頃ころの名残なごりがまだ色濃く残っている。カイルが連れられたこの部屋とて、おそらく昔は取り調べ室だったのだろう。

　くわばらくわばらとカイルは肩を竦すくめながら廊下を歩いていると、ずっと待っていたのかナインがペタペタと近寄ってきた。

「カイル、ぶじ、無事？」

「何も悪い事はしていないからな」

　ナインの表情は、まさに〝親の帰りを心配して待つ子供〟といった風だ。怯おびえそうな泣き顔を下地に、不安そうな焦あせりを上乗せしたこの顔を見て、機械人形オートマタだと識別するのは難しい。実際、カイルがこれまで見てきた機械人形に、ここまで器用な表情を作れる物はいなかった。

　ナインの製造背景がかなり特とく殊しゆなものだという事は、先の戦せん闘とうでよく分かった。しかし、却かえって分からなくなったのは、この複雑怪かい奇きなナインの人工知能だ。

　カイルの為ならば平気で己おのれの目を差し出したかと思えば、子供のように何かと褒ほめて貰もらいたがる。ろくに喋しやべる事も出来ない癖くせに、鼻歌を歌いだす始末だ。

　ナインを一言で表すならば、まさに〝不完全〟に尽きる。兵器として作りたかったのであれば、これ程ほどの表現力は搭とう載さいする必要はなかったし、コミュニケーションツールとして作りたかったのであれば、あれ程の戦闘能力を付与する必要はなかった筈はずだ。

　なまじ性能がいい所せ為いで、どちらにとっても完全とは言えないナインを、不完全と言わずしてなんと言おう。

「お前は一体、なんなんだろうな……」

「私、道具。カイルの物」

　カイルが不安そうにひとりごちると、ナインは自信満々な笑みを浮かべ答える。

　得意気に胸を張るナインを見て、カイルは不覚にも笑みをこぼす。カイルが笑ったのが嬉うれしいとでも言うつもりか、それを見てナインは益々胸を張るのであった。

　──もっとシンプルでいいのかもしれない。益やく体たいもない事を思考するのは、ある意味人間の特権とも言えるが、何事も過ぎたるは及およばざるが如ごとしという事なのだろうか。

　〝カイルの為ための道具〟という、シンプルな法則に基もとづき活いき活きとしているナインを見ていると、考え込むのも馬ば鹿からしく思えてきたのだからおかしなものである。

「部屋を案内しよう、ついてこい」

「了解」

　カイルは最後にフッと鼻で笑うと、ナインを連れ自室に戻るのであった。




　このベースキャンプにおいて、暮らしの裕福を決める唯ゆい一いつの基準が〝貢こう献けん度〟である。

　ベースキャンプ全体に対して、どれだけ自身の有用性を示せるかどうかで、食料にしろ衣服にしろ住居にしろ、配給の量や質が上下するのだ。

　その点でいくと、カイルはこのベースキャンプに住み着いてまだ半年程度の新参者だが、かなり裕福な暮らしを提供されている──つまり、それだけ基地に貢献している事になる。

　カイルの心臓部もナイン同様フォトンチッドを燃料にしているので、食料を必要としていないのを抜きにしても、一人で使うには充分すぎる程ほどの衣類を与えられ、元は士官の部屋だったのか基地を包む山の中腹をくり貫いた部屋は、カイル一人には広すぎる程だ。わずか半年でこれだけ良質な配給を得られた者は、これまでいないそうだ。

　その甲か斐いあって、カイルはなんの不自由もなくナインを部屋に迎え入れる事が出来た。

　傍はたから見れば、成人男性の部屋に年とし端はもいかない少女が転がり込むという、なんとも問題だらけの光景なのだが、カイルもナインも身体からだは機械、問題など起こる筈はずもない。

　それを証明するという訳ではないが、カイルは部屋に戻って早々破損した左目を抜き取り、ナインの左目を装着する作業を行っていた。

　ナインがポンと抉えぐり取ったからといって、それをそのままカイルの眼がん窩かに埋め込めばいいという訳ではない。義眼をはめ込むならまだしも、この左目とて一種の精密機械なのだ。

『コマンド入力』『左目・視神経ケーブル、一番から順次解かい結けつ』『全ケーブル解結と同時に、左目パージを実行』

　カイルは壊こわれた左目と頭部を繫つないでいる視神経の細いケーブルを、脳内コマンドで一本ずつに解結していく。糸よりも細い視神経ケーブルは、当然その細さに比例して脆もろく、繊せん細さいに扱わねばならない。

　ナインが差し出した左目を、カイルが使わずそのまま返す事が出来ない理由がここにある。正規の手順を踏まず強引に抉えぐり取った所せ為いで、ナインの視神経は既すでに修復不可能なダメージを負っている。仮にこの左目をナインに装着させたところで、既に視神経がズタズタになっているので使いようがないのだ。

　カイルとて自身がこんな身である以上修理の心得はあるが、恐らくワンオフ機であるナインに、そんじょそこらの機械人形オートマタのパーツで代用出来るかはかなり怪しいし、予備パーツも用意されていなかったのでは正直お手上げである。

　にわか仕込みで下手に弄いじって、却かえって取り返しがつかなくなる危険だってある。

『視神経ケーブル解かい結けつ完了』『左目パージに伴ともない頭部の一部を開帳』

　人工皮ひ膚ふの内側で、カイルの左目周りのパーツが少しだけ開いていく。

　左目は既にケーブルから解き放たれ、重力に従いポロリと落ちる。カイルはそれをキャッチすると、持っていたナインの左目をゆっくりと眼がん窩かに入れる。

『頭部を閉じ終えたら、視神経ケーブル十五番を接続』『端たん子し検索』『マッチする端子を発見』

　懸け念ねんはしていたが、やはりカイルの頭部ではナインの左目を完全には扱い切れないようだ。彼ひ我がのスペック差は圧倒的で、カイルとナインでは視神経ケーブルの数が倍近く違う。それは処理出来る情報量も、倍程ほどの差があるという事だ。

　カイルの元からついていた目が百の情報を受け取り、その全すべてを処理出来ると仮定する。新しくナインの目をつけて二百の情報を受け取れるようになったところで、やはり処理出来る情報量は同じ百だけということだ。

　とはいえ、二百の情報量を百と百に分けることで、分割処理する事は可能なので、そういう意味では、ナインの左目のおかげでカイルのスペックが上がった事には違いない。

「感想、乾かん燥そう、換装……カイル、だいじょうぶ？」

「あぁ、瞼まぶたは一人じゃ出来ないから、ちょっと工房に行ってくる。お前はここで待ってろ」

「了解……」

　ナインは頷うなずくものの、まだ何か言いたげにこちらを見つめている。

「ん？　どうした？」

「いって……いって、らっしゃい」

「あ、あぁ……いってくる」

　退室したカイルは、恥ずかしげにこめかみをポリポリと搔かきながら工房へ向かうのであった。




「来たかカイル、待っとったぞい」

　基地外部、山の麓ふもとに広がるヘリポートの脇わきに訪おとずれるカイル。倉庫を改装した工房の主である、マックスという老技師は笑いながらカイルを迎え入れる。

　ベースキャンプ内で唯ゆい一いつの技師であるマックスと、カイルはそれなりに仲がよかった。

　他の者と比べ厄やつ介かいになる頻ひん度どが高いからという理由もあるが、カイルのような機械の身体からだを持つ人間──所謂いわゆる改造人間サイボーグを見慣れているマックスは、カイルに対して変に気負わないのが心地よかったというのもある。

「爺じいさん、よろしく頼むよ」

　事前に連絡を入れておいたので、マックスは既すでに手術台のような作業台の周りに、修理道具を一ひと揃そろい用意していた。

「なんじゃいカイルお前、そのちぐはぐな目は。言ってくれれば右目と同じパーツは持っとるぞ？　交換してやろうか？」

「いや、これでいいんだ。オッドアイってやつだよ、爺さんには難しかったかな？」

　作業台に寝っ転がったカイルは、茶化すようにニヤリと微笑ほほえむと、マックスは豪ごう快かいに笑い飛ばしながら作業に入る。

「はっ！　年寄りはどっちじゃい」

「どう見ても爺さんだな」

「抜かせ！　……そう言えばカイル、お前さん妙な機械人形オートマタを持って帰ったそうじゃな」

　世間話しながらも、マックスは慣れた手つきでテキパキと修復を進める。雑談程度でマックスの手が狂う筈はずない事は、カイルが一番よく分かっているので咎とがめる事なく会話に応じた。

「年寄りの癖くせに耳が早いな。妙も妙だよ、後で爺さんにも紹介するよ……だが、爺さんの手にもあれは余るかもしれないな」

「ほう、そりゃ楽しみだ」

　老技師はしわくちゃの顔で子供のように破顔する。ナインを弄いじるのが楽しみで仕方がないのだろう。もっとも、流石さすがのマックスにもナインはお手上げかもしれないが。

「まぁ妙って言っても、所しよ詮せん機械人形だ。どうとでも使いようはあるだろうさ」

「そうかい。ワシは弄れるなら、機械人形だろうと改造人間だろうと構わんがのぅ」

　マックスなりの平等論に、思わずカイルも笑みを浮かべる。取り止めのない会話を挟みながらも、マックスの確かな腕のおかげで、修理は着々と進んでいく。

「爺さんみたいのを、マッドサイエンティストって言うんだよ」

「年寄りが無理に横文字を使うんじゃないわい。ほれ、もういいぞ。後の微び調整は自分でやれ」

「年寄りはそっちだろ。相変わらず早いな」

　作業はものの数十分で終わり、作業台から降りたカイルは手近な鏡を覗のぞく。パチパチと何度か瞬まばたきをしてみるも、ほとんど問題はないようだ。残りの微調整といっても、これならすぐに済みそうだ。

　鏡に映る深緑の右目と深しん紅くの左目は、実際マックスの言う通りなんともチグハグだが、これはこれで悪くはない。

「それで、今回の遺い跡せきはどうだったんじゃ？　例のもんは見つかったのか？」

「いいや、あそこも違ったよ。そう簡単にはいかないもんだな」

「そうか……まぁヘブ──おっと、基地から連絡じゃ」

　マックスが何か言いかけたようだが、けたたましくなるベル音に邪じや魔まされる。受話器に耳を当てるマックスが、徐々に顔をしかめていくのをカイルは鏡越しに見守る。

「……すまんがカイル、今日はもう店じまいじゃ」

「何かあったのか？」

　内線の受話器を置いたマックスは、腑ふに落ちないという表情で首を傾かしげる。

「よく分からんが、どうも直接会って話したいらしい。面倒だがちょっくらジジイどもに会ってこなくてはならん」

「あんただってジジイだろ。まぁ後は自分で出来るから、ジジイ同士ゆっくり話してこいよ」

　茶化すように退室するカイルに、悪態をつき見送るマックス。どうせマックスも基地までいくのだから、工房を閉めるのを待とうかとも思ったが、あまりナインを放っておくのも不安なので、カイルはさっさと自室に戻る事にした。




　直したばかりの左目ま蓋ぶたを気にしつつ自室に向かっていたカイルを、野や暮ぼったい悲鳴が迎える。急ぎ駆かけ付けてみれば、見知った男がカイルの部屋の前で腰を抜かしていた。

「おい、どうかしたのか？」

「だ、だだだだ旦だん那な!?　俺、違っ……って、血、殺人？　いや女、死体」

「大丈夫か？　何を言って──」

「そいつ、しんにゅうしゃ？」

　ガタガタと奥歯を鳴らす男の視線の先には、依い然ぜん血ち塗まみれのままになっているナインの姿があった……そういえば目を抉えぐった時の血は軽く拭ぬぐっただけだったので、全身に血がこびりついたナインを見たら、死体が動いているように見えてもおかしくはない。

「ちがっ……俺、俺は……」

「大丈夫だから落ち着け。これはただの返り血だから……あー、お前は部屋に戻ってろ」

「了解」

　血塗れのナインがいなくなってようやく落ち着いたのか、男はゆっくりと呼吸を整える。

「お、俺はただ……ジジイ達が、旦那の様子を見てこいって……そしたら──」

「そうか、驚おどろかせて済まなかったな。俺の修理は無事終わったと伝えておいてくれ」

　未いまだふらつく男を見送ったカイルは、やれやれと溜ため息いきをつきながら部屋に戻る。

「カイル、おかえり。あいつ、侵しん入にゆう者しや。殺す？」

「あいつは侵入者じゃない……流石さすがに洗せん濯たくしなきゃまずいか。おい、さっさと服を脱いでシャワー浴びてこい。そっちの部屋だ……使い方は分かるよな？」

「大丈夫」

　ナインはこくりと頷うなずき上着を脱いだものの、インナースーツをじっと見つめたまま動かなくなった。

「ん？　どうした？　まさか恥ずかしいだなんて言う──」

「……ぬぐの、てつだって」

「──つも、なに？」

　呆あきれるカイルに、万ばん歳ざいと両手を上げこちらを向くナイン……カイルもナインも機械の体、やましい事など何一つない。ましてや、べっとりとついた血で服が固まってしまったから脱ぐのを手伝ってくれと言っているだけで、それ以上の意味は何もないのだから……。

「って、何真剣に動どう揺ようしているんだ俺は……脱げないならそのまま入っちまえ。ついでに服も洗ってこい」

「了解」

　カイルが面倒臭くさそうにしっしと追い払うと、ナインはさっさとバスルームへ向かっていった。別段ナインとしても、カイルに脱がして貰もらうのが目的という訳ではないのだから当然だ。

　故ゆえにカイルも惜しい事をしたなどと全く思っていないし、誰だれかに見られていたらどうしようなど毛頭思っていない……筈はずである。

「水は無駄遣づかいするなよ、タオルここに置いておくからな」

「了解」

「後で改めて謝りに行かないとな……ったく面倒を増やしやがって」

　一いつ貫かんしてナインを物扱いしている筈なのに、どうしてこうも子供の面倒をみているような気分になるのかと、カイルは溜ため息いきをつきながら頭を抱かかえるのだった。




　数分後、シャワーを浴び終え体を拭ふいているナインに、シャツを投げて寄越すカイル。

「わっぷ」

　大きめのシャツを上半身いっぱい使って受け止めたナイン。

　全ぜん裸らにシャツ一枚というのも、傍はたからみればかなり扇せん情じよう的な格好である。基地を案内しようかと思っていたが、連れて歩くのはよした方がよさそうだ。

「服が乾くまで、とりあえずそれ着てろ。流石さすがにその格好で出歩く訳にもいかないから、基地の見取り図だけ渡しておくぞ」

「私、さむくない、もんだいなし」

「そういう問題じゃない。俺の常識が疑われるんだよ」

　ナインは意味がよく分からなかったのか首を傾かしげるが、一々説明する必要もないだろうと、カイルはケーブルを引っ張り出す。

「いいからほら、後ろ向け。データ送るから」

「ふよう、むせん、おくる、できる」

「何を──」

　言いかけるカイルの視界を、ナインから送られてきたデータが塞ふさぐ。データ自体はなんの意味もないゴミデータだが、今重要なのはナインと無線でデータのやり取りが出来たという事だ。

「──お前、いつの間に俺のパスコードを」

「さっき。データ、じゅしん、受信、したとき」

　元来無線通信とは、双そう方ほうのパスコードを登録した上で行うものである。一方的にデータを送るだけならカイルにだって出来るが、カイルの受じゆ諾だくなしでデータを受け取らせたという事は、ナインのパスコードをカイルが知らぬ間に登録させた……それはつまり、限定的にとはいえカイルの意思をナインが制せい御ぎよしたという事になる。

「データ、ちょうだい？」

「あ、あぁ……」

　パッチリとした深しん紅くの隻せき眼がんが、艶あでやかにカイルを見上げる。それは無邪気な子供が玩具おもちやを欲しがるようでありながらも、支配者が「お前の意思なんていつでも自由に出来るのだ」と嘲あざ笑わらっているかのようでもあった。

　勿もち論ろんナインはカイルに危害を加えたりはしない……少なくとも今のところは。しかしこの先、ナインの知性が益々上じよう昇しようしていった時、果たして道具として使われるのはどっちになるか……。

　当初は基地の全マップを送るつもりだったカイルは、直前で重要施し設せつを外した簡易マップに切り替えた。カイルの本能的な防衛本能が、ナインにベースキャンプの全容を知らせるべきではないと判断したのだ。

「ひろい、広い、んだね。ちょっと、たいへん、大変、そうだね」

「……何がだ？」

　カイルは汗をかく機能も唾つばを出す機能もないが、データを見ながらうっとりと微笑ほほえむナインを見て、かつて失った恐怖感が蘇よみがえっていた。

「ここ、こうりゃく、攻略、するなら」

「……ここは攻略対象じゃない。シミュレートするなら防衛戦を想定しろ」

「了解」

　了承するナインの顔が、どこか残念そうに見えたのは気のせいだろうか……？

　──厄やつ介かいな物を拾ってしまった……この感情すら、もしかしたら今のナインには筒つつ抜ぬけなのだろうかという恐怖が、カイルをこの上なく苛さいなむのだった。




　翌日は特に仕事もなく、下手にナインを出歩かせたくもなかったので──勿論理由は服装などという些さ細さいな問題ではない。もっとも、ナインのインナースーツはあれからすぐに乾いたのだが──夜にマックスに呼び出されるまで、カイルはずっと自室に籠こもっていた。

「昨日の今日ですまんの。ジジイどもが、お前さんのメンテナンスをしろとうるさくてな」

「丁度退たい屈くつしていたからな。構わないさ」

　両手両りよう脚あしを外す為ため、手術台に寝かされるカイル。カイルの四し肢しは度たび重かさなる改修で、並の軍用機械人形オートマタを上回るスペックに到とう達たつしていた。その分扱いもよりデリケートになっていて、こうして小まめにマックスに調子をみて貰もらわねばならないのである。

　とりあえずまずは脚からと、股こ関かん節せつからガチャリと戦せん闘とう用の脚をパージする。寂さびしくなった下半身に間に合わせの義足を接続し、カイル本来の両脚を作業台に乗せたマックスは、早速メンテナンスに取り掛かった。

「また砂が入り込んどるのう。高価なパーツ使っとるんだから、もっと大事に扱えと言っとろうに全く……それで？　またどっかの遺い跡せきに駆かり出されるのか？」

「いや？　俺はまだ何も聞かされていないが……まぁ仕事ならなんだって構わないさ」

　マックスの小言を聞き流しつつ、寝転んだまま足を組むカイル。人工皮ひ膚ふがついていない粗そ雑ざつな両脚は、内部フレームが剝むき出しの上に人工筋肉の質が段違いに悪く、付け心地も最悪と言っていい。メンテナンスが一刻も早く終わる事を祈るばかりである。

「ふむ……そういえば、例の機械人形は連れてこなんだか？　遺跡に連れていくなら、一緒にチェックしてやるぞい？」

　ナインの話を振られカイルは顔をしかめる……昨夜からナインは事あるごとに様々な情報を欲したが、カイルはそれら全すべてを拒絶した。ナインをこれ以上成長させていいものかと、戸と惑まどっているのだ。

「いや、いい……あれは極力使いたくないんだ」

　確かにナインの戦闘力はあれば便利だが、別段必要不可欠という訳ではない。となれば、ナインがいなくてもどうにかなるような仕事に連れていったところで、ナインに余計な経験を積ませるだけだ。

　物は物らしく、言われた事だけをやればいい。その為には、必要以上の知性は与えるべきではないだろうとカイルは思っていると……、

「ん？」

「なんじゃっ？」

　ズンとくぐもるような音と共に、基地内が僅わずかに揺れる。それに追つい随ずいするように、なにやらガヤガヤと周囲がにわかに騒がしくなってくる。

「もう夜だっていうのに、誰だれか出かけるのか？」

「さぁ、ワシは何も聞いとらんが……？」

　首を傾かしげ合うカイルとマックスだが、カイルには内心二つの懸け念ねんがあった……最初の音は爆ばく発はつ音ではなかったか？　そして、方角的にカイルの部屋では──、

「今だやれ！　あいつをスクラップにしろ！」

　カイルの思考を、バタンと乱暴に開け放たれたドアの音が遮さえぎる。現れた男達が皆ライフルを持っている事を、コンマ数秒で確認したカイルは、弾はじかれるようにマックスを庇かばう。

「構うことねぇ、撃うて撃て！　撃ちまくれ！」

　マズルフラッシュと銃じゆう弾だんの嵐あらしを、カイルは背中で受け止める。避よける事は難しくはなかったが、弾道予測でマックスが流れ弾だまを受ける確率が高かった以上、一人逃げる訳にはいかない──せめて両りよう脚あしが本来の自分の脚ならば、マックスを抱かかえて逃げる事も出来たが……あるいは初めからそこまで見越した上で、このタイミングでマックスごと狙ねらったのか。

「お前たち、何すんじゃい！　ワシらが何したってんだ！」

「隠れてろ爺じいさん……どうやら、俺はお払い箱のようだ」

　──それは、起こり得る可能性の一つだった。

　このベースキャンプでは有用性が全すべてを決める。しかしその有用性を決めるのが、あくまでも人間である以上判定が平等である筈はずがなく、状況の推移やエゴが絡からんでくるのは当然の事と言えるだろう。

　護衛対象を死なせてしまったカイルの有用性。

　現状カイルが独占しているナインの未知数な有用性。

　カイルをこのまま残しておくのと……カイルを始末してナインを手に入れるのと、どちらがより有益か。

　機械ならば、無理にカイルを除外せずとも、カイルごと有効活用すればいいと考えるだろう。

　しかし人間ならば、たとえ長い目で見れば不利益になるとしても、カイルを排はい除じよする選択を選んだとしても不思議ではない。

　理由はなんでもいいのかもしれない。死なせてしまった男の親が嘆たん願がんしたか、あるいは新参者がでかい顔をしているのを妬ねたんだ者がいたが、あるいはカイルという個人でありながら圧倒的な戦せん闘とう力が、反旗を翻ひるがえしたらと不安になったのか……。

　なんと不条理でなんと非合理的な判断だろうか。しかし、それこそカイルが尊重する人間性というものなのだ。故ゆえにカイルは、ベースキャンプの者たちを責める気は毛頭なかった……もっとも、無駄死にする気は更さらにないが。

「じゃあな爺さん、世話になった」

「カイルっ──」

　マックスが安全な場所まで退たい避ひした事を確認すれば、黙って盾になる必要はもうない。

　お粗そ末まつな両脚に可能な限り出力を込め、カイルは目にも留まらぬ機動で壁かべや天井を駆かけ襲しゆう撃げき者しやをかく乱すると、そのまま窓を突き破り工房から脱出していった。




「やっぱりさっきのは俺の部屋か」

　夜のヘリポートを疾しつ走そうするカイル。もくもくと黒こく煙えんが上がっているのは、案の定カイルの部屋がある場所だ。

　カイルを探すサーチライトの光を避けながら、カイルはひとまずここを脱出するにあたり優先すべきタスクを、脳内に列挙していった。

　絶対にやらなければならない事は〝乗り物を奪だつ取しゆする〟事だ。ベースキャンプの外は広大な荒地である。いくらカイルでも今の両りよう脚あしで乗り物なしでは、他の街に辿たどり着く前に野垂れ死にしてしまうだろう。

　〝武器を手に入れる〟のも忘れる訳にはいかない。このベースキャンプでは銃火器の類たぐいは全すべて共有物資であり、探索の際に貸し出されていたライフルは既すでに返へん却きやくしてしまっている。これからしばらく荒野を旅しなくてはならないのに、武器なしでは一日ももたない。

　カイルはちらりと煙けむりを吐き出している自室を見上げる。部屋には捨てるには惜しい物が多々あるが、危険を冒して取りに戻るべき物は何一つない。

　故に〝ナインを回収する〟事は、優先するに値あたいしないとカイルは判断した。全く惜しくないと言えば噓うそになるが、持て余していた道具を取りに戻って命を落としては何の意味もない。

　──私、カイルの物。

　……一いつ瞬しゆん、ナインの笑顔が横切る。しかしカイルはすぐさま脱出する為ためだけに思考を傾かたむけ、ナインに完全に見切りをつけた。

　基地内にはバギーや戦車、戦せん闘とうヘリコプター等が保管されているが、今の状況と今後の事を考えると、強ごう奪だつすべきはバギーだろう。幸いバギーを停とめている駐ちゆう車しや場じようは武器庫のすぐ傍そばにある。一カ所を制圧すれば、即逃げ出す事が出来る筈はずだ。

　方針が決まれば後は実行に移すのみだ。既に限界値を迎えつつあった両脚の出力を一いつ旦たん落として、カイルは武器庫となっている倉庫を目指し、夜の闇やみを慎重に進んでいくのであった。




　暗視装置眼と集音機耳に全神経を集中したおかげで、ヘリポート中をうねるサーチライトの光や、周囲を駆かけまわる基地の者達に見つかる事なく、カイルは駐車場へ辿り着いた。

　見張りもいないようなので一安心するものの、よくよく考えてみればバギーのキーは倉庫にあるのだったと、カイルは武器庫のドアノブに手をかける。

　──ところが、

「……待ち伏せか。ご丁てい寧ねいにジャミングマントで気配まで隠すとはな」

　ノブを回すより一瞬早く、カイルのセンサーがドアに仕掛けられたトラップの気配、そして……駐車場に隠れていた男達の気配に気がついた。

　判断ミスをした事に気がついた時には、既に周囲の動体反応がカイルのもとへ急行し始め、車の陰からセンサー封ふうじのマントを脱いだ男達が現れた。

「罠わなに気が付いたのは流石さすがじゃな……しかし、偉ぶっていても所しよ詮せん機械……愚ぐ直ちよくなまでの合理主義よな」

　カイルを取り囲む男達の中から現れたのは、先日カイルの報告を聞き労ねぎらってくれた老人の一人だ……あの後、カイルを処理する算段を話し合っていたという事か。

「酷ひどいもんだな……今まで必死に尽くしてきた俺を殺すのか？」

　別に情に訴うつたえてこの場がどうにかなるとは思っていないが、今の状況は流石さすがに分が悪い。打開策を必死に考える間、カイルは少しでも時間を稼かせごうと皮肉げに笑いかけた。

「お前は確かに便利だった。処分するのは惜しい……が、お前は少々使い勝手が悪い。せめてもの礼に、お前のパーツは余すところなく活用すると約束しよう」

「旦だん那な、あんたをバラさなくちゃならねぇ俺らの気持ちも考えてくれよ……俺らだって辛つらいんだぜ？」

「今までありがとうな、旦那のパーツは俺らがありがたーく使ってやるからよ」

　老司令官に続くように、包ほう囲い網もうの中から見知った顔が別れの言葉を紡つむぐ。中には今回の一件に、心から賛同した訳ではないという雰ふん囲い気きも垣かい間ま見えるものの、一つだけ全員の中に統一された意思がある事にカイルは気付いた。

　いや……それは最初から分かっていた。この半年間ずっと感じていたが、必死に塗り替えようとしていた事だ。

　この中の誰だれ一人として、カイルを人間扱いなどしていないのだ。

　彼らは〝カイル＝ニムバス〟という人間を殺すのではなく、あくまで〝旦那〟と呼ぶ便利な道具を処分するのだ。

　とはいえ、責任の一いつ端たんはカイルにもあるのだろう。

　カイルはベースキャンプの者達が、カイルをどこか便利な道具のように扱っている事に気がついていたが、それを強く否定した事は一度もなかった。たとえ相手に横おう柄へいな態度を取られようと、それを快こころよく受け流せるのも一種の人徳だと考えたからだ。

　カイルが人間なのだと一々説明しなくても、分かってくれる者はちゃんと人間扱いしてくれるに違いないと。それが自分を誤ご魔ま化かしているだけに過ぎない事も、カイルは分かっていたが黙殺し続けてきた結果がこれである。

　──あぁ、そうか。とカイルは今いま更さらながらある事に気がつき、たまらず自じ嘲ちよう気味に笑う。

　彼らのカイルに対する扱いは、自分のナインに対する扱いと全く一緒なのだ。別に嫌けん悪おしている訳ではない……ただそもそもの前提として、道具と自らを同列に扱ったりはしないし、優秀であり過ぎれば持て余す。

　故ゆえにたとえ名乗ったところで、その名で呼んでやる事はない。彼らも、そしてカイルも。何な故ぜなら道具に名前など必要ないのだから。

「どうしたんだ？　どっか壊こわれちまったのか？」

「いや、電脳がエラーで埋まったんだろう。後でデバックしねぇとな」

「面倒だが、これも俺らから旦那への弔とむらいってやつだな」

　カイルの聞こえすぎる耳が、人ひと垣がきの奥の方の会話を耳ざとく拾う。並列処理していた演算が、どうあがいても必要条件を満たした上で、ここから脱出するのは不可能だと結論付ける。

　可能性が１％でもあるのなら、カイルの人間的部分が諦あきらめたくないと主張するのだが、可能性がゼロになった途端すっぱりと諦めてしまうのは、やはりカイルの本質が機械的だからだろう。だからこそ、あっさり狙ねらいがばれて待ち伏せされたという訳だ。

　ふぅ、と大きく息を吐くと、カイルは両手を腰に当て周囲をゆっくりと見回す。

　随ずい分ぶんと長く生きてきたが、最後の景色は男に取り囲まれるという、なんとも味気ないものだと溜ため息いきをついた。

　──死ぬのは怖くない……ただ、死んだと見み做なしてさえ貰もらえないのは辛つらいな。

　淋さびしそうに微笑ほほえむカイルが、既すでに諦めたのだと察した老司令官は、手近な部下にカイルの頭を狙ねらわせる。確かに損傷を最低限に抑おさえるには、そこを狙うべきだろう。カイルとしても、苦しまずに済むのはありがたい。

　ぼんやりと空を見上げるカイル。夜空に広がるスカイウォールは、星の瞬またたきすら覆おおい隠す。

　──あの空の向こうに行きたかった……。

　機械のオッドアイに涙を流す機能はない。故ゆえに涙で景色が滲にじむ事はなく……故に、カイルはその光景に目を疑った。




　……空飛ぶバギーが、こちらに飛来してきたのだ。




「おい、なんだあれ！」

　カイルの視線に気がついた者が声を荒らげ、山影を背にした一点を指さす。遅れて首を上げたサーチライトが、宵よい闇やみを飛ひ翔しようするバギーを追いかける。

　勿もち論ろんバギーというのは、主に悪路の走行を主眼に置いた軽量の自動車の事である。

　この基地で使っているものはどれも二人乗りで助手席が銃座になっているタイプで、余りに当たり前で言及するのも本来なら馬ば鹿からしいが、エンジンは車輪に連動したものを一機積んでいるだけであり、翼つばさやプロペラの類たぐいは搭とう載さいしていない。

　当然、空を飛ぶ機能など有していない……筈はずである。

　そんな共通認識と言う名の常識を嘲あざ笑わらうかの様に、バギーは空を飛んでこちらにやってきた。

　信じがたい光景を目まの当たりにし、カイルを含めた一同はまさにポカンと開いた口がふさがらず、黙って見つめる事しか出来なかった。

　しかし、幸いにもカイルの眼めは人並み以上に優すぐれている。だから追つい跡せきし切れていないサーチライトが照らさなくても、車体の様子はナイトビジョンがくっきりと映し出すし、誰だれよりも早くそれに気がつき、誰よりも早くこの奇き天て烈れつな状況を飲み込めた。

　──銃座に腰かけこちらに手を振るナインの存在に。バギーはナインの重力操作で浮かんでいるという事に。

　部屋を襲しゆう撃げきされた後の経けい緯いは不明だが、昨夜一応渡しておいた簡易マップには、予備も含めバギーの保管場所も記載されていた。おそらくナインはそれを強ごう奪だつしたのだろう。

　バギーは上空三ｍ程ほどの高さで静止すると、地面に並行になるように姿勢を戻し、そのまま黙って浮かんでいる。周囲の誰もが困こん惑わくして状況を見守る中、カイルにだけはその行動の意味が分かる──その高さは、カイルの跳ちよう躍やく力ならばギリギリ届く。

　瞬しゆん時じに体内の出力を上げたカイルは、ありったけの力を両りよう脚あしに込めてバギーまでの跳躍コースを計算する。

　意思の光を取り戻したカイルの視線に気が付いた老司令官は、全容は飲み込めなくても事の成り行きを察したのか、慌あわてて回りで呆ほうけている部下たちに声をかけた。

「やつが逃げようとしているぞ！　撃うて！　誰だれでもいいから早く撃て！」

「あばよ！　今までの報ほう酬しゆうとして、あのバギーは貰もらっていく！」

　ハッと我にかえった男達を後しり目めに、捨て台詞ぜりふを叫びながらカイルはバギーに向かって力強くジャンプした。

　まさかカイルがバギーに飛び移ると思っていなかったか、そもそもこの珍ちん妙みような事態に思考が追いつけていなかったのか、今の今までカイルがいた地点を狙ねらっていた周囲の男達は、各おの々おのライフルの引き金を引くが、弾だん道どう計算などしている筈もない銃口は反対側の仲間に目がけ銃弾を放つ。結果は言うまでもなく同士討うちだ。

「ぎゃ!!」

「手て前めえ！　どこに眼めつけてんだ！」

「馬ば鹿か、早く撃て！　あいつが逃げるぞ！」

　足元に広がる怒号を、冷やかに聞き流し跳躍するカイル。しかしたった一つ、致ち命めい的てきな誤算があった……カイルの両脚は、先さき程ほどまでとはスペックが大きく劣おとっていた。

　本来なら届く距離だった三ｍは、今のカイルではありったけの力を込めても届かなかったのだ。

「しまっ……うおおおおおっ!?」

　しかし、バギーに届かないカイルを引っ張るのが重力ならば、カイルを迎えにきたナインが操あやつるのもまた重力だ。不可視の力が落ちていくカイルを持ち上げ、運転席に放り込む。

　不格好な姿勢で運転席に乗り込んだカイルを、ナインの極ごく上じようの笑みが迎え入れた。

「かっぱらう？　これ」

　子犬のように顔を覗のぞきこむナインに対し、カイルは力強く頷うなずいた。

「あぁ！　全速で離脱しろ！」

「了解」

　言うが早いか、ガクンと強い衝しよう撃げきと共に、バギーはナインの力に引っ張られ、大空へと飛んでいった。

　去り際ぎわにヘリポートを見下ろしたカイルは、状況を把は握あくしようと集まる野や次じ馬うまの中にマックスを見つけた。何事かと驚おどろき空を見上げるマックスと、一瞬目が合ったような気がした。

　とはいえ、バギーは既すでに地上を遠く離れている上に、マックスの老いた肉眼でこちらを把握するのは不可能だ。

　しかし、驚いた事にマックスは別れの挨あい拶さつを交わすかの如ごとく、バギーに向かい軽く手を挙げた──それが、この一いつ瞬しゆんの邂かい逅こうでマックスが全すべてを察したのか、あるいは偶たま々たま手が挙がったのかは、カイルの電脳でも判別は出来ない……しかし、カイルはマックスが見える筈はずがないと重々承知した上で、手を振り返すのであった。思えば、彼だけはカイルを人間扱いしていてくれたのかもしれない。

　人間そう簡単に主義主張を変えることは出来ない。自分が道具扱いされていたからといって、カイルが道具の目線に歩み寄るのは何か違う気がした。しかし、今のままでもダメだという気持ちも確かにある。

　道具が持ち主を助けるのは当然だと、断じてしまうのは簡単だが、だからといって持ち主が道具に感謝しなくていいという訳でもないだろう。

　どうすればカイルは人間として認めて貰もらえるのか、それはまだ分からないが、より人間らしくあろうと、まずは見習うべき点は見習ってみるのもいいかもしれないと、カイルは助手席へ振り向いた。

「あ、あー……ゴホン」

「？」

　ナインはカイルのわざとらしい咳せき払ばらいに首を傾かしげる。

「あー……その、なんだ」

　学習する事は機械でも出来るが、反省する事は人間にしか出来ない……同様に、つまらない意地やプライドを気にする事もまた、人間の特権なのである。なとど真にくだらない理由で口ごもるカイルを見たナインは、

「しつもん、質問。質問。私……偉い？」

　ナインのストレートな眼まな差ざしに、面食らったカイルは先日のように思わず噴き出す。

　──子供相手に、なんの意地を張る必要があるというのか。

「あぁ……よくやった、ナイン」

「うん！」

　褒ほめられたのが嬉うれしかったのか、初めて名を呼ばれた事が嬉しかったのか──恐らく両方だろう──ナインは重力場を操作しバギーを錐きりもみ回転させ始めた。

「ちょっ!!　ナイン、やめっ！　ナイン！　やめ──」

「あははっ！　あはははははっ♪」

　重力場はバギーにしか作用させていなかった上に、シートベルトも締しめていなかったカイルは、当然地球本来の重力に従いバギーから落ちかける。

　しかし再び名前を呼ばれた事に喜ぶナインがさらに回転を加え、それをやめさせようとカイルが叫び、さらに名前を呼ばれ喜ぶナインが回転を増し、それに慌あわてるカイルが──。

　そんな堂々巡りの中でカイルは、人間離れした自分を人間扱いしてくれるのが、まるで人間そのものなのに人ならざる物であるナインだという事に、なんとも皮肉めいた因果を感じ自じ嘲ちようしつつも、内心でこの上なく感謝するのであった。













　　　Ⅱ章　　～望まぬ待ち人～







　カイルとナインがベースキャンプを抜け出して、幾いく日にちかが経たっていた。

　薄うす暗ぐらい世界はどれだけ見渡しても岩山や崩ほう壊かいした遺い跡せきばかりで、どこまで行っても生き物の気配は希き薄はくである。

　とはいえそんな荒れ果てた世界を、当てもなく旅する程ほどカイルも愚おろかではない。元々あのベースキャンプは、近いうちに出ていくつもりだった。

　あのベースキャンプ周辺には、人の手が入っていない遺跡が多々あったので厄やつ介かいになっていたに過ぎず、カイルは元々ある遺跡を求めてあちこち旅する根なし草なのだ。




「へぶんず、げーと？」

　基地を脱出した夜、空飛ぶバギーに身を委ゆだねながら、カイルは探し求めるその遺跡の名をナインに教える。

「そうだ、だがヘブンズゲートと言っても一いち概がいにどういうものかは俺にも分からん。だがその遺跡を見つけた奴やつは……スカイウォールを抜けて上の世界へ行けるらしい」

「うえ、飢え、上」

　呟つぶやくナインは空を見上げる。

　流石さすがのナインも万能と言う訳ではなく、物を浮かばせられる高さには限度があるらしい。故ゆえに夜空を悠ゆう々ゆうと飛行するこのバギーからでも、スカイウォールは未いまだ遥はるか高みだ。

「俺はどうしても空に脱出したい……その為ためには、お前の力が必要になるかもしれない。これからも頼りにさせて貰もらうからな、ナイン」

「うん！」

「うわっちょっ！　だからバギーを回──……」




　ヘブンズゲートがどんな遺跡なのか、どこにあるのかすらカイルは分からない。しかし幸か不幸か時間だけはたっぷりとある。機械人形オートマタと同じタイプの心臓部を搭とう載さいしているカイルに寿じゆ命みようという概念はとうにない。世界中くまなく探し回れば、いつか必ず辿たどりつけるだろう。

「カイル、疲れた」

「もうか……しょうがない、どこか降りる場所は……」

　カイル達を運ぶバギーが空を飛べるのは、ナインの重力操作によるものだ。それがいかなる仕組みで作用しているかはカイルにはさっぱり分からないが、ここ数日の飛行で分かった事が一つだけある……ナインの重力操作は、それ程ほど燃費がよくないようだ。

　バギーはキーを失敬し損そこねたとはいえ、回路をいじれば運転自体は可能だが、いかんせん燃料には限りがある。

　その点ナインは、燃料であるフォトンチッドは大気中にほぼ無限に存在するので、移動はもっぱらナインに任せているのだが、どうやらフォトンチッドの供給量よりも、ナインの消費量の方が遥はるかに上回っているらしく、巡じゆん航こう距離はそれ程長くはないのだった。この辺りは、空気中のフォトンチッドが薄うすいというのも原因の一つだろう。

「……ごめんなさい」

「気にするな。ナインがいなきゃ、今いま頃ごろバギーも乗り捨てて徒歩だったんだからな」

　加えて言えば、結局ベースキャンプから調達出来た武器といえば、バギーの銃座につけてある機関銃だけなので、目下のところ戦せん闘とう状況に陥おちいった際は、カイルは役に立てそうにない。

　武器がない上に、結局両りよう脚あしはベースキャンプに置いてきてしまった今のカイルの戦闘力は、ナインと比べれば微び々びたるものだ。

　ナインがいれば何があろうと怖くはないだろうが、ベースキャンプを一歩外に出れば、無数に蠢うごめく獣けもの達や虎こ視し眈たん々たんと獲え物ものを狙ねらう野や盗とうと、危険は常に付き纏まとう。それら全すべての相手をしていては、流石さすがのナインもすぐにエネルギーが切れてしまう。

　だからナインには、最低限戦闘が可能な程度のスタミナを常に残すよう言い聞かせてある。つまり、一度に飛べる距離はさらに短くなるのだがどうしようもないだろう。

　ナインが休める場所を探す為ため、下界を見下ろしていたカイルはふと異変に気がつく。

「常夜帯ナイトベルトか。休きゆう憩けいがてら身を隠すには丁度いいか……？」

「ないとべると？　けんさく、検索。不明」

「そうか。常夜帯もスカイウォール同様、戦後に出てきたもんだからな。説明してやるから……あー、あそこだ。あの岩陰に隠れよう」

「了解」

　カイルが小高い岩山を指さすと、ナインは指向性重力場を傾かたむけバギーを降下させるのだった。




　着陸した岩山は既すでに常夜帯の中だったので、カイルの瞳ひとみは暗視装置に切り替わる。

　深緑の右目だけでなく、深しん紅くの左目でもきちんと暗くら闇やみを見通せているということは、ナインの眼めにも同様の機能が搭とう載さいされているのだろう。

「ないとべると、何？　空の壁かべの派生と推測」

　この数日でナインも大分言葉がはっきりしてきたが、まだまだ口調は硬かたさが残っている。それでいて動作や表情は、人並み以上に柔らかいのだからよく分からないものである。

　ナインに対する恐怖が完全に消えた訳ではない……しかし、あの状況でもカイルを助ける為ために飛んできたナインをカイルはひとまず信用し、ある程度の教育は行う事にしたのだった。

「まぁ待て、順を追って説明するから。スカイウォールはこの間教えたな？　空を覆おおう薄うすいフォトンチッドの壁かべだ」

「肯こう定てい」

　適当な石に腰かけたカイルは、順々にナインに説明を始める。ナインはカイルの眼めの前にちょこんと座り込み、がっつくようにブンブンと頷うなずく。

「スカイウォールは規模こそ広いし上の景色も完全に隠しちまっているが、遮しや光こう性は実はそれほど高くはない。だが常夜帯ナイトベルトは見ての通り真っ暗だ……まぁ、俺らにとってはあまり関係ないんだがな」

「同意、しかし、疑問」

　食い入るような視線を向けるナイン。なんとも教え甲が斐いのある生徒だと、カイルは笑みがこぼれるのを我が慢まんしながら説明を続ける。

「常夜帯はバベルを見れば話が早いんだが……あったぞ。あっちの方角を見てみろ」

「了解…………不明、不明、不明……何な故ぜ？」

　ナインが疑問に思うのも無理はない。カイルが指さした先には依い然ぜんとして真っ暗な闇やみが広がっている……暗視装置を作動させているにもかかわらずだ。

「見えない、何故？　何故？」

　分からない事が新しん鮮せんでたまらないのか、ナインはカイルに摑つかみかかるとブンブンと体を揺らす。カイルも我慢の限界を迎え、大声で笑い始めた。

　笑われたのが不満だったのか、ナインはぷっくりと頰ほおを膨ふくらませた。

「いいやナイン、ちゃんと見えているぞ？　望遠の倍率をもっと下げてみるんだ」

　悪戯いたずらっぽく笑うカイルは、もう一度諭さとすように暗闇の方を指さしアドバイスを与える。

「了解…………きょうがく、共学、驚きよう愕がく」

　最初ナインが分からなかったのも無理はない。暗闇の中に何かあるのではなく、暗闇そのものこそが見るべきものだったのだから。

　……それは、余りにも途方もなく巨大で馬ば鹿かでかい塔とうなのだ。

　確かめようとしたところで時間の無駄なので、カイルも正確なデータは持ち合わせていないが、直径はちょっとした街よりも長く、山を上回る全長はスカイウォールも雲も突き抜けているので測りようがない。

「ちなみに、バベルはここだけじゃない。割とあちこちに建っているぞ」

　ベースキャンプを抜けてから今日まで、山岳地帯を飛んでいたので偶然視界に入らなかったのだが、カイル達地上に住む者がバベルの塔と呼んでいる、この超ちよう弩ど級きゆうの建造物は世界中に点在している。

　冗談のように巨大な塔に陽ひが当たれば、当然影もそれに比例して途方もない大きさになる。それこそが常夜帯ナイトベルトの正体なのだ。

「広すぎて分かりにくいが、塔とうの影だから必然帯状に広がるだろ？　だから常夜帯って訳だ」

「なっとく、りかい」

　深しん紅くの瞳ひとみをキラキラと輝かせながら、バベルを見上げるナイン。最初はてっきり戦せん闘とうにしか興味がないのだと思っていたが、どうやらカイルの杞き憂ゆうだったようだ。

「すごい、すごい、すごい♪」

　両手を翼つばさのように広げ、はしゃぎ回るナイン。これでは隠れている意味がないが、周囲にはなんの気配もないので、別に問題ないだろうと黙って見つめていると……、

　──ジャリッ。

　人の耳では聞こえない程度の小さな音、しかしカイルもナインも間違いなく砂を踏むような音を捉とらえる、即座に思考を切り替え音の出どころを探る。

　すぐさま岩陰に戻ったナインと共に、カイルは深く耳を澄ませる。

　──ジャリッ……ジャリッ。

　──捉えた……距離は約五十ｍ先……これは、何か近づいてきているのか？

　捕捉した音源の方角に目を凝こらす。先さき程ほどは見当たらなかったが、音源を念頭に注意深く探ってみると、はたしてそこにはほふく前進でこちらに向かってくる男の姿があった。

　男の全身を覆おおう外がい套とうは、保護色に塗られ地面と完全に同化している上に、カイルのセンサーすら欺あざむくジャミング機能付きのようだ。

　戦闘態勢に入ったのか、ナインは獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうの様に瞳どう孔こうを開く。深紅の瞳に殺気を灯ともし、重力操作を発動させようとするナインをカイルは片手で制止した。

「待て、話が聞きたい」

　戦えない事が不満なのか、ナインはカッと隻せき眼がんを見開きカイルを凝ぎよう視しする。

　先程駄々をこねるように頰ほおを膨ふくらませていたナインとは、まるで違うその表情にカイルは戦せん慄りつするものの、毅き然ぜんと睨にらみ返しナインを押しとどめた。

　カイルに睨まれたナインは、途と端たんに線が切れた人形の様にガクンと落ち込み、ギラギラと光っていた殺気もあっという間に霧む散さんしてしまった。

　ナインを御ぎよし切れた事に安あん堵どしたカイルは、手近な小石を拾うと男目がけて全力で投とう擲てきした。

　足と違い両腕はカイル本来のものなので、弾だん丸がんのような速度で男に放たれた小石は、カイルの狙ねらった通りほふくで近づく男の眼前に激突した。

「ひっ」

「バレてるぞ。死にたくなければ両手を頭の後ろに──」

「わ、わかった！　殺さないでくれ！」

　あっさりと降参した男は、ガタガタと怯おびえながらうつ伏せのまま両手を上げる。曲がりなりにもカイル達に気付かれずここまで接近してきたのだから、それなりの強つわ者ものなのではと思っていただけに、カイルとしては若じやつ干かん拍子抜けではある。

「……まぁいいか。で、あんた何者だ？　近くに住んでいるのか？」

　ぐるりと回り込むように男に近づくと、カイルは周囲を警戒しつつ男に尋たずねた。

「わわわ、私は怪しいものでは……助けてくれっ」

　砂さ漠ばく用装備に身を包んだ男は、大体四十代半ばくらいだろうか。暗視ゴーグルからはみ出た顔には、うっすらとしわが刻まれている。

「分かった分かった。何もしないよ。名前は？　どこから来たんだ？」

　震ふるえる男を宥なだめるように、カイルはゆっくりと一言ずつ男に尋ね直す。

「私の名はゲドー……この先のバベルの麓ふもとにある……【アノーコ】という町の者だ」

　カイルに敵意がない事が分かったのか、ゲドーと名乗った男はぽつぽつと語り始める。

「俺たちに何の用だったんだ？」

「その、君たちが……空飛ぶバギーに乗っているのを、見つけたもので……その……」

「奪うばえないかと思った訳だ」

「許してくれ！　許してくれ！　私にはどうしても行きたい場所が……」

　カイルが語気を強めると、ゲドーは上げていた両手を祈るように合わせる。その様子が新しん鮮せんだったのか、ナインは興味深そうにゲドーを見つめていた。遠巻きに見つめるばかりでこちらに近づいてこないのは、先さき程ほど咎とがめられたのを気にしているからなのだろうか。

　バギーが飛んでいたのはナインの能力によるものなのだが、それは黙っていた方がいいだろう。カイルは腕を組み、男の対処を考える。

「行きたいとこ？　……ヘブンズゲートか？」

「いいいいや違う、そりゃ上の世界に行けるなら行きたいが、そこじゃない」

　ヘブンズゲートについて何か知ってればとかまをかけてみたが、どうやら見当違いだったようだと、カイルはそっと溜ため息いきをついた。

「じゃあ、どこに行きたいってんだ？」

「【マツト】……私がかつて住んでいた町だ。こことは別のバベルの麓にある……た、頼む！　必ず返すからバギーを貸してくれ！　私はどうしてもそこへ行きたいんだ！」

「……何か事情があるみたいだな」




　必死に懇こん願がんするゲドーに興味を持ったカイルは、ひとまずゲドーの住む【アノーコ】へ行き、詳しい話を聞く事となった。

　カイルの目的はあくまでヘブンズゲートではあるのだが、場所が分かっている訳でもなし、期限が定まっている訳でもなし。急ぐ旅ではないのだから、寄り道しても構わないだろう。

　それに人助けというのは、いかにも人間らしい行動だし、ヘブンズゲートと直接関わり合いがなくても、近きん隣りんの遺い跡せきの情報でも聞ければ何かしらのヒントにはなるかもしれない。

「ま……そう簡単に見つかれば苦労しないんだがな」

　岩陰でひとりごちながら、ナインの回復を待つカイル。

　バギーは二人乗りとはいえ、ナインの重力操作を使えば実質何人でも運べるのだが、ナインの能力をみだりに見せたくなかった為ため、ゲドーは先に帰らせたのである。

「麓ふもとまで精々数kmってとこか。ナイン、そろそろ行けるか？」

「…………肯こう定てい」

　ナインはまだしょげているのか、俯うつむきながらポツリと呟つぶやく……カイルに咎とがめられたのが、余よ程ほどショックだったのだろう。

　ここら一帯は空気中のフォトンチッドが薄うすいので、エネルギーがそれ程回復していない所せ為いもあるのかもしれない。

　やれやれとカイルは頭をかきながら、ナインを励はげます言葉を脳内で選ぶ。

「さっきの事なら、俺は気にしていないぞ？　ナインは別に悪くない」

「……ほんと？」

「あぁ、本当だとも。あー……兵器であるナインが戦うのは当然の事だ。だが、敵じゃない奴やつと戦う必要はない。そうだろ？」

「……同意」

　少しずつ顔を上げ始めるナイン。流石さすがのカイルも子供をあやした経験はないものだから、手探りでやっていくしかない。

「つまりだな、ナインは今のままでいい……ただ、敵かどうか分からない奴がいたら、俺に確認するんだ。分かったな？」

「了解」

　どうにか機き嫌げんが直ったようで、ナインは真っ直すぐ前を向くと重力操作を発動する。フワッと数ｍ浮上したバギーは、そのまま音もなくバベルを目がけ飛ひ翔しようするのだった。




　ドアに肘ひじを乗せ、頰ほお杖づえをつき地平を眺めるカイル。

　ナインは銃座がお気に入りのようなので、カイルは大たい抵てい左ハンドルの運転席に腰かけているのだが、バギーはどのみちナインの能力で動かしている以上、見張りくらいしかやる事がない。

　常夜帯ナイトベルトに包まれたこの辺りの地形は岩より砂が多いようで、凹おう凸とつの少ないなだらかな地表がどこまでも続いていた。

　肉眼では真っ暗なのだが、カイル達の機械の眼めにはスカイウォールも常夜帯も関係ない。遮しや蔽へい物ぶつもない大地を見渡していると、カイルはふと砂さ塵じんの向こうに黒い影の塊かたまりを発見する。

　いくらナインの左目を貰もらい性能が上がったからといって、流石に砂すな埃ぼこりを見通す機能は持ち合わせていない。影の塊は輪りん郭かくが摑つかめず、ただ大きな何かが向こうにある事しか分からなかった。

「すな、すごい、よく見え──回かい避ひ！」

「なん──いって！」

　カイルの背中越しにナインが語り掛けたかと思いきや、突とつ如じよ車体が静かに右に滑すべる。頰ほお杖づえをついていたカイルは、自らの腕をグリグリとねじ込む羽目になった。

　何事だと抗議しようとしたカイルの目前を、手のひら大の石がスルリと飛んでいった。砂さ塵じんに巻かれたのだろうか？　これを避よける為ためだったのかと、カイルは遅れて気が付いた。

　ナインも影の塊かたまりを見ていたようだが、隻せき眼がんなのに前方から飛来する石に気が付けるのは流石さすがと言ったところか。

　カイルが感心して振り返ると、ナインはまだ影の塊が気になっているのかチラチラとこちら側を覗のぞいていた。

「よく見えないが、多分あれがゲドーが言っていた、【マツト】のあるバベルなんだろう」

　どうやらこの地方は、かなり短い間かん隔かくでバベルが建っているようだ……それはつまり、常夜帯ナイトベルトの影えい響きよう範はん囲いもまた折り重なっている事を意味する。

「よくもまぁ、こんなところに住もうと思ったもんだな」

　呟つぶやくカイルを乗せたバギーは、相変わらず無音のまま【アノーコ】へと向かうのだった。




　ゲドーに見られた時点で空飛ぶバギーを隠すのは無意味だと思ったカイルは、悠ゆう々ゆうと飛行したまま【アノーコ】の町へと入っていく。

　物もの珍めずらしげにこちらを見上げる住人は、子供から老人まで皆物々しい暗視ゴーグルと、人によってはマスクまでつけているので、外見だけで言えば何もつけていないカイルとナインの方が人間っぽいと思えてきてしまう。

　勿もち論ろん実際は、外出時にマスクを常備していないカイル達の方が、よっぽど人間離れしているのだが。

　今後、ナインに人間のふりをさせるならば、この先マスクを調達しなくてはと、内心慌あわてるカイルだった。

　天高くそびえ立つバベルの麓ふもとに広がる【アノーコ】は、どの家も四角い一戸建てで窓がないので、家の光が外に漏れることもなく完全な暗くら闇やみである。町灯あかりに害がい獣じゆうが寄ってくるのを防いでいるのだろう。

　スカイウォールが覆おおって以来、暗視ゴーグルは生活の必ひつ需じゆ品ひんになっているとはいえ、バギーを見ようと集まっている住人全員が装着している様は、カイルから見ても不気味と言わざるを得なかった。

「見えたぞ、あの家の上に降ろせ」

「了解」

　事前に聞いておいたゲドーの家の屋上に、ナインはバギーを降下させる。悪目立ちするだろうが、これならばナインの力を使わないで盗む事は不可能だ。どのみちナインがいなければ、これはただのバギーなのだが。

　しばらくそのまま屋上で待っていると、ようやくゲドーが帰ってきたので、カイルはナインを担かつぎ屋上から飛び降りた。

　屋上は精々三、四ｍ程度なので、跳とぶならともかく降りるだけなら重力操作を使う必要はないし、先日撃うたれた背中にフレームが剝むき出しの両りよう脚あしと、機械の体だという事がバレバレのカイルはともかく、ゲドーを含めた【アノーコ】の者に、ナインの能力を知られたくないという思おも惑わくもある。

「お待たせしました。流石さすがにお早いですね」

　ゲドーは相当急いで帰ったのか、まだぜいぜいと肩で息をしていたが、余よ程ほど話を聞いて貰もらえるのが嬉うれしいのか、息を整えることも後回しにカイル達を家に招き入れた。

　物もの珍めずらしげに群がる住人たちを振り切って、カイル達はゲドーの後へ続く。

「あらあなた、お帰りなさい……そちらの方たちは？」

「カイルさんとナインさんだ。二人は……空飛ぶバギーで旅をしているんだ」

　出迎えた女性はおそらくゲドーの妻なのだろう。事情とやらも知っているのか、ゲドーの妻は空飛ぶバギーと聞くと、ハッとした顔をしたと思ったらすぐに表情を曇くもらせた。

「父さん、お帰りな──誰だれ？」

　ゲドーを出迎えようと思っていたのか、妻とよく似た少女がリビングに現れる。年の頃ころはナインと同じ十二、三歳程度といったところか。

「レイユいらっしゃい。お父さんは、お客様と大事なお話があるから……」

「でも……」

「いい子だから……ね？」

　父親を出迎えようとしていた娘の笑顔は、母親に半ば強引に連れていかれ不満気に曇くもる。

「……娘に聞かせられない話なのか？」

「いやはや、お恥ずかしいです……あ、どうぞ。狭い家で申し訳ありませんが……」

　マスクとゴーグルを外したゲドーは、ばつが悪そうに苦笑いで答えカイル達に席を勧すすめる。ゴーグルと共にテーブルにドカリと置いたマスクを見て、カイルはふと疑問に思った。

「そういえば、この辺りのフォトンチッド濃度はかなり低いのに、どうしてここの連中はマスクをつけているんだ？」

　フォトンチッドとは、そもそも毒性植物が身を守る為ため──延ひいては人類を攻こう撃げきする為に散布するものである。

　元々が生物兵器として品種改良されたとはいえ植物である以上、カイル達が抜け出したベースキャンプ周辺のような岩山や、この辺りのような砂さ漠ばく地方では育ちにくい。

　必ひつ定じようそれに比例して、フォトンチッド濃度も薄うすまるので、こういった地形に住む者は、日ひ頃ごろからマスクをつける習慣はない事が多いのだが……？

「それも話に関係あるので、順を追って説明させて頂きます」

　ゲドーはペコペコと頭を下げながら、事の成り行きを説明し始めた。

「ここに向かう途中、砂すな嵐あらしの向こうにもう一本バベルがあった事に気が付きましたでしょうか？　あのバベルの麓ふもとに、私がかつて住んでいた【マツト】があるのです」

　居心地が悪そうに、ゲドーはもぞもぞとしながら話を続ける。カイルは話の腰を折る事なく、そのまま黙って聞いていた。

「仰おつしやる通り、この辺りはフォトンチッドをばら撒まく植物がいないので、常夜帯ナイトベルトのど真ん中ではあるのですが、それなりに暮らせていたのです……しかし……十五年前、【マツト】の近くにヘブンズダストが降ってきて全すべてが……」

「そうか、それでフォトンチッドが──」

「疑問。へぶんずだすと、不明……へぶんずげーととるいじ」

　知らない単語が出た所せ為いか、それまで黙ってカイルの後ろで控ひかえていたナインが会話に入ってくる。

　ヘブンズダストとは、お伽とぎ噺ばなしに近いヘブンズゲートと違い、知っていなければならない常識なので、外見上は娘と同じ年とし頃ごろの子供とはいえ、違いが分からないナインにゲドーは不思議そうな顔をする。

「あー……偶たま々たま今まで住んでた所で降った事がなくてな」

「そうなのですか……それはなんとも、運が良いのか悪いのか」

　カイルの苦し紛まぎれの説明に、ゲドーは若じやつ干かん不ふ審しんがるものの、本気で首を傾かしげるナインにひとまず納得したようだ。

「ヘブンズダストっていうのは、上の連中が落とす物のことだ。大たい抵ていは家くらいの大きさの木箱だがそれも絶対じゃない。遺い跡せきが降ってきたって話も聞いた事がある」

　スカイウォールを突き破り天に構えるバベルの峰みねには、穢けがれた大地を捨てた者達が住んでいるというのが、空に上がれず地べたに取り残された者達の通説である。

　カイルのように、バベル建造当時を知っている者は今やほとんど死に絶えたが、今も尚なお不特定多数の人間が空の上で暮らしている事を裏付ける証しよう拠ことして、ヘブンズダストは時や場所を選ばず降ってきていた。

「大抵中身は降ってる途中でぐちゃぐちゃになるんだが、たまに食い物やら衣類やら、役立つ物が入ってたりする。だがヘブンズダストなんて名前がつくにも理由があってな……」

　それはまるで神の気まぐれだとでも言うかの如ごとく、降ってくるのは天の恵めぐみばかりではない。何の規則性も因果性もなく、ヘブンズダストは時に災わざわいとして人々の生活の上に降りかかってくる事もあるのだ。

「上で何があったかは分かりません。ある日【マツト】に茸きのこまみれの岩山が降ってきたのです……これまで見た事も聞いた事もない程ほど巨大な茸でした。おそらく空で独自に進化したものなのでしょうが……お察しの通り、その茸はフォトンチッドを吐き出す種類だったのです。幸い砂さ漠ばくまでは広がらなかったのですが、駆く除じよする間もなく【マツト】はあの毒々しい茸きのこに飲み込まれて──」

「命からがら逃げだしてきたって訳か……」

　当時の光景を思い出したのか、ゲドーは嗚お咽えつ混じりに泣きながら頷うなずく。いたたまれない空気が部屋を包み、カイルはなんと声を掛ければいいか迷う。

「…………」

　すると、ゲドーの傍そばに駆かけ寄ったナインはしゃがみ込み、心配そうに覗のぞきこみ始めたではないか。

「…………」

　ナインは無言のまま、ゲドーの涙をそっと指で掬すくう。人間臭くさいとは思っていたが、まさかここまで出来るとはと驚おどろくカイルだが……、

「なみだ、泪なみだ、涙」

「ナイン……？」

　ナインは指に付着させた途と端たん、もうゲドーには興味がないとでも言わんばかりにその場を離れ、指につけた水すい滴てきを眺め始める。どうやら、泣くという行こう為いが気になっただけのようだ。

　涙を見て瞳ひとみを輝かせるナインにも、それを見て困こん惑わくするゲドーにも、カイルは何を言えばいいか分からず、ただただ溜ため息いきをつくのであった。

「……それで、つまりは【マツト】に行きたいって事でいいのか？　だが何の為ために？」

　数分後、ようやく落ち着いたゲドーにカイルは話の続きを催さい促そくする。未いまだ分かった事より分からない事の方が多い……何な故ぜ【マツト】に行きたいのか、何故バギーが必要なのか。

「はい、すみません。実を言いますと、その……」

　この期ごに及んでゲドーは歯切れが悪く、チラチラと部屋の奥に視線が泳ぐ。余よ程ほど娘に聞かれたくないのだろうか。

「……【マツト】には、妻と娘がいるんです。いえ、いたというべきなのでしょうが」

「……そういう事か」

　腕を組んだカイルは再び大きく溜息をついた。妻は事情を知っているようだったが、今の娘には、父がかつての妻子を見捨てて逃げた事を知られたくないという事か。

「ご、誤解しないで頂きたいのですが、決して置いていった訳では……フォトンチッドが濃くなり脱出が困難になる前に、私が助けを呼びにいく筈はずだったのです。しかし、私が【アノーコ】に辿たどり着き、救きゆう援えんと共に再び【マツト】に戻った頃ころには──」

「もう手遅れだった？」

「違います!!　……すみません、違うんです。戻ってみたら、何に惹ひかれたのか【マツト】の周りは獄ごく落らく蟲ちゆうの巣だらけになっていて、戻るに戻れなくなってしまったのです」

　──獄落蟲。カイルは直接見たことはないが、データは持っている。

　獄ごく落らく蟲ちゆうの幼虫は体長およそ二ｍで、特とく徴ちようは胴どう体たいよりも大きい強きよう靭じんな一対ついの顎あごなのだが、主な棲せい息そく地が常夜帯ナイトベルトという事もあってか眼めは退化してほとんど見えない鈍どん重じゆうな蟲むしである。

　しかし獄落蟲は機き敏びんな動きが出来ない代わりに、砂地に巨大なすり鉢ばち状の巣をつくり、地中に潜ひそみじっと獲え物ものが落ちてくるのを待つのである。

　獄落蟲が巨大な顎あごで嚙かみ砕いて作った巣は流りゆう砂さのようになっているらしく、一度足を取られると脱出は困難であり、さらに厄やつ介かいな事に砂を吹き出し砂すな嵐あらしを発生させ、巣をカモフラージュしてしまうのだそうだ。

「あの砂さ塵じんは獄落蟲の仕し業わざだったのか」

　地獄に落とす蟲と書いて獄落蟲、そんな危険な害虫の巣に囲まれた場所に行くとなると、成程確かに空を飛ぶバギーは喉のどから手が出る程欲しいだろう。

「ん？　だが待てよ、こっちに居ついてから今の奥さんと子供が出来たんだろ？　じゃあ今いま更さら戻ったところでとっくに──」

「分かっています、もう妻も娘も生きてはいないでしょう。しかし、私は必ず戻ってくると約束したのです。せめて妻たちの亡なき骸がらを、きちんと弔とむらってやりたい……私は妻たちとの約束を果たす為ためだけにこの十五年間、何か方法はないかと砂さ漠ばくをさまよい続けてきました。そんな時あなた方に出会ったのは、これはもう運命としか──」

　縋すがり付くように摑つかみかかるゲドーを直視出来ず、カイルは目を逸そらしながらも家の様子を確認する……ゲドーの家は、お世辞にも裕福とは言い難がたいようだ。

　部屋の隅すみにある単発式の旧型ライフルや、先さき程ほどのゲドーの身のこなしから察するに、狩人かりうどか何かで生計を立てているのかもしれないが、残りの一生かけて働いたところで、どこぞの傭よう兵へいやベースキャンプからヘリを買うどころか、一日借りることすら出来ないだろう。

　もっともあの砂嵐を突破するには、そんじょそこらの武装ヘリでも怪しいところだ。だからといって、獲物が砂に沈むまで決して動かないと言われている獄落蟲を狩るのも至難の業わざだ。

　そして、そのどちらもナインにとっては容易たやすいのだから、あながちゲドーが感じたという運命とやらも馬ば鹿かには出来ない。

　しかしナインの能力を、不用意に見せるのは憚はばかられる気がした。

　今はまだゲドーも町の住人もバギーが特異なのだと思っているからいいが、超常の力を持っているのがナインなのだとバレてしまえば、ベースキャンプの時の様に、カイルを殺してでも手に入れようとする者が必ず現れるだろう。

「……バギーは貸せない。お前を連れていくことも出来ない」

　カイルの宣告に、ゲドーはこの世の終わりのような顔をする。

「カイル、行くの？」

　涙の観察が終わったナインは、話が終わった気配を察したのかカイルの傍そばに寄る。

「あぁ、そうだ」

「……そうですよね、話を聞いてくれただけでも──」

「【マツト】には俺たちだけで行く。もし亡なき骸がらが残っていたら連れて帰る……それでいいか？」

　ナインの能力を見られる危険、延ひいてはカイルの命の危険がある上に、行ったところでカイルには何の得もない。しかし困っている人がいて、その人を助ける手段を持っているにもかかわらず、断るという選せん択たく肢しはカイルの中には最初からなかった。

　たとえ物扱いされ続けようと、カイルにとって人助けとは、自分が人間なのだと実感出来る数少ない手段なのだから。

「は、はい！　ありがとうございます、カイルさん……あなたは私の恩人だ！」

「よしてくれ、まだ何もやっちゃいないんだから」

　泣きながらカイルの両手を握り、ブンブンと振り回すゲドーを、ナインが再び興味深そうに覗のぞきこんでいた。

「涙、さっきとちがう」

　また涙を採取しようと手を伸ばすナインを、カイルは軽めのチョップで制止するのだった。




　常夜帯ナイトベルトにいるので感覚が狂っているものの、既すでに日は沈み始めていたので、出発は翌朝にして今晩はゲドーの家に厄やつ介かいになる事にした。

　もっとも陽ひが昇のぼろうと沈もうと、常夜帯がある限り真っ暗なのだが。

　ゲドーは心底嬉うれしそうにカイル達をもてなす。ゲドーの妻も夫の宿願がようやく叶かなうのが嬉しいのか、先さき程ほど見せた痛切な表情は鳴りを潜ひそめ、母親特有の優しい笑顔で家事を切り盛りするのであった。

　しかし、カイルは残念ながら食べるという機能を失っているので、満足にもてなされる事が出来ず却かえって気まずい思いをしていたのだが、驚おどろくべきことにナインは必要こそないが、食事が可能という事なので、ゲドー一家の相手はもっぱらナインが引き受ける事となった。

　食事でエネルギー供給が出来るのであれば、今後フォトンチッドが薄うすい空域を旅する時も、食料を積んでおけば休む間かん隔かくを延ばせるという事になる。改めてナインの技術が既き存そんのものを超ちよう越えつしている事に感心するカイルは、一人団らんの輪を外から眺めるのであった。

「あんた、その眼めどうしたの？」

　ゲドーの娘レイユは、最初は父親を横取りしたカイル一行を邪険に扱っていたが、ようやく少しは打ち解けたのか、ナインと手探りにコミュニケーションを図はかっていた。

「回答、提供、カイル」

　ナインがまだ充分に喋しやべれないおかげで、ゲドー一家は意味が分からず揃そろって首を傾かしげる。

「ちょっと病気でな！　その眼帯は俺があげたやつなんだ、そうだよなナイン？」

「肯こう定てい。カイル、提供、私、うれしい」

　コクコクと力強く頷うなずくナインに納得するゲドー一家。

「こらレイユ、お客様に失礼でしょ？」

「だって……あなた何歳なの？　私と同じくらいだよね？」

「レイユ」

　尚なおも怪しげにナインを見つめるレイユだったが、流石さすがに親に二度も窘たしなめられては引っ込むしかないようで、ややいじけるようにナインから視線を外すのだった。

　内心生きた心地がしないのはカイルである。ナインが機械人形オートマタだとバレるだけならまだどうとでもなるが、ナインが軍用である事や重力操作の能力……さらに言えば、ナインの一種の危うさのようなものを、他人に気取られるのはまずいような気がしていた。

　レイユは質問攻めこそ諦あきらめたものの、依い然ぜんナインに興味津しん々しんなのか単にからかっているのか、猫じゃらしの様にナインの眼前でプラプラとスプーンを揺らす。ナインの隻せき眼がんが忙いそがしそうにそれを追いかけるのを、レイユはクツクツと笑いを堪こらえながら眺めていた。

　どこでボロが出てしまうかと、カイルとしては戦せん々せん恐きよう々きようではあるものの、ナインもレイユの行動が新しん鮮せんなのか、スプーンを追う視線がどこか楽しそうなので止めるのも憚はばかられる。

「【アノーコ】には子供が少ないですから、レイユも同年代の子と遊べて楽しいのでしょう」

　庇かばうように補足を入れ、苦笑いするゲドー。娘に友達が出来た事が嬉うれしいのか、妻もゲドーもとても幸せそうで……その幸せに共感こそ出来るが、共有出来ないカイルは内心モヤモヤとした気持ちになっていた。
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　カイルは生せい殖しよく機能を持ち合わせていないし、今いま更さら欲しいとも思っていないが、ゲドー一家を見ていると家族というコミュニティも悪くはないと思えてくる。だがこんな体のカイルと一緒にいてくれるものなど……、

　──ナインがいるじゃないか。

　脳裏を掠かすめる独白を、カイルは全力で否定した。確かにナインは拾ってから今日までで急速に成長──いや、バージョンアップしていっているが、どこまでいっても機械であり兵器なのだという確信は未いまだ変わらない。

　カイルは知っている。子犬のようにキョロキョロとスプーンを追うあの隻せき眼がんも、一ひと度たび戦せん闘とうモードになれば、獲え物ものを追い求め漲みなぎる殺気と狂気を灯ともすことを。カイルは知っている。今どれだけレイユと楽しくはしゃいでいても、一言カイルが殺せと命じれば、ナインはレイユの首を折る事に一切の躊ちゆう躇ちよ……そもそも躊躇などという感覚を持ち合わせていない事を。

　しかしその一方で、カイルはナインが他人の感情の機き微びに聡さとい事も知っていた。

　先さき程ほどナインは、ゲドーの二度にわたる涙がそれぞれ違う意味を持っている事を本能的に察していた。生稼ま働れしてて初めて、他人が泣いているところを見たにもかかわらずだ。

　ナインは兵器である。しかし他人の痛みが分かるのだ。

　だからこそカイルは未だナインの扱いに戸と惑まどい、時に励はげまされさえするのだった。

　──もっと分かりやすいやつなら、こんなに悩むこともないのに……そう思わずにはいられないのは、情からなのか嫉しつ妬とからなのか、カイル自身にも分からないのであった。




　その夜、静まり返ったリビングで、カイルとナインは椅い子すにもたれ掛かり休眠ウエイトモードで休んでいた。機械の体であるカイル達は、別に何日起き続けていようと眠くなる事はないが、いくら疲れ知らずの体だからといって、全く休まなくていい訳ではない。

　各部モーターは動かしっぱなしでは熱暴走を起こしてしまうし、電脳も働かせ続ければ演算効率が下がってしまう。

　しかし休眠モードなら、各部位を休ませつつも最低限のセンサーは働かせているので、何か異常が発生したらすぐに対応できるのである。

　ついでに目も閉じているので、傍はたから見る分には熟じゆく睡すいしているように見えるだろう。

　ぼんやりと朝になるのを待ち続けていたカイルは、ふと隣となりでナインがもぞもぞと動いている事に気がついた。

「……明日はたくさん働いて貰もらう。さっさと休め」

　薄うす目めを開け様子を確認すると、休眠モード中の筈はずのナインはパッチリと目を開き、なにやら考え事をしているようだった。

「……カイル、質問、いい？」

「何だ……？」

　やむを得ず電脳を僅わずかに覚かく醒せいさせ、休眠ウエイトモードを部分的に解除するカイル。

「つま、妻、何？」

　ナインは傾けい向こうとして、戦せん闘とうに関係ない知識はあまり与えられていないようだ。故ゆえにこうした質問を時々してくるのだが、まさか妻になりたい等などとのたまう筈はずもなし。カイルの答えは考えるでもなく決まっている。

「お前には、関係ないものだ」

「了解……質問、むすめ、何？」

　続けて質問してくるナインに、カイルは辟へき易えきとしながらも吐き捨てる。

「それもお前には関係ない。だから覚える必要はない」

「了解…………質問、かぞく、華か族ぞく、家族。なに？」

「それは……ゲドーたちみたいな集団だ。もう休め」

　先さき程ほどと同じようにばっさりと斬きり捨てればいいだけの筈が、何な故ぜかカイルはお茶を濁にごすような回答を選んでしまう。質問を振り切るように、ナインに寝るように促うながすカイル。

「質問、これ、さいご、最後……だめ？」

「……何だ？」

「これ、何？」

　そう言うと、無線通信で映像データを送ってきたナイン。そこに映し出されたのは、盗み見していたのか、就寝前に抱きしめ合っているゲドー一家の姿だった。

「これ、すれば、家族、なれる？」

　両手を広げ、真っ直すぐにこちらを見つめ尋たずねるナイン。普段殺気くらいしか灯ともさない深しん紅くの隻せき眼がんが、今は複雑な眼光をカイルに注ぐ。

「……さぁな。もういいだろ、休め」

「了解」

　拒絶されてもしおらしく椅い子すに座り直すナインを見て、カイルの良心がチクチクと痛んだ気がした。

　──妻にはなれなくても、娘にはなれるのではないのか？　……ナインは機械だ。なれる訳がない。

　──共に生活する集団と答えればよかったのでは？　……それでは自分達も当てはまってしまう。ナインは妻でも娘でも、家族でもない。道具なんだ。

　──そもそも、ずっと一人ぼっちで生きてきた自分が家族を語るのか？　…………。

　休眠モードのまどろみの中、カイルは電脳に負ふ荷かをかけない程度に、そんな自問自答にすらなり得ていない思考ルーチンを一晩中続けるのだった。




　常夜帯ナイトベルトの中で朝とは、単に時計を元にそう規定しているに過ぎない。朝だからといって鳥がなく訳ではないし、当然の如ごとく日の出など見えはしない。

　常夜帯ナイトベルトは所しよ詮せんバベルの影に過ぎないので、場所によっては陽ひがさす時間もあるのだが、【アノーコ】や【マツト】のような複数のバベルに挟まれた地域にとって、一日というのは時計の針でしか測れないのである。

　逆に言えば朝だろうと夜だろうと、状況は変わらないので大たい抵ていの作業は続行出来るのだが、人間の体とはどんな環境に馴な染じむ事が出来るといっても、一日に必要な睡すい眠みん時間というのは決まっている。

　故ゆえに常夜帯の中の住人は、元気であろうと何時になったら寝る。逆にどんなに眠かろうと何時になったら起きるという習慣を、固く守るものなのである。

　ゲドー一家は皆ピタリと同じ時間に目を覚まし、カイルたちと挨あい拶さつを交わす。

「本当に椅い子すで寝られるのですね。私のベッドでよければ、喜んでお貸ししたのに」

「ありがとう。だが座って寝るのは、旅で慣れているから問題ない」

　食事を断った際も、カイルはあくまで自分の事を機械人形オートマタではなく改造人間サイボーグだと名乗った。

　今までは寛かん容ような態度だと自分を誤ご魔ま化かしてきたが、たとえくどいと思われたり信じて貰もらえなかったりしても、きちんと自分が人間であることを主張するのも大事なのだと、ベースキャンプの一件で学んだ故の行動である。

　他人を思いやるのは立派な人間性ではある……しかし、人間だって言わなければ分からないこともあるというだけの話なのだ。

　ナインがいなければ、そんな簡単な事を思い出すこともなくスクラップにされていたのだと思うと、カイルはなんだか自分が情けなくなる気がした。

「カイル、どうしたの？」

「わっ！　なんだあんた、ちゃんと喋しやべれんじゃん！」

「肯こう定てい」

　朝食のパンを咥くわえながらえっへんと胸を張るナインに、レイユはパンをかじりながら「だめだこりゃ……」と呆あきれるのであった。




「これが【マツト】のマップデータです。それと、厚かましいお願いではあるのですが……」

　メモリースティックを手渡しながら、ゲドーが申し訳なさそうにこめかみを搔かく。

「分かっている。茸きのこの繁はん殖しよく具合の確認と……可能ならば、獄ごく落らく蟲ちゆうの駆く除じよだろ？　だが獄落蟲はあまり期待しないでくれ、バギーの銃座だけじゃ心こころ許もとないからな」

　実際は機関銃どころかナインだけで事足りるのだが、獄落蟲は成虫になるのに半世紀近くかかると聞く。あまり派手にナインの力を使って噂うわさを立てられても困るので、退治はついでにやってもやらなくてもいい程度で構わないだろう。

「分かっています、勿もち論ろん無理にとは言いません。それとカイルさん達が出かけている間に、町の者達から近きん隣りんの遺い跡せきの話を聞いておきますので……ですが、本当に報ほう酬しゆうはこれだけでいいのですか？　僅わずかですがお金などは……」

「いいんだ、人助けは好きでやってる事だからな」

　カイルがゲドーに要求した報酬と言えば、この辺りで人の手が入っていないと思われる遺跡の情報に、ナイン（の変装）用のマスクくらいだったので、ゲドーは普段よりも一層申し訳なさそうに眉まゆを傾かたむける。

「人助けが趣しゆ味み……なんですか？」

　明日の生活さえ不安な者ばかりのこのご時世に、大した見返りも求めず危険地帯を調査するカイルは、ゲドーには大層不ふ審しんに見えたのかもしれない。

「趣味というか……そう、生き甲が斐い……生きる目的と言ってもいいかもしれない。俺は生きているんだからな」

「は、はぁ……とりあえず、情報収集の方はお任せ下さい」

　カイルが人間性に拘こだわる理由までは伝えていないので、いまいちカイルの真意が伝わりきらなかったゲドーは怪け訝げんそうな顔で答えた。

「あぁ、よろしく頼む。それじゃあ行ってくる」

　先にカイルが屋上まで跳とび上がる。今の足では一気に屋上までは跳べなかったが、屋根の縁へりに摑つかまりよじ登りバギーに乗ると、今朝も集まっている野や次じ馬うまにばれないように、下で待つナインにそっと目配せをした。

　ゲドーから貰もらった子供用のマスクを装着したナインは、カイルの合図を確認するとじっとバギーを見つめ始める。

　フワリ、と見えない力で持ち上げられたバギーが宙に浮く。傍はたから見れば、いかにもカイルがバギーを操作して飛ばしているように見えただろう。

「お気を付けて！　よろしくお願いします！」

　歓かん声せいを聞き流しつつ、銃座にナインを乗せたカイルは、ゲドーに向かい力強く頷うなずくと、大空に飛び出していった。

「エネルギーはどれくらいあるんだ？」

「回答。89％」

「まぁ大丈夫だろう。【マツト】に近づけばフォトンチッドも濃くなっているだろうし」

　カイルは遠方にうっすらと見える【マツト】を見ながら計算する。【アノーコ】から【マツト】は、砂さ塵じんで霞かすみこそすれ肉眼でも確認出来る。

　しかし、見えるからといって二つの町が近いとは限らない。

　見えるのはあくまでもバベルが途方もなく巨大だからなのであり、実際の距離はざっと百五十km──バギーの飛行速度が時速約六十kmなので、このスピードで飛び続けても二時間以上かかる。しかもただ真っ直すぐ飛べばいいという訳でもない。

　【マツト】を包ほう囲いしているという獄ごく落らく蟲ちゆうの巣がどれ程ほどの規模か分からないが、巣の上空を吹き荒れる砂すな嵐あらしを防ぐのにも、ナインの重力操作に頼らなければならない。

　流石さすがのナインもエネルギーが切れた状態で巣に落ちる訳にはいかない以上、エネルギーの消費はきちんと計算した上で巣を横断する必要がある。

　一気に【マツト】まで飛び切るのが理想だが、砂嵐の状況や現地のフォトンチッド濃度など、実際見てみない事には分からない事ばかりというのが現状である。

「内蔵エネルギー量はこまめに報告するんだぞ」

「了解」

　人間のふりをする為ためにつけていたマスクを外し、元気よく頷うなずくナインは、まるでこれからピクニックに行く子供のようだ。頼もしいのか心配なのか、判断に困ったカイルは最も早はや馴な染じみになり始めた深いため息をつくのだった。




　常夜帯ナイトベルトで暗くなった砂さ漠ばくは、ただでさえ希き薄はくな生き物の気配が全くといっていい程感じられない死の世界である。だが気配がしないだけで、そこに生き物が何もいない訳では断じてない。獄落蟲然しかり、砂漠の生物は大たい抵てい下手に動かず、じっと獲え物ものがくるのを待つタイプが多い。

　くすんだ茶色の翼つばさを砂と同化させ、宵よい闇やみを音もなく飛び獲物を狩かるオシリスヨタカ。毒どく蛇へびアポピスは枯かれた木々に潜ひそみ、吐き出す毒どく霧ぎりで視界を奪うばってから襲おそいかかる。崖がけの底や洞ほら穴あなは、黒こく死し犬けんとも呼ばれるアヌビスの巣そう窟くつとなっている事が多い。

「敵、倒す？」

「必要ない、放っておけ」

「了解……内蔵エネルギー、残り85％」

　眼下で岩山のように佇たたずむ翼岩獣スフインクスを見送りながら、カイルはナインの提案を断った。スフィンクスは巨大な翼に獅し子しの胴どう体たいと、見た目こそいかにも猛もう獣じゆう然としているが、こちらから刺激しなければ襲ってはこない大人しい種族である。

　まだまだエネルギーに余裕こそあるが、カイルは出来れば今日中に片をつけたいと思っているので、倒す必要もない獣けものまで見かけたそばから一々相手していてはキリがない。

　弱肉強食の大地において、人間の地位はとても低い。ただでさえ一度は滅ぼされかけた上に、人体のみに有害なフォトンチッドの蔓まん延えん、かつて戦場で活かつ躍やくした光子銃ブラスターを始めとした光学兵器は、スカイウォールの影えい響きようで満足に機能していない。

　戦争末期に、カイルやナインの胸に納まっているような、フォトンチッドを活用する動力部が開発されていなければ、人類は宙そらや空に逃げることすら出来ず滅んでいただろう。

　こんな生きる希望もない絶望的な世界だが、それでも戦争中よりはマシだとカイルは思っている。今大地を支配している生き物の大半は、元々は人類と戦っていた兵器生物の末まつ裔えいである。フォトンチッドが人体にしか影響しないのも、元来あれは人間を殺そうとする生物が散布するものだからだ。

　しかし、かつては吸えば五分で肺が腐くさってしまう猛毒だったフォトンチッドも、今では少量であればマスクをつけなくても耐えられる。人類に耐たい性せいが出来たのか、フォトンチッドが弱まったのかまでは分からないが、効果が薄うすまった事だけは確かである。

　兵器生物にしても、カイルが生身の体で一兵士として戦っていた頃ころと比べると、サイズは一回りも二回りも縮み、人語を解していた知能は元の畜ちく生しよう程度まで落ちてしまった。

　人だけが……人類種だけが衰おとろえる事なく弱いまま、弱いが故ゆえに強したたかに蔓延はびこり続けている。

　人間の強みとは、優すぐれた知性でも卓たく越えつした技術でもなく、もしかしたらどんな環境でもやがては適応してしまう往おう生じよう際ぎわの悪さなのかもしれないと、砂さ漠ばくを見下ろしながらカイルは考えるのであった。




「……見えた、あれか」

　幸い襲しゆう撃げきもないまま、カイル達は【マツト】を囲むように吹き荒すさぶ砂さ塵じんの壁かべ……即すなわち、獄ごく落らく蟲ちゆうの巣までやってきた。

　手前で一いつ旦たん着陸したカイルは、バギーから降りて改めて周囲の状況を窺うかがった。

「フォトンチッドが思ったより薄うすいな……まさか砂こ塵れに阻はばまれているのか……？」

　ゲドーの言う通り、砂塵はぐるりと【マツト】を包囲しているようだ。これではあらゆる生き物は【マツト】に入ることは出来ないし、【マツト】から出る事も不可能だろう。

　しかし壁といってもあくまで見た目の話で、実際に空気の壁を作っている訳ではないのだから、【マツト】を埋め尽くしたという茸きのこが噴ふき出す、フォトンチッドを封ふうじ込める事は出来ない筈はずなのだが……？

「まぁ行ってみれば分かるか。お次は……と」

　フォトンチッドはひとまず置いておいて、次にカイルは砂塵に手を突っ込んでみる。

　風速は砂すな嵐あらしというには弱々しく、手て応ごたえは薄くまるでガスのようだ。常夜帯ナイトベルトという黒いキャンバスを茶色く染める獄落蟲のカモフラージュは、いわば砂の霧きりとでも言った方がいいかもしれない。

　陸から通れば即座に視界を潰つぶされ、前後左右から吹きつけられる砂に方向感覚すら失った獲え物ものは瞬またたく間に巣に落とされるだろう。

　かといって空から通ろうとしても、不用意に突っ込めば纏まとわりつく砂に無理やり高度を下げられ、ずるずると巣に引き摺ずり落とされる可能性が高い。

　これではゲドーが仮に〝空飛ぶバギー〟を手に入れたとしても、結果は見えていただろう。

　しかし見れば見る程ほど妙な光景ではある。カイルが保存していたデータはとある傭よう兵へい集団から貰もらったものだが、獄落蟲はもっと互いの距離を取り合って巣を作る筈なのだ。広こう範はん囲いに点在することで獲物を誘さそいこむのであって、こうも一カ所に固まって砂を噴き出していては、自分達の位置を教えているだけなのだが……？

「例の茸きのこが関係あるのか？　ナイン、エネルギー残量は？」

「残り66％、戦せん闘とう、ぞっこう、化か膿のう、可能。可能」

「通るだけなら充分もつな……戦闘もギリギリ可能ってとこか。じゃあナイン、さっき教えた通りにやるんだ」

「了解、さくせん、開始」

　バギーに戻ったカイルが指示を出すと、ナインのくりくりした紅あかい隻せき眼がんが、キッと戦せん闘とうマシーンのものに切り替わる。もっとも今回は、獄ごく落らく蟲ちゆうをどうこうするのではなく、この砂の霧きりを突破するだけなのだが。

　カイルの乗り物が飛行機やヘリであったのならば、この砂の霧を突破するのは困難だったので、先に獄落蟲を駆く除じよしていたのだろうが、このバギーはジェット噴ふん射しややプロペラで飛んでいる訳ではない。ナインの操あやつる重力場で持ち上げているのだから、バギーにだけ作用させている重力操作を、バギー全体を覆おおうように発動させればいい訳である。

「しゅつりょく、じょうしょう、上じよう昇しよう、上昇」

　呪文のように呟つぶやきながら、ナインは両手を水平に広げ、まるで両手で結界でも張るかのように手のひらを外に向けると、バギーをゆっくりと浮上させ始める。

　白く細い指を木の葉の様に広げ、スッと右手を前方に向けるナイン。

　それに従うように、フワフワと浮遊するバギーが砂の霧に突入していった。

　ナインのジェスチャーに、どういった意味合いがあるのかはカイルには分からないが、ナインは確かにカイルの指示通りに重力場を発生させているようだ。

　バギーを持ち上げるのと同時に、バギーの周囲をバリアのように包み込んだのだ。これにより、どれだけ砂がバギーに降りかかろうとも、一粒さえ触れることなく受け流される。

「エネルギー、残り60％」

　両手を直角に展開し、正面を見み据すえたままナインが呟く。

　バギーの周囲は既すでに砂一色に覆い尽くされ、どれだけ進んだか、後どれくらい進めばいいかも分からない。

　真っ直すぐ、真っ直ぐ、ひたすらただ真っ直ぐに、バギーはフワフワと砂さ塵じんを縦断する。カイルに出来る事といったら、ナインを信じて待つ事だけだ。

「エネルギー、残り55％」

　突入してからまだ三分も経たっていない筈はずだが、ただでさえ燃費の悪いナインのエネルギーがみるみるうちに減っていく。やはりバギーを包む程ほどのバリアは消しよう耗もうも激しいのだろう。

「エネルギー、残り50％」

　さらに数分が経過したが、バギーは未いまだ砂塵の中にいる。普段のスピードで飛んでいれば到とう着ちやくも早いのだろうが、より消耗が激しくなると辿たどりつけるか怪しくなる。同様の理由で、あまり高く飛ぶ事も出来ない。もっとも、多少高度を上げたからといって、霧きりが薄うすくなるという保証もないのだが。

「エネルギー、残り45％。戦闘、困難」

　未いまだ砂の霧は晴れず、【マツト】は見えてきさえしない。もし今生身の体だったら、全身に脂あぶら汗あせを流し生なま唾つばを飲み込んでいただろう。

　獄ごく落らく蟲ちゆうの幼虫は、跳ちよう躍やくはおろかろくに動くことも出来はしない。だから仮にエネルギーが底をつき、バリアが消えナインが戦えなくなったとしても、とりあえずはしのげる筈はずだ……しかし、もし【マツト】内に何かしら危険な生物がいたとしたら？

　──【マツト】は砂の牢ろう獄ごくの中だ。生物がいる筈がない……空高く渦うず巻まく砂さ塵じんよりも高高度から鳥や羽虫が侵しん入にゆうしていないと、絶対に言い切れるだろうか？

　──仮に何かしら侵入していたとしても、【マツト】はこの十五年間茸きのこに埋めつくされて、食料になるものが何も……人間の物資を食べる獣けものだっているし、茸を食べる虫だっている。

「エネルギー、残り40％」

　──今退ひけばまだ間に合うのでは……既すでに【マツト】目前だとしたら、帰り道の方が長くなる。砂塵の中でナインのエネルギーが切れれば……どうして非常食を持ってこなかったのか。

「エネルギー、残り35％」

　──ゲドーから貰もらった周辺の地図を元に計算したのだ。このペースなら必ず着ける筈……バリアのエネルギー消費量が計算以上だったのでは？

「エネルギー、残り30％、戦せん闘とう、不可能域に──」

「ナイン！　バギーを──」

　カイルの精神が限界に達したまさにその瞬しゆん間かん、砂塵を突破したバギーが元の常夜帯ナイトベルトの漆しつ黒こくの夜空へと躍おどり出た。

「カイル？」

「バギーを……着陸させろ。一いつ旦たん、休もう」

「了解」

　ドッと肩で息を吐き安あん堵どするカイルに対し、ナインはあくまでいつも通りだった。

「ナイン、不安じゃなかったのか？」

　兵器であるナインに不安や恐怖がある筈ないとは思いつつも、カイルは思わず尋たずねてしまう。

　結果的にカイルの計算通りのペースで辿たどり着いたとはいえ、もし万が一という心配は、機械仕掛けの脳になろうと振り払えるものではない。

　カイル自身、最後の瞬間ナインになんと指示を出す気だったのかさえ定かではなかった。

「うん、カイル、しんじてた」

　あっけらかんと言い放つナイン……それは、所有者マスターの命令に疑いを持たないという、道具として当たり前の事である筈なのに、とても温かく……とても人間らしい気がした。

「全くお前は、大したやつだよ……」

「驚きよう愕がく。ほめられた！　何な故ぜ？」

　ナインは褒ほめられた理由が本当に分からないようで、紅あかい隻せき眼がんをキラキラと輝かせながら、上目遣いでカイルにグイグイと詰め寄る。

「疑問、何故？　何故？」

「……言いたくない」

　カイルの拒絶に、ナインは「えーーーー！」と大きく口を開け、眉まゆをハの字に曲げがっかりとする。子供のように駄々をこねるナインだが、カイルは一切聞く耳を持たずそっぽを向く。

　照れくさくなったのは、ナインがカイルを信じていた事が不覚にも嬉うれしかったからか、あるいはつい自然とナインを褒めてしまったのが悔しかったからか……カイル自身にもよく分からないが、ここで素直にナインに理由を教えるのは、なんとなく〝負け〟の気がしたのだ。

「そのうち気が向いたら教えてやるよ」

「疑問、そのうち、いつ？」

　尚なおも食い下がるナインに、カイルはたじたじになり──、

「そのうちって言ったらそのう──」

『あら、貴方あなたたちどこから来たのです？』

　──何者かが、背後から接近してきていた事に気がつかなかった。

　慌あわてて振り返ったカイルが見たのは、ボロボロになった旧式機械人形オートマタだった。




『お客様なんて何年ぶりかしら』

　砂の霧きりを突破したカイル達は、メルネフと名乗った機械人形に連れられ【マツト】を歩いていた。ナインの手を引き先導するメルネフは、妙に様になっているようだが、【マツト】が滅びる前は育児でも任されていたのだろうか。

『それも、こんなに可愛かわいいお客様をおもてなし出来るなんて』

　メルネフは、カイルがこれまで見てきた機械人形の中でもかなり旧ふるいタイプのようだが、不思議とナイン同様、機械人形特有の〝硬さ〟を感じない機体だった。

　全身の人工皮ひ膚ふは粗あら方かた剝はがれ落ち、フレームが露ろ出しゆつした頭部は発声の際に満足に口も動かせていないにもかかわらず、どういう訳かメルネフからは柔にゆう和わな表情がはっきりと読み取れるのだから不思議である。

「おきゃくさま？　否定。私、道具」

『あらあら、だめですよ？　機械人形だって、ちゃあんと生きているんですから』

　あちこち錆さび切ったパーツの上に着ているのは、やはりボロボロになった使用人の服のようだ。ナインの手を引く右手につけた手袋も、あちこち穴が空いている。

「疑問、生きる？」

『えぇそうよ。誰だれだって、生まれた意味がきっとあるんだから、あなただって──』

「……おい、うちの機械人形オートマタに余計な事を吹き込まないで貰もらおうか」

『あら、ごめんなさい。楽しそうにじゃれ合う貴方あなたたちを見ていたものだから、つい……』

　振り返ったメルネフは、不満気に睨にらみつけるカイルに「うふふ、分かっていますよ」とでも言いたげに微笑ほほえむ。口に手を当て「おほほ」と笑う様は、まさに人間そのものの動作といっていい程ほど自然なのだから大したものである。

　しかしそれとは別に、確かにカイルは先程ナインに対する態度を、もう少し改めてもいいと思ってしまっていたが、それを出会ったばかりの……それも機械人形に見抜かれたとあっては、流石さすがにいい気分はしない。

「余計なお世話だ……大体、お前何者だ？　こんな町で何をしているんだ？」

　あちこちにグロテスクな大きさの茸きのこが乱立した【マツト】を見ながら、カイルは責めるように問い質ただす。

『私はシーンという少女にお仕えする機械人形です。正式名称はＭＡ‐ＲＮＦ０３ですが、シーンのお父上……ゲドー様に名づけて頂いたメルネフと──』

「ゲドー？　今ゲドーと言ったか？」

『あら、ゲドー様を御ご存ぞん知じなのですか？　ゲドー様とイリ様は私を起動してくれた──』

「待て、今仕えていると言ったな？　じゃあシーンって子はまだ生きているのか？」

『あらあら、カイル様は質問が多いですね』

　カイルが摑つかみかかろうと、メルネフは態度を全く崩さない。そっとナインを握っていた手を離し、宥なだめるようにカイルの肩に右手を乗せる。

『落ち着いて下さい。私はゲドー様とイリ様が戻ってくるまでの間、シーン様の面倒をみる様に仰おおせつかっているのです。シーン様はまだ小さいですから、砂さ漠ばく越えに連れていくのは困難でしたので』

「まさか十五年間、こんな所で生きてたなんて……」

　高濃度のフォトンチッド下でも、マスクと空気清浄機……あとは水を濾ろ過かする機材さえあれば生活自体は可能だ。マスクの中にはつけたまま飲食が出来るタイプのものもある。しかし何よりも必要なのは、一いつ瞬しゆんたりとも気の抜けない状況を耐え抜く精神力だ。

　カイルのような体ならともかく、生身では寝ることさえ緊張を要するからである。

『十五年？　あらあら、ゲドー様達がこの町を脱出したのは、つい最近ですよ？』

「何？　おかしいな……ゲドーはたしかに」

『あらあら、ゲドー様ったら』

　ゲドーの話とかみ合わないが、機械人形は必要もない噓うそはつかないものだ。出会ったばかりのカイルを騙だましたところで、メルネフになんの得もない以上、正しいのはメルネフという事なのだろうか……？

「イリっていうのは、ゲドーの奥さんだよな？」

『はい、その通りです。お会いになりますか？』

　ゲドーの妻までもが生きていた事に驚おどろくカイルだが、メルネフの言う通りゲドーがこの町を出たのが──つまり、ヘブンズダストが落ちてきたのが最近なのだとすれば、別段意外な話でもなくなってくる。

「ん？　じゃあレイユはいつ産まれたんだ？　あのおっさん、浮気してたって事か？」

『あらあら、イリ様の娘の名前はシーンですよ？　それに、ゲドー様は生まれも育ちもこの町で、最近まで出た事はない筈はずなので、浮気なんてとてもとても』

　メルネフの指し摘てきに首を傾かしげるカイル。先さき程ほどからどうもメルネフとは会話が嚙かみ合わない気がしていたが、もしかしたらカイルの言っているゲドーと、メルネフが仕えているゲドーは同名の別人なのだろうか？

「いや、シーンって子が【マツト】に残されたのは分かったが、【アノーコ】にもゲドーの娘が……って、これ言ってよかったのか？」

『あらあら、イリ様はシーンしか産んでいませんよ？』

　メルネフは表情こそ固まったままだが、仕草や雰ふん囲い気きからカイルにはメルネフがニッコリと微笑ほほえんでいるように見えた……しかし、カイルにも理由は分からないが、メルネフがどうしても同じ空間にいると思えなかった。メルネフは本当にカイルと会話をしているのだろうか？

『イリ様はシーンを産んで、この町から脱出して、そして……そして──』

「メルネフ？　誰だれと話して……」

　その時、茸きのこの陰から現れたのは人間の少女──ゴーグルとマスクで顔は分からないが、背格好や声からして、レイユよりも少し年上の十代くらいの少女だろう。まさか本当に、この地じ獄ごくと化した【マツト】に人が住んでいるとは……しかし、メルネフの話ではシーンはもっと小さい筈だが？

「……シーンか？」

「あんた、もしかして！　メルネフから離れなさいよ!!」

　何を勘かん違ちがいしたのか、シーンは持っていた鎌かまを振り上げカイルに襲おそいかかる。茸でも取るのに使っていたのか、農業用の小さな鎌程度でカイルが傷つけられる筈はないが、カイルは慌あわててその場から離れ……ナインを制止した。

「敵、確認。排はい──」

「落ち着けナイン！　この子は敵じゃない！　おいあんた！　早くそれを降ろしてくれ！」

「な、なんなのよ！　なんなのよそいつ!!」

　溢あふれんばかりの殺意を真っ赤に灯ともしたナインの隻せき眼がんを見て、怯おびえたシーンは後あと退ずさりしながらもメルネフのもとへ駆かけ寄った。

　シーンの行動はナインの逆げき鱗りんに触れたようで、ナインは歯を剝むき出し唸うなりつつ、まるで獣けものの如ごとく両腕を突き出し暴れるものの、カイルに羽は交がい締じめにされている内に、殺意こそ消さないものの幾いくらか大人しくなった。

『あらあらシーン？　こんなもの振り回していては危ないですよ？』

　同じく興奮していたシーンも、ナインを必死に押し留とどめるカイル、そして鎌かまを振り上げる手を優しく握るメルネフを見て、多少は落ち着きを取り戻す。メルネフの顔はフレームが固まった無表情の筈はずなのに、何な故ぜかカイルでも優しく微笑ほほえんでいるのだと理解出来る。メルネフはそれだけの、理り屈くつでは語れない母性とでもいうべき何かを持っていた。

「分かったわメルネフ……ごめんなさい」

『あら、シーンは怒られるような事はしていないですよ？　私を護まもろうとしてくれたのでしょう？　ありがとうございます、シーン』

　メルネフに頭を撫なでられ、シーンは振り上げていた鎌を降ろす。シーンに敵意がなくなったので、ナインもひとまず暴れるのを止やめはしたが、未いまだナインの中でシーンは〝敵〟のようで、紅あかい隻せき眼がんは警報のように殺意の光を灯し続けていた。

「断っておくが、こいつの前で不用意な行動はしないでくれよ？　敵味方の区別が極きよく端たんなんだ」

「なによ……メルネフと違って、いかにも機械って感じなのね」

　シーンとしても、メルネフの手前拳こぶしは収めたものの、カイル達を快こころよく思っていない事は見ていて充分に分かる。

『あらあら、皆さん。喧けん嘩かはだめですよ？　シーン、この人達はゲドー様とお知り合いのカイル様とナイン様です。大切なお客様に失礼があっては、ゲドー様とイリ様が悲しみますよ？』

「父さんの……!?　わたし、てっきりあんたが父さんかと……」

「生憎あいにくこれでも独身だ」

『あら、カイル様なら素敵な方がいてもおかしくないでしょうに』

「……そりゃどうも」

　冗談めかしてメルネフが宥なだめてくれたおかげで、ようやく話を進められそうな雰ふん囲い気きになりカイルは一安心する。とはいったものの、ゲドーの家族を弔とむらいにきたつもりが、娘がまだ生きていた上に修しゆ羅ら場ばになりかけるなど、帰ったらなんと説明すればいいのやらと、カイルは最も早はやお決まりとなりつつある「やれやれ」と、深い溜ため息いきをつくのであった。

「俺はカイル、改造人間サイボーグだ。こっちは機械人形オートマタのナイン。俺たちは、【アノーコ】にいるゲドーに頼まれてここに来た。ゲドーも連れてこられたらよかったんだが、俺たちが使っているバギーは二人乗りだから、代わりに──」

　かいつまんでここに来た目的を説明していたカイルは、ふと奇妙な点に気がついた。

　【マツト】に生えている例の茸きのこだ。たしかに町のあちこちに生える茸は家を突き破り、広場を埋め尽くしと、町を完全に占せん拠きよしてこそいるものの、カイルの想像よりも遥はるかに規模が小さい。町を埋め尽くしているとばかり思っていただけに、やや拍子抜けではある。やはり、茸が降ってきたのは最近という事なのだろうか？

「なによ、急に黙ったりして」

「──いや、なんでもない。まぁなんにせよ、まずは獄ごく落らく蟲ちゆうを駆く除じよして、その後あんた達をこの町から──」

「ちょっと待って！」

　カイルの説明を、突とつ如じよシーンが遮さえぎった。何事かとシーンを凝ぎよう視しするカイルとメルネフ。ナインは最初から、ずっとシーンを睨にらみつけていた事は言うまでもない。

「……立ち話もなんだから、続きは家でしましょ？　メルネフ、先に帰ってお茶の準備をしておいてくれない？　私はこの人達と仲直りしてから行くから」

『あら、そういう事でしたら』

　シーンの提案に、メルネフは先さき程ほどのように口に手を当て微笑ほほえむ（様な仕草を取る）と、カイル達に一礼してスタスタと町の奥へと行ってしまう。

　シーンがどういうつもりかは分からないが、カイルとしてもメルネフの話にはいくつか奇妙な点があったので、確認ついでに和解出来るならと、黙ってシーンに従う事にした。

　手を振り笑顔で見送っていたシーンだが、メルネフが見えなくなった途と端たん、再び敵意剝むき出しの顔に戻る。

　──やれやれと、カイルは再び内心溜ため息いきをついた。カイルとしてはさっさとこの問題にケリをつけたいのだが、人助けとはそう簡単にはいかないものである。

「いっとくけど、あんた達と仲直りする気なんてないから」

「それは構わないが、余りナインを刺激しないでやってくれないか？　あんたの両親やメルネフに、詫わびなきゃいけないような展開は困る」

　今やナインは襲おそいかかる一歩手前といった感じで、「ぐるるる……」と獣けもののように低く唸うなる声が聞こえてきそうな程ほど、血のように紅あかい隻せき眼がんから殺気を放っていた。

「両親？　あぁ……分かったわよ。手短に言うけど、まず私たちはここから出る気はないから。だから、獄落蟲は放っておいて頂ちよう戴だい……やっとあれだけ育ったんだから」

「どういう事だ？　……育てた？　獄落蟲を？」

「そ。この町に誰だれも入って来ないようにする為ためにね……まぁ最近は、なんでかあんま食べてくれないんだけど」

　カイルのオッドアイが大きく見開かれる。獄落蟲を育てているというだけでも驚きよう愕がくなのに、その目的が町を封ふう鎖さする事だなどと、流石さすがのカイルの電脳でも理解出来る筈はずもない。

「だから、あんた達に出来る事は何もないわ。あの男には私はとっくに死んでたとか、適当に伝えておいて頂戴。証しよう拠こに死体が欲しいなら、代わりはその辺にいくらでもあるわ……なんなら、母さんのお墓を掘り返してもいいから」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。お前の母親は生きているんだろう？　さっきメルネフが──」

「私たちを捨てていった男の事なんて知らないし、私の母さんはお墓で眠ってるわ……そうね、じゃあ理由を話すから、そうしたら出ていってくれる？」

　吐き捨てるように拒絶の意思を示すシーン。ゲドーにメルネフ、そしてシーンがそれぞれ異なる事を言ってきて、カイルは最も早はや誰を信じればいいか分からなくなっていた。

「……とりあえず話してくれ。帰るかどうかは聞いてから考える」

「いいわ……もし、もし仮にあの男が戻ってきちゃったら、メルネフは絶対に壊こわれちゃうわ。だから、私たちの事は放っておいて欲しいの」

「どういう事だ？　どこか故障しているなら、【アノーコ】できちんと直せば──」

「そうじゃない！　……そうじゃないの」

　機械は壊れても直す事が出来る。勿もち論ろん心臓部や電脳など壊れたらそう簡単には直せないパーツはあるし、機械人形オートマタを今も生産しているという話は、少なくともカイルは聞いたことがない。

　そういう意味でなら、カイルにもシーンがムキになる理由は多少分かるが、どうもシーンが言いたいのはもっと根本的に別の問題なのだということは察しがついた。カイルの沈黙を催さい促そくと受け取ったのか、シーンはどこから話せばいいのか迷いながら、説明を再開した。

「……私が小さい頃ころ、この茸きのこが空から降ってきて……この辺りは砂しかないから、マスクの備えが充分じゃなかったらしいわ。この茸……火じゃ燃えないの。熱に敏びん感かんで、却かえって胞ほう子しをばら撒まいちゃうから、町はあっという間にダメになったみたいで──」

　ゴーグルとマスクですっぽりと顔が覆おおわれているので、シーンの年の頃ははっきりとはしないが、立ち居振る舞まいや話し方からして二十代という感じはしない。

　ヘブンズダストが十五年前という話を信じるのであれば、当時まだ五歳未満といった所か。

　そうなるとメルネフの話と食い違ってくるが、カイルは黙って続きを聞く事にした。

「あの男は元々旅人だったらしくて、だからうちには全員分のマスクがあったんだけど、他の人は皆死んじゃって、このままじゃいけないからって、まずはあの男が町を出て……いつまで経たっても戻ってこなくて、母さんは待つのに疲れて……」

　説明がはっきりとしていないのも、おそらく全すべてを覚えている訳ではなく、後から聞いた話も混ざっているのだろう。

　ついでに、ゲドーが妙に砂さ漠ばくの行軍に慣れている理由も判明した。旅人は基本的に猛もう獣じゆうと戦う術すべよりも、やり過ごす方法を重視する。気配を隠すのはお手の物という訳だ。

　やはり時系列は一いつ致ちしないが、シーンはシーンで噓うそをついているようにも見えない。

「ゲドーはすぐに戻ったが、獄ごく落らく蟲ちゆうの所せ為いで町に入れなかったと言っていたぞ？」

「三年がすぐだって言うなら、あの男にとってはすぐなんでしょ……母さんが死んでちょっとしてからよ、メルネフが……どこかおかしくなり始めたのは」

　どうやら本気で、ゲドー達の事はどうでもいいらしい。ゲドーが自らを正当化しようがしまいが、捨てられたという事実には影えい響きようないという事か。

　それよりも気になるのは、おかしくなったというメルネフの事だ。

「最初は気付かなかったけど、少しずつ少しずつ……メルネフとの会話に違和感が増えていったの。故障かと思って……修理方法はマニュアルがあるから、でも……」

　ゴーグルの下で、シーンの瞳ひとみがワナワナと震ふるえているのが見て取れた。

　ここにきて、ようやくカイルはメルネフの異常の原因に気が付く。

　機械人形オートマタと改造人間サイボーグには決定的な差が一つある。全て機械仕掛けの機械人形と違い、電脳の中ちゆう枢すうに人間だった頃ころの脳を使っている所為か、改造人間は忘れる事が出来るのだ。

「会話で察した限りだと、メルネフの中では、この町はあの男が出て行ってからまだ数日しか経たってない。だから十五年経っても、まだあの男が私たちを見捨てた事にも気がつかないし、私は小さな女の子って事になってる……母さんはあの男と町を出た事になってるみたいね。一緒にお墓も作ったのに……」

　忘れられるからこそ、カイルも同じ機械の体で相当の年月を生き長らえているにもかかわらず、正気を保っていられる。しかし忘れる事が出来ない機械人形の電脳は、眼めに映る情報全てを蓄ちく積せきしてしまい、いつか絶対にパンクしてしまう。

　そうなった機械人形は情報を制せい御ぎよし切れず、メルネフの様に狂ってしまうのだそうだ。

「だから情報が食い違っていたのか……だが──」

　対処法はある。いらなくなったデータを消して、電脳をクリーンアップすれば一時的には回復するものの、これはあくまで場当たり的な処置でしかない。

「分かってる！　……分かってるわよ、全部」

　根本的な解決法は一つだけ、電脳を初期化する事だ。

　しかし、それは〝メルネフ〟が元の〝ＭＡ‐ＲＮＦ０３〟に戻る事を意味する。

　興奮するシーンにナインがギロリと反応したが、カイルは片手でそっと制止した。

「大丈夫だから、落ち着け」

「不明……敵じゃない？」

「あぁそうだ。ちゃんと確認出来たじゃないか、偉いぞナイン」

　納得した訳ではなさそうだが、カイルに褒ほめられ気をよくしたのか、ナインは手近にあった巨大な茸きのこによじ登ると、ちょこんと腰かけた。どうやら大人しく待っていてくれるようだ。

「ごめんなさい、刺激するなって言われてたのに」

「いや、こちらこそすまん。続けてくれ」

「……メルネフはもう長くない。でも、メルネフはこの十五年間ずっと私の傍そばにいてくれた……私がどれだけ大きくなっても三歳だと思ってるし、母さんとあの男の帰りを馬ば鹿かみたいにずっと待ってるけど、そんな事はもうどうでもいいの。私は最後の一いつ瞬しゆんまでメルネフと一緒にいてあげたい」

　落ち着きを取り戻したシーンは、ゴーグルの奥からジッと強い眼まな差ざしを向けた。

「もし万が一あの男が戻ってきたら、メルネフはきっと矛む盾じゆんに耐えられなくて壊こわれちゃう……私はメルネフを守りたい、その為ためならなんだってするわ……だから、獄ごく落らく蟲ちゆうが町の近くにやってきた時は運命を感じたわ」

「運命……か」

「何？」

「いや、続けてくれ……」

　ぽつりと呟つぶやいたカイルの言葉に、怪け訝げんな顔をするシーン。父親と同じ言葉を使っていた等などと言える筈はずがない。

「最初はもっと砂さ漠ばくのあちこちに散らばってたの。砂すな煙けむりが噴ふき出てるとこには、危ない蟲むしがいるってメルネフが教えてくれたんだけど、だったらこいつらがもっと集まれば、誰だれも町に近づかなくなるんじゃないかと思って……色々試した結果、あの蟲はこの茸が大好物って事が分かったの」

「それで茸が減っていたって訳か。フォトンチッドが妙に薄うすいと思ったが」

　後は見ての通り、茸を求めて獄落蟲は【マツト】に群がり、シーンの思おも惑わく通り、いやそれ以上に完全な防ぼう壁へきが町を覆おおった。

「色々大変だけど、私とメルネフだけなら、なんとか自給自足出来る程度にはやってけてるの。家の地下には空気清浄機もあるし、綺き麗れいな水だって蓄たくわえてるわ。だからもう……私たちの事は放っておいて頂ちよう戴だい……お願い」

　カイルは人間らしい行動を常に心掛けている。今回の件にしても、ただゲドーが困っていたので助けてやりたいと思っただけで、真相を解き明かす事が目的ではない。

　ゲドーの依い頼らいを反ほ故ごにして、最悪遺い跡せきの情報が手に入らなかったとしても、致ち命めい的てきに困るという訳でもない。幸いゲドーはシーンが生きているとは思っていないし、メルネフを回収してくれとも頼まれなかったという事は、そちらも諦あきらめているのだろう。

　カイルが黙ってここを立ち去り、ゲドーに適当な申し開きをすれば全すべて解決する。

　ゲドーは過去を清算出来ないし、シーンの未来は閉ざされたままだが、何が幸せかなど当人が決める事であり、おいそれと他人が口出しすべきではない。

　カイルに出来る事は、ただ黙って頷うなずく事だけだった。

「ありがと……分かってくれて嬉うれしいわ」

「何も力になってやれなくて、申し訳ない」

　カイルが力なく項うな垂だれると、シーンは静かに笑い首を横に振り、そっと握あく手しゆを求めてきた。

「そんなことないわ……メルネフ以外の人と話したのは久しぶりよ。なんだかすっきりしたわ」

「最後に一つ教えてくれないか……出来れば怒らないで、真しん摯しに答えてくれるとありがたい」

「何よ、急に改まって」

「何な故ぜシーンは、使うべき機械に仕えられるんだ？」

　シーンにとってそれは不快極きわまりない嫌味にしか聞こえない事は重々承知だが、カイルにとってもこれは深刻な問題である。

「どうしてシーンは、そこまでしてメルネフに尽くせるんだ？　メルネフはシーンの為ために存在している筈はずなのに、これじゃああべこべじゃないか……お前たちの関係は、一体何なんだ？」

　メルネフがどれだけ人間臭くさかろうと、どれだけ狂っていようと、所有者マスターであるシーンと所有物オートマタであるメルネフの関係は崩れる事はない。

　少なくとも、メルネフ自身は未いまだシーンに仕える身として、自身を規定している筈だ。

　しかしこの現状は、やり方はともかくとして、ひとえにシーンがメルネフを想おもって作り上げた結果である。メルネフの為に矛む盾じゆんを飲み込み、メルネフの為に町を封ふう鎖さした。

　人が道具を大事にする事はあっても、人が道具の為に身を犠ぎ牲せいにするというのは、カイルにとって見過ごせない問題だった。

「なんだ、そんな事か」

　シーンは怒ることも迷うこともなく、ゴーグルの奥で微笑ほほえみながら軽かろやかに答えた。

「簡単よ……言ったでしょ？　私はね、メルネフと一緒にいたいの。メルネフは、ずっとあの男と母さんが迎えに来てくれるのを待っている……それだけがメルネフの全すべてだから。だから私も、メルネフと一緒にいつまでも待っててあげたいの。だって家族だもん」

「それだけって……辛つらくないのか？」

　あっさりと言い放つ家族という言葉を、カイルは敢あえて拾わず飲み込んだ。

「メルネフと一緒なら全然！　一緒にいたいと思った相手が、たまたま機械人形オートマタだったってだけの話よ……私にとって家族っていうのは、安全な町に逃げ出したあの男じゃなくて、メルネフってだけ……カイル、だっけ？　あんただってそうなんじゃないの？」

「俺は……」

　シーンの指し摘てきに動どう揺ようしたのか、カイルは思わずナインの方を向いた。

　依い然ぜん茸きのこに腰かけていたナインは退たい屈くつだったのか、足をプラプラと揺らしていたようだが、カイルに見られている事に気がつき視線を返した。

「カイル、何？」

「あんたさっき、その子の事褒ほめたわよね？　ただの道具を一々褒めたりしないと思うけど？　改造人間サイボーグだろうと人間だろうと、機械人形と家族になれないって事はないでしょ？」

「俺達は…………いや、やめておこう。行くぞ、ナイン」

「了解」

　返事に窮きゆうしてしまったカイルは、そのまま逃げるように町の外へ向かっていった。カイルに呼ばれナインはピョンと茸から降りると、一いつ瞬しゆんメルネフが去っていった方を向いたが、何も言わずついて行く。

「素直じゃないわねぇ」

　背後からシーンの笑みを含んだような声が聞こえたが、カイルは答えない。

　カイルはここで誰だれにも会わなかったし、何も見なかったのだから、何も喋しやべる必要はない……そう自分に言い聞かせ、カイルは【マツト】を去っていった。




　町外れまで来たカイルは、今一度【マツト】を見ようと振り返る。周囲をぐるりと砂の霧きりに囲まれ、さらにその後ろにはバベルが悠ゆう然ぜんとそびえ立つ。

　カイル達は常に視界が明るいので失念しかけるが、常夜帯ナイトベルトに朝はこない……もしかしたらメルネフは、ずっと醒さめない夢の世界で暮らしているのかもしれない。それが悪夢なのかどうかはカイルには分からないが、まどろみの町が少しでも長く続く事を祈るばかりである。

「そういえばナイン、エネルギーはどれだけ溜たまったんだ？」

「エネルギー、五百％。オーバー、一杯」

「妙に殺気立ってると思ったら……そりゃまぁ、砂さ塵じんの内側は茸きのこだらけだからな」

　これだけあれば、おっかなびっくり進む必要もなく一気に突破出来るだろう。意気揚よう々ようとバギーに乗り込んだカイルとナインに、町の方から声がかかった。

「おーい！　待ってー！」

　驚おどろき再度振り返った先にいたのは、ぶんぶんと手を振りながら駆かけ寄ってくるシーンだった。まさか連れていけと言う筈はずはないだろうが、一体どうしたというのだろうか。

「よかった、間に合ったぁ……って、うわ！　本当にバギーに乗ってる……さっき言ってた話、本当だったんだ」

　先さき程ほどカイルが事の成り行きを説明していた際、シーンはそっぽを向いていたので、ちゃんと聞いていなかったのだとカイルは思っていたが、どうやら存外ちゃっかりした性しよう分ぶんらしい……いや、このような極限状態を敢あえて作り出すような少女なのだから、強したたかでしぶとい……実に人間らしい少女といったところか。

「そんな事を言いに来たのか？」

「まさか。はいこれ」

　シーンは小さい何かをカイルに投げて寄越す。投げるというよりぶつける勢いだったが、おそらくわざとではなく、元々気性が激しいのだろう。

「これ、メモリースティックじゃないか。何のデータが入ってるんだ？」

「ＯＳのアップデートファイルだって。いつまでもそんな片言じゃ、ナそイいンつが可哀かわい想そうだってメルネフが……何よ、いらないの？」

　いらないなら返せと言わんばかりに、右手を突き出すシーン。

「いや、ありがとう。助かる」

「なによ、今度は素直じゃない」

「うるさい、黙れ。ほらナイン、後でインストールしてやるからな」

　メモリースティックを手渡すと、ニヤニヤとシーンが含み笑いをしてくるものだから、カイルはさっさと失せろと言わんばかりにしっしと手を払う。

「なによ！　わたしが犬かなんかだって言うつもり!?」

「あーもう喧やかましいな、さっさと帰れよ」

「あり……」

　そんなカイルとシーンを黙って見ていたナインが、突とつ如じよ何やら呟つぶやいた。罵ののしり合っていたカイルとシーンは思わずナインを注視する。

「ナイン？　どうし──」

「あり、が……とう」

　片言ながら、礼を言った上にぺこりと頭まで下げたナインを見て、カイルとシーンはナインを凝ぎよう視しした。特に先程までガッツリと殺意を向けられていたシーンの驚おどろきは、生半可ではないだろう。

「……ふ、ふんっ！　へったくそな喋しやべり方ね。そのファイルで少しはマシになることね」

「なんだ？　照れてるのか？」

「うっさいわね！　さっさと行っちゃえ！」

　言うだけ言ったシーンは、もう用はないとばかりに町へと走っていった。肩を竦すくめたカイルは、今度こそ町から去る為ためにナインに指示を出した。

「それじゃあナイン、出発しろ。帰りは節約しなくていいぞ」

「了解」

　ナインの返事と共にバギーがフワリと宙に舞まい、無音で方向転換して町に背を向けた。

「ばいばーい！　来てくれてありがとう、すっごい嬉うれしかった！」

　とっくに帰ったと思ったら、いつの間に戻ってきていたのか、バギーの下からシーンの大声が響ひびいた。シーンも強がっていてもまだ子供、放っておいてくれと言いつつも、全く寂さびしくない訳ではなかったのだろう。

　思えば、カイルにしてもここまで遠えん慮りよなく話せる相手というのも珍めずらしい。ナイン以外だとマックスくらいだが、あんな別れ方ではもう彼が生きている間に会う事は難しい。

　気が向いたら、また【マツト】に寄るのもいいかもしれないとカイルはふと思った。

　獄ごく落らく蟲ちゆうが成虫になるまでの残り数十年間、どうせナイン以外は誰だれもこの町へは入れないのだ。

　カイル達がまた訪おとずれたところで、【アノーコ】の者達にバレる事もないだろう。

　カイルが車体から手だけを伸ばし、シーンに見えるように振った途と端たん、ナインはバギーを砂の霧きりへ突入させた。これではシーンが気付いたかどうかも定かではないが、まぁいいだろうとカイルはバギーの背もたれに体重を預け、いつも通りナインに運転を任せるのであった。




　砂さ塵じんの中で、カイルは【アノーコ】に帰ったら、ゲドーになんと伝えようかぼんやりと考えていた。とりあえず茸きのこのフォトンチッドが、【アノーコ】を襲おそう心配はない事くらいは知らせてやるべきだろう。後は獄ごく落らく蟲ちゆうについてなんと説明す──、

「おい、そんな馬ば鹿かな!?」

　その異変は、カイルにとってあまりにも当たり前の光景なので、異変なのだと気がつくのに時間がかかってしまった。カイルの視界が、いつの間にか暗視モードが解かれていたのだ。つまり、

「外が……明るいだと？」

　砂の霧きりの中でもはっきりと分かる程ほど、常夜帯ナイトベルトの空が日光もないのに明るく輝いていた。

「そんな、あり得ない。なんで……」

「いる、たくさん」

　ナインに言われてカイルはもう一つの異変に気がついた……砂の霧が、来た時よりも薄くなっている。いやむしろ、みるみる減っていっているではないか。

　──最近は、あまり食べない。シーンの何気ない一言が、カイルの脳裏に不意に蘇よみがえった。

　もし仮に、最近獄落蟲が小食になった理由が、蛹さなぎになり始めていたからだとしたら……？

　獄落蟲は本来半世紀掛けて成虫になる。しかし……もし仮に、あの茸きのこに成長促そく進しん効果があったのだとしたら……？

「きけん！」

　ナインがバギーを急カーブさせて、それの飛ひ翔しようを回かい避ひした。

　旋せん回かいしたバギーから身を乗り出したカイルの眼前に、推測の答えが飛んでいた。

　……その蟲むしは、一生のほとんどを地中で過ごし、成虫になってからの寿じゆ命みようはたったの数時間しかない。しかし、土気色の胴どう体たいに禍まが々まがしい大おお顎あごという醜みにくい幼虫時と違い、成虫になると硝子ガラスのように美しくも薄うすい二対ついの羽を生やし、万まん華げ鏡きようのように煌きらびやかに発光する羽は極楽浄土の生き物の様だと言われ、獄落蟲から極楽蟲へと名を改める。

　……だが、極楽蟲の名の由来はもう一つある。単たん為い生せい殖しよくで交こう尾びする事なく、体内に無数の卵を抱かかえ込んだ成虫は、極光をまき散らしながら新天地へと旅立つ。成虫が息絶えた地は幼虫が大量発生し、極楽死の国となるから。と……。

　あれだけ吹き荒れていた砂さ塵じんが、噓うそのように唐とう突とつに晴れていく。朝が来ない筈はずの夜空は、羽う化かしたばかりの極楽蟲が、無数の太陽の如ごとく燦さん々さんと照らしつけていたのであった。

「カイル、これ、敵？」

　極楽蟲の真っ只ただ中なかで、ナインはカイルの方を向き尋たずねた。以前カイルがナインに渡した敵性生物の中には、勿もち論ろん極楽蟲も入っている。成虫は見つけ次第殺し、さらに体内の卵を片付けねば、ほんの一週間程度で卵は孵ふ化かしてしまい大だい惨さん事じになってしまう。

　それを分かっていて尚なお、ナインはカイルに是ぜ非ひを求めた。

「い、いや……でも……」

　ナインの深しん紅くの瞳ひとみが、じっとカイルを見み据すえる。ナインは言っているのだ……所有者であるカイルが引鉄を引けと。答えは最初から決まっている。今ここで殲せん滅めつするしかないのだ。

　羽う化かしたばかりの今ならば、一ひと纏まとめに仕留める事はナインにとって容易たやすいが、各地へ散らばってしまえば不特定多数の者に危険が及ぶ事になる。

「ど……どうしようもないじゃないか」

　全すべては手遅れなのだ。常夜帯ナイトベルトにあるまじきこの光の氾はん濫らんは、とうに【アノーコ】の者達も気が付いているだろう。そして知る事になる、【マツト】を覆おおっていた砂さ塵じんが消えている事に。

「カイル」

　獄ごく落らく蟲ちゆうはもういない。しかし【マツト】には近寄らないでくれと、ゲドー達に頼んだところで無駄に決まっている。理由を話したところで止められないだろう。

「やつら、飛ぶ」

　だがシーン達を連れていく事も不可能だ。メルネフは絶対にあの町を出ようとはしないだろうし、シーンは絶対にメルネフを置いていかないからだ。

「選べる筈はずないだろう……」

　カイルは常に人間らしい行動を心がけている。

　シーンとメルネフはそっとしておいてあげたい。ならば彼女たちの為ために、【アノーコ】を含めた各地に極楽蟲をばら撒まくのが、人間らしい行動といえるのか？

　極楽蟲を放っておけば大勢の人が苦しむ事になる。ならば見知らぬ誰だれかの為に、シーンとメルネフのまどろみの生活を終わらせるのが、人間らしい行動といえるのか？

「カイル、どうすれば、いい？」

「俺に分かるかあああああああ！」

　ハンドルを両手で強く叩たたき、カイルは柄がらにもなく大声で怒鳴りつける。ナインは怯おびえる事も拗すねる事もなく、ただ黙ってカイルの指示を待っていた。

「……ろせ」

　──すまない。

「ナイン、こいつらは敵だ！　全て殺せええええええええええ!!」

「了解」

　カイルの指示を受じゆ諾だくした途と端たん、見開いたナインの隻せき眼がんに紅あかい殺意が灯ともる。まるで玩具おもちやを手に入れた子供のように、ナインは無邪気な笑みを浮かべた。

　その横でカイルは人工皮ひ膚ふが破けそうになる程ほど、額を強くハンドルに押し付け続けていた。シーン達に詫わびる為……そして、自らが選んだ結末から目を逸そらす為……。

「戦せん闘とう、開始」

　しかし突とつ如じよ、ナインから貰もらった左目がズキンと痛み出す。

「なんっ、だ……!?」

　左目が燃えるように熱を持ったと思ったら、手で強く押おさえている筈はずの左目から、カイルの知らない光景が流れ込んできた。

　バギーの銃座から視みえるのは、重力場でグシャリと潰つぶされる極ごく楽らく蟲ちゆうの群れ……そして、

「カイル？」

　カイル自身の姿。

「「な、んでもない……戦せん闘とうに集中しろ」」

　自身の発する声と、左目から流れ込む映像の中の、カイルの声がシンクロする……間違いない、今カイルはナインと視覚を共有しているのだ。

「了解」

　再び見せつけられる虐ぎやく殺さつの光景は、瞼まぶたを閉じようと決して消える事はない。

「うふふ」　──やめろ。

「あはは」　──やめてくれ。

　極楽蟲が一匹死ぬ度たびに、カイルの心にひびが入っていくような気がした。実際に崩ほう壊かいしていっているのは、シーンとメルネフの夢の町なのだが。

「あははははっ」　──もう見たくない！

　逃げる間もなく全身を押し潰される極楽蟲を見ながら、聞こえてくるのはナインの笑い声。

　戦う事で生きている実感を享きよう受じゆしているのか、ナインの狂喜ともいえる激情がカイルにも流れ込んでくる。

「うふふっ、あははははっ♪」　──やめろおおおおおおおおおおおおおおおおお！

　心ではどんなに必死に拒絶しても、映像は決して消えないし、カイルがナインを止めたりはしない。これはカイルが自分の意思で決めた結果なのだ。ナインが兵器の本分を果たし、カイルは人としての道理を通した……それだけの事なのだ。

　死んだ極楽蟲の羽が明滅し、夜空を死の光で染め上げるのを、カイルはただ黙って見続け、いや……見せられ続けた。

　数分後、事が片付いたがカイルは【マツト】の様子を見に行く事は出来なかった。

　きっとメルネフは砂の霧きりが晴れて喜んでいる事だろう。これでゲドーが迎えに来やすくなると。その隣となりで、きっとシーンは一緒に喜んでいる事だろう……心中は全く逆だろうが。

「ナイン、全速力で【アノーコ】へ飛べ……今すぐにだ」

「了解」

　ナインは先さき程ほどメルネフを目で追った時のように、何か思う所があるのか【マツト】を一いち瞥べつしたものの、命令通りすぐさまバギーを飛ばしていく。カイルは霧が晴れた夢から覚めた【マツト】を見る事もなく、ただひたすら謝罪の言葉をブツブツと、誰だれに聞かせるでもなく呟つぶやき続けるのだった。




　奇くしくも、極楽蟲が全滅し常夜帯ナイトベルトが夜に戻ったのは、丁度陽ひが沈んだ十八時頃ごろだった。

【アノーコ】に戻ってきたカイル達を、ゲドー一家は心配そうに出迎える。

「カイルさん！　よかった、心配していたんです。【マツト】で何かあったのですか？」

　憔しよう悴すいし切っていたカイルは、返事も出来ずゲドーが勧すすめた椅い子すにドカリと座り込んだ。

「……大丈夫ですか？　あの光は一体……？」

「……すまない」

「えっ？」

　ゲドーが聞き返すも、悲痛な顔を浮かべカイルは視線を逸そらす。

「すまないが……【マツト】は危険だから、誰も近づかない方がいい……それくらいしか言える事がない……明日には出発しようと思う。遺い跡せきの情報はこっちに入れておいてくれないか？」

　カイルはがっくりと項うな垂だれたまま、二つのメモリースティックを渡す。片方はゲドーから借りていた物、もう一つの小さなメモリースティックは……。

　怪け訝げんそうに受け取ったゲドーが、カイルの忠告を護まもってくれるかどうかは怪しい。もっとも、これ以上カイルに出来る事など何もない……いや、カイルは何もする事が出来なかった。何も……故ゆえに、

「分かりました……容量が一杯みたいですね。既すでになにかデータが入っているようですが、消してしまってもよろしいですか？」

「あぁ……俺達には、受け取る資格がない」













　　　Ⅲ章　　～命より大事な死に場所～







　夜明けとも日暮れともつかない薄うす暗ぐらい大地を、一台のバギーが疾しつ走そうしていた。

　砂すな煙けむりを巻き上げる四輪のハンドルを握っているのは、薄い金の長髪をたなびかせた隻せき眼がんの機械人形オートマタ・ナインである。左目は眼帯代わりの布をあて、いつぞやゲドーから譲ゆずって貰もらったマスクを窮きゆう屈くつそうに着けている。

「接近、距離一km」

「いいぞ、このスピードを維い持じしろ」

「了解」

　車体右方の銃座から長身の改造人間サイボーグ、カイルがナインに指示を飛ばす。こんな事もあろうかと、ナインに運転を教えておいたのは正解だったと、機関銃を構えながらカイルは考えていた。

　事の発ほつ端たんは数刻前、常夜帯ナイトベルトの砂さ漠ばくを抜け【アノーコ】で教わった遺い跡せきを目指し、カイル達はとある渓けい谷こくを飛んでいると、下方の谷間に餓が狼ろうスコルの群れに襲おそわれているキャラバンを発見したのだ。

　すぐさま助けようとバギーを下降させたものの、空飛ぶバギー……延ひいてはナインの重力操作を大勢の目に触れさせたくないと考えたカイルは、普段はナインが陣取っている銃座に移り、自分がスコルを撃げき退たいする事にしたのだ。空を飛んでいようと大地を走っていようと、結局ナインが車を動かす羽目になっているのだが、今は言及すべきではないだろう。

　キャラバンの構成は、トラック五台にそれを護衛する軽装甲車が三台だが、どうやら質の低い護衛を雇やとったようで、軽装甲車はカイル達が追いつく前に二台がスコルの餌え食じきになった。

　最後の一台に腕の立つ傭よう兵へいが乗っているのか、どうにか全滅こそしないではいるが、既すでにキャラバンは進路を塞ふさがれ立ち往生してしまっている。小山程ほどの岩がいくつも立ち並ぶ谷底に誘さそい込まれたキャラバンは、離脱もままならずスコルの包ほう囲いを許してしまう。

　スコルからしてみれば、後は逃げられないようにじっくりと輪を狭せばめ、隙すきを見せた獲え物ものから仕留めていくだけの消化試合だ。




「包囲網を崩す、突っ込めナイン！」

「了解」

　射程範はん囲いに捉とらえたスコルの包囲網目掛け、ありったけの弾だん丸がんを撃うち込んでいくカイル。

　追つい撃げきとばかりに、唸うなるバギーがスコルをはね飛ばす。ちなみに、車体前方に薄うすく重力フィールドを張り、衝しよう突とつのショックを和やわらげているので車体が傷つくことはないだろう。

　この一いつ瞬しゆんで、スコルがバギーに薄皮一枚の所でぶつかっていないのに蹴け散ちらされている事に、気が付ける者などいない筈はずだ。

　キャラバンの一行は思わぬ救きゆう援えんに啞あ然ぜんとし、ほとんどの者が満足に反応出来ていないのに対し、スコルは即座に思考を切り替えて、闖ちん入にゆう者しやであるカイル達にターゲットを変えて襲おそい掛かってきた。

「止まったらやられる。突っ切るんだ」

　進行方向を遮さえぎられないように、狭い谷底をナインが右へ左へハンドルを切る中で、カイル達を乗せたバギーは軽装甲車の傍そばを掠かすめる。

　瞬間──一秒にも満たない刹せつ那なの間だが、軽装甲車で一人奮戦していた傭よう兵へいとカイルは確かに目が合った。フードで顔はよく見えないが、カイルと似たような緑の瞳ひとみがじっとこちらを見つめていた。

　一瞬の邂かい逅こうは、岩陰から飛び出してきたスコルにすぐに遮られてしまう。肉にく薄はくした二匹のスコルに、咄とつ嗟さに機関銃から手を離したカイルは拳こぶしで応戦する。一匹は裏うら拳けんでなんとか薙なぎ払ったが、もう一匹は対応が間に合わずバギーに乗り込まれてしまった。しかし……、

「しまっ──」

「排はい除じよ」

　見開いたナインの隻せき眼がんが、一瞬だけ深しん紅くの殺意を閃ひらめかせる。カイルに乗りかかり、今まさに嚙かみつかんとしていたスコルの眉み間けんが、カイルの眼めの前でベコリと内側にめり込んだ……ナインが局所的に重力場を発生させたのだ。

　振り払ったスコルの死体が、ボロ雑ぞう巾きんのようにベシャリと車外に投げ出される。

「ナイン、お前……」

　カイルはナインの右目が一瞬光ったのを視界の端はしで捉えていたので、これがナインの仕し業わざだという事は分かった。それでも茫ぼう然ぜんとしてしまったのは、別の事に驚おどろいたからだ。

「偉い？」

「……あぁ、よくやった」

「えへへ」

　──ナインの能力が向上している。しかしカイルは確信を敢あえて胸に秘め、ナインを褒ほめると再び機関銃を構え直す。今はキャラバンを一人でも多く助ける事が先決だ。

　スコルの追撃を振り払ったバギーはＵターンして、再び包ほう囲い網もうを切り崩さんと爆ばく走そうする。しかし……、

　カイル達が岩場に戻ってきた時には既すでに、スコルの大半は退たい却きやくを始めていて、殿しんがりを残し群れの本体は去ってしまっていた。

　スコルは元々賢かしこい狼おおかみの中でも、特に知能が高いと言われている。圧倒的に優位だった状況が、崩れ始めたのを察したのだろう。

「引き際ぎわの見み極きわめが早いな、群れのリーダーはとんだ切れ者だな」

「追つい撃げき、する？」

「いや、追っても無駄だろう。むしろ下手に深追いしたら、その隙すきにまたこっちが狙ねらわれるかもしれない」

　飛んで追いかければあるいは殲せん滅めつ出来るかもしれないが、それでナインの能力を晒さらしては本末転倒というものだ。

「了解」

　カイルはふと、軽装甲車から視線を感じ取り振り返る。

こちらを気にかけていた兵士は、案の定先さき程ほどカイルと目が合った者だった。

「あいつ……」

「誰だれ？」

「分からない……だが」

　カイル達が見ている事に気がついたのか、傭よう兵へいは軽く会え釈しやくすると、さっさと軽装甲車の陰に隠れてしまった。

「もしかしたら、人間じゃないかもしれない」




　一段落した後、被害状況を確かめる傍かたわら、キャラバンのリーダーと名乗った男はカイルに深く感謝すると共に、【シモン】に戻るまで護衛として雇やとわれないかと持ち掛けてきた。

　リーダーは恰かつ幅ぷくの良い小男で、重たそうな体でカイルの周りをせわしなくうろちょろする様は、太り過ぎたネズミのようだとカイルは思った。

「護衛は引き受けよう。だが、礼には及ばない……人として当然の事をしただけだ」

「いやいや、とんでもございません！　あなた方には、命を救って頂いたお礼もしなければ！　いやはやしかし！　役立たずの傭兵共と違い、実にお強いですな！」

　報ほう酬しゆうを断るカイルに、リーダーは大おお慌あわてで食い下がり媚こびを売る。禿はげ頭あたまを包む大型マスクの所せ為いで表情は読めないが、恐らくカイルがどうして無む償しようで助けてくれるのかが理解出来なくて、困こん惑わくしているのだろう。

　カイルとしては、下手に報酬を貰もらって後々まで延々と面倒をみてくれと言われても、困ると思ったからという理由もあるのだが、ゲドーの時もそうだったように、要求が少なすぎるとそれはそれで不ふ審しんがられるかと考え直す。

「……そうだな。じゃあ道中のガソリンと……ヘブンズゲートについて何か知らないか？　この辺りにそういう話が伝わっていると聞いてきたんだが」

　ゲドーが収集した情報によると、この辺りの岩山のどこかに、誰も入った事がない巨大な遺い跡せきがあるという。しかしそこは凶暴な鬼おにが守っているらしく、辿たどりつけたとしても誰も帰って来られないのだとか。

　ゲドーがその遺い跡せきをヘブンズゲートと言っていた訳ではないが、行ったら誰だれも帰ってこないという事は、そのまま上空に脱出したのではとカイルは推理していた。

「ヘブンズゲート……ですか？」

　具体的な場所は分からないので、カイルは元々【シモン】で情報収集をするつもりだったのだが、各地を旅して商売するキャラバンならば、より有益な情報を持っている可能性は高い。

「ヘブンズゲートかどうかは分かりませんが、妙な遺跡の噂うわさなら知っています。まぁ我々はスカイウォールがあろうとなかろうと、儲もうかればいいんですがね」

「妙な遺跡？」

　カイルが食いついた途と端たん、大きなマスクの下でリーダーの顔が商人のそれへと変わったのをカイルは感じ取る。

「えぇ……あれは確か、えーっと……いやはや、歳としは取りたくないですなぁ！」

　根なし草である行商人は、時に空気清浄機が皆無の地域で長期間過ごす事もある。マスクを外せない環境下で水と液体食料を摂せつ取しゆする為ために、行商人はチューブ付きの大型マスクを着けねばならない。

「途中まで出かかっているんですが、肝かん心じんな所がどうしても思い出せないんですわ」

　しかしカイルは、行商人が大きなマスクを着ける本当の理由は別にあると思っている。

　時に身を護まもってくれる傭よう兵へい、時に命いのち乞ごいをしなければならない野や盗とうと、彼らは日常的に駆かけ引きをしなければならない。そうした際に迂う闊かつに表情を読まれないようにする為に、彼らは大きなマスクをつけているのだと。

「まぁ、詳しくは【シモン】に着いてからという事で。【シモン】には馴な染じみの客も多い。より情報の鮮せん度ども上がるでしょう」

　先さき程ほどまでリーダーにとってカイルは、〝傭兵並の力を持ちつつも報ほう酬しゆうを貰もらおうとしない、得体の知れない何か〟だった……詰まる所、カイル達は野盗と疑われていたのだ。スコルと傭兵が程よく戦力を削そがれたところで、助けにきたとみせかけ取り入ったと。

　しかし今のやり取りで、恐らくカイルは〝単に交こう渉しようが下手で、無欲なお人よし〟程度に思われたのだろう。もっとも、その評価は概おおむね妥だ当とうではあるのだが。

　思おも惑わくがバレバレなのはリーダーにとって誤算だろうが、事実カイルは損得勘かん定じようでキャラバンを助けた訳ではないし、仮にこの後リーダーに適当な情報を摑つかまされたとしても、報復する気はさらさらない。

「あぁ、それで構わない」

「毎度！　それじゃあ、他の傭兵の連中と顔合わせをしといて下さい。【シモン】まであと少しですが、油断出来ませんからね」

「分かった……ナイン、行くぞ」

「了解」

　リーダーと話している間、退たい屈くつそうに運転席で寝転んでいたナインを呼びつける。呼ばれた途と端たんナインは嬉き々きとして飛び上がり、子犬のようにカイルについてくるのであった。

「随ずい分ぶん可愛かわいいお嬢じようさんですね、運転もお上手でしたし」

「……娘じゃない」

「おっと、すみません。妹さんでしたか」

「いや、妹でもない」

　露ろ骨こつにカイルの態度が不ふ機き嫌げんになってしまい、狼ろう狽ばいするリーダー。

　ナインが娘や妹と思われた事自体は、実際のところそこまでカイルの気に障さわった訳ではない。カイルは（少なくとも自分では）老ふけ顔ではないと思うが、改造人間サイボーグである以上年恰かつ好こうなど外見では判別出来ないし、明らかに夫婦ではないのだから娘と思うのはむしろ妥だ当とうといえる。

「こりゃまた失礼！　えーっと……どういった御ご関係で？」

　──家族だとでも？　俺とナインが？

　別にカイルは鬱うつ屈くつした想おもいを、リーダーに分かって貰もらいたかった訳ではない。そもそもリーダーは、ナインが機械人形オートマタだという事すら気付いていないだろう。だから誰だれに聞かせる訳でもなく、カイルはただ率そつ直ちよくな想いを吐き出した。

「……俺にも最近、よく分からなくなってきた」




　生き残った傭兵達と今後の段取りを相談していた際に、カイルはふと先さき程ほどの傭兵が装甲車にいない事に気がついた。

「そういえば、もう一人腕の立つ奴やつが乗っていなかったか？」

「あぁ、バーニィなら哨しよう戒かいに行かせてる。まだ青あお臭くさいガキだが、確かに腕はいいからな」

　バーニィとかいう青年に特に用がある訳ではないのだが、先程からどうも気にはなっていたので挨あい拶さつに行こうと装甲車から出ると、待たせておいた筈はずのナインがいなくなっている事にカイルは気がつく。

「ナイン？　どこ行った？」

　いつもなら呼べばすぐ飛び出てくる筈なのだが、どうやら近くにいないようだ。

　ナインに限って万一という事はないだろうが、放っておく訳にもいかないかと、カイルは周囲を探し始めた。

　こんな時こそ、視界を共有出来ればすぐ見つかるのにと、カイルは内心不満を溜ため込む。

　先の極ごく楽らく蟲ちゆうの一件で判明した、カイルとナインの視覚共有だが……後で分かったのだが、実はナインはあれが初めてではなかったらしい。

　常夜帯ナイトベルトに入る前後から既すでに兆候はあったらしく、言われてみれば【アノーコ】に向かう際、ナインは死角から飛んできた筈の石を避よけてみせた。

　あの時カイルは、ナインはバベルの方を向きながらも、正面から飛んできた石を避けたのだと思っていたが、実際はナインが見ていたのは最初から前方で、カイルが見ていたバベルを覗のぞき見していたという事らしい。

　あの時は辟へき易えきしたものの、視界を自由に繫つなげられるようになれば、使い方によってはかなり便利な機能となる。しかし、どうもナインにも制せい御ぎよ出来てはいないようで、現に今もカイルがどれだけ望んでも、ナインの視覚は流れ込んでこない。

「おーい、ナイン！　どこにいるんだ？」

　どこからかナインの声は聞こえているので、近くにはいる筈はずなのだが、どうもこの谷底は風の音が反はん響きようし合って、センサーが満足に機能しない。

　仮にそこまで計算して追い込んだのであれば、スコルの知能の高さが窺うかがい知れる。

　あまりキャラバンから離れる訳にもいかないので、手近な岩に登って見回してみるかとカイルが視線を上げると、頂上部からチラリとナインの長髪が垣かい間ま見えた。どうやら案外近くにいたようだ。

「ナイン！　そんな所で何やってるんだ？」

「カイル、来た」

　岩の上からナインの声がするが、カイルのセンサー耳が他にも誰だれかいる事を知らせる……もしかしたら、哨しよう戒かいに出ているという例の青年かもしれない。登って確かめようとカイルが足掛かりを探していると、カイルが登るよりも先にナインが飛び降りてきた。着地の瞬しゆん間かんに足元に重力場を発生させ、音も無くカイルの眼めの前に立つ。

「お見事！　さっきは目を疑いましたよ。スコルとバギーの間に見えない壁かべがあるんですから」

　誰かに見られたらどうするつもりだと叱しかる前に、頭上から若い男の声が響ひびく。

　どうやら、ナインの能力にとっくに気がついていたようだ。

　カイルが見ている前で、青年はひょいひょいと身軽に岩を飛び降りていく……生身の耳なら聞き逃しただろうが、青年が着地する度たびに僅わずかに金属が軋きしむ音がするのを、カイルの耳は聞き逃のがさなかった。加えて、先さき程ほどナインの能力を目ざとく認識していたということは……、

「あんたがバーニィか……やっぱり機械人形オートマタだったか」

「あれ、とっくにバレちゃってました？　わざわざ変装用にマスクまでしてたんだけどなぁ……僕、そんなに機械っぽいですかね？」

「マスク、一緒、だね。私も、偽ぎ装そう」

　カイルに握あく手しゆを求めつつ、青年は被かぶっていたフードを脱ぐ。赤い短髪を逆立て、クリッと大きな緑の眼めを持つバーニィは、ナインとお揃そろいのマスクを指さし「一緒だね～」と、ようやく幼さが抜けてきたかという顔をニッと綻ほころばせた。

　ナインへの爽さわやかな笑みが何な故ぜか気に障さわったカイルは、ややぶっきらぼうに挨あい拶さつを交わす。

「……カイル＝ニムバス、改造人間サイボーグだ」

「バーニィです、どうもよろしく！　ねぇカイルさん。僕、人間の演技には、ちょっと自信があったんだけど、なんで分かったんですか？　そりゃあ、この子に比べたら全然なんでしょうが」

　そう言うとバーニィは、ナインの頭をクシャクシャと撫なでた。ナインは雑に扱われたのが不満なのか、バーニィの手を振り払うとカイルの背中に隠れる。

「カイルじゃなきゃ、嫌」

「あぁそうかい……演技は大したもんだと思うぞ。ただ……これは持論だが、人間みたいな動きが出来る機械人形オートマタだってのは、最初から人間っぽくしようなんて意識してないんだと思う」

　ナイン然しかり、メルネフ然り、スペックの高さと稼か働どう期間の長さという違いはあるものの、両者に共通していえる事は、人間を演じているのではなく、あくまで自然に取る動作が人間っぽいという事なのだ。

　もっともそういう意味でもバーニィはかなり優秀だが、いかんせん未いまだ自身が機械である事を自覚しているが故ゆえの〝硬さ〟が、僅わずかながら感じ取れた。

「なるほど、勉強になります」

　柄がらにもなくつい饒じよう舌ぜつに語ってしまっていた事に気が付くカイル。どういう訳か、先さき程ほどとうってかわって今は不思議と気分が良かった所せ為いだろう。

　バーニィは謙けん虚きよに頷うなずきながら、じっとナインを見つめていた。

「そうか、ずっとナインを観察していたのか？」

「そりゃまぁ、あんな不思議な力を見たら、気になるってもんですよ。あ、でもさっきまでは、カイルさんが使っているんだと思ってたんですよ？　ナインちゃんは、どう見ても人間にしか見えませんからね」

　バーニィにつられ、カイルも背後のナインに視線を降ろす。カイルを見上げるナインは、確かに見た目だけならば人間そのものだ……見た目に限ればだが。

「一体何者なのかな～って思って、カイルさんが仲間と話している間に探りを入れようと、ナインちゃんを誘さそってみたんですが」

「こっちが本命だったと……しかし、よくナインから情報を引き出せたな？」

「あれ？　普通に教えてくれましたよ？」

　バーニィの言葉に、カイルは再びナインに視線を向ける。先程と違い「どういう事だ？」と問い質ただす視線である。

「バーニィ、人間、違う」

　確かにナインには、他人に能力の事を話すなとしか命令していなかったが、人ではないバーニィに隠す必要はないと判断したという事か。カイルは例によって例の如ごとく溜ため息いきをつく。

「やれやれだ……じゃあナイン、今後ナインの能力は、俺が許可した相手以外には秘密にしろ」

「了解」

　ナインがコクコクと力いっぱい頷くのも、最も早はや定番になりつつある。その度たびに、カイルが頭痛に苛さいなまれているのは気のせいだろうか。

「あんなに強いのに、中身は子供なんですね。まぁ見た目も子供ですが」

「子供、違う。私、カイルの、道具」

　ムキになり反論する姿は子供そのものだが、言っている事はまるで子供らしくないのだからたちが悪い。カイルの背に隠れながら抗議するナインを、カイルは面倒臭くさそうに溜ため息いきをつきながら押し退のける。

「どうも製造途中で放ほう棄きされたみたいでな。色々未熟なのはその所せ為いだと思う……そっちこそ随ずい分ぶん手て練だれのようだが、傭よう兵へいは長いのか？」

「まぁボチボチってとこです。ほんの五十年くらいですかね。っていっても、再起動したのが五十年前なので、その前何していたかは分からないんですけどね」

　探るようなカイルの視線を、バーニィは涼すずしげに笑い受け流す。人間で言えば十六、七といったバーニィは、青年のような朗ほがらかさと青年らしからぬ老ろう獪かいさを併せもっていた。

「カイルさん、初期化された機械人形オートマタは見たことあります？」

「いや、話には聞いた事がある程度だ」

「多分僕は、初期化される前もずっと戦ってたんだと思います……勿もち論ろん何も覚えていないんですが、何な故ぜか感覚が残っている気がするんですよね。こういうの、魂たましいが覚えているっていうんですかね」

　魂があり輪りん廻ね転生するのは人間だけで、機械人形には魂もないし転生もしない……などとカイルは言う気はない。何故なら、魂なんて見たことはないし、転生したという人間も見たことがないからだ。

「さぁ。どうなんだろうな」

　機械人形に魂が宿るのか、そもそも本当に魂は宿り死して巡るのかなどと言われても、長く生きているカイルでさえ明確な答えは持っていない。少なくともカイルはこれまで、前世の記憶を持っているモノなど見たことがないというのだけは確かだ。

「ところでカイルさん、遺い跡せきに興味があるんですって？」

「聞いていたのか」

　それにしても、バーニィはころころと話題を変えるので付き合う方は一苦労だ。おまけにカイルとリーダーの話を、しれっと盗み聞きしているのだからたちが悪い。

「えぇまぁ……理由を聞いてもいいですか？」

「……ヘブンズゲートを探している」

「ヘブンズゲート？」

　カイルの答えが余よ程ほど意外だったのか、バーニィは目をパチクリさせて反復した。キャラバンのリーダーもそうだったが、ヘブンズゲートなど信じていないというリアクションだ。

　ヘブンズダストの所せ為いもあってか、上の世界にそれほど憧あこがれを抱いだいていない者は案外多いので、当然と言えば当然の反応ではある。

「なんだ？　遺い跡せきについて何か知っているのか？」

「いいえ。でも……見つかるといいですね」

　愛あい想そ良く微笑ほほえむバーニィだが、不思議とカイルにはバーニィが何か隠しているような気がしてならなかった。勿もち論ろん単に、ヘブンズゲートなど信じてないが、とりあえずカイルに合わせただけという可能性もあるのだが。

「あぁ……バーニィは、上の世界に行きたくはないのか？」

「うーん、上は綺き麗れいで豊かって聞きますけどねぇ……カイルさんは、空の上に行ったら何かしたい事でもあるんですか？」

　肩を竦すくめながら答えるバーニィ。やはりヘブンズゲート自体にはあまり関心はないようだが、どういう訳かカイルに興味を持っているようである。

「特に何かある訳じゃ……行くのが目的だからな」

「へぇ……まぁそういうロマンチックなのも、嫌いじゃないですよ」

　爽さわやかに微笑み会話を合わせるバーニィに、カイルもとりあえずの愛想笑いを返したところで、遠くでリーダーがそろそろ出発すると号令をかけているのが聞こえてきた。

「あらら、残念ながらおしゃべりは終わりですね。頼りにさせて貰もらいますよ、ナインちゃん……勿論カイルさんもね」

「まぁ頑がん張ばるさ……断っておくが、ナインの能力については口外しないでくれよ？」

「えぇ、分かってますよ」

　ニッコリと微笑むバーニィ……どうも胡う散さん臭くささに関しては、あのリーダーよりもずっと上だとカイルは警戒するのだった。




　先んじてやられた二台の装甲車は、どちらも車内の火器が誘ゆう爆ばくして黒焦こげになっていたので、回収は諦あきらめる事となった。最後に一いつ矢し報むくいようとしたのか、はたまた狂乱し暴れた結果偶然そうなったのかは分からないが、人手と物資が激減したのはキャラバンにとって痛手である。

　隊列を組み直したキャラバンは、【シモン】を目指し岩山を進んでいく。銃座から周囲を警戒していたカイルは、ふと軽装甲車の方を向くとバーニィと目が合った。

　カイル同様見張りをしていたバーニィは、こちらに気がつくとヒラヒラと手を振る。

　元々愛想がいいのか、警戒態勢は取りつつもバーニィは適度にリラックスしているようだ。他の者であれば呆あきれるところだが、バーニィの腕がいい事は先さき程ほどカイルも見ているので、むしろこの状況で余裕を見せるバーニィに感心しつつ手を上げ返す。

「しっかし……仕方がないとはいえ、まずい地形だな」

　リーダー曰いわく、渓けい谷こくを抜け【シモン】に行くにはこの道が一番の近道ということだが、道幅は先程よりさらに狭くなり、崖がけのあちこちに穴があいている所せ為いで、吹き抜ける風が奇妙な音を立てセンサーを鈍にぶらせる。

　先さき程ほど打ち合わせをした際は、ここまで待ち伏せに適した地形という話ではなかった筈はずなのだが、引き返すべきではと先頭のトラックの様子を窺うかがってみると、どうも雲行きがおかしくなっているようだ。

『こちら一号車、三十秒後に減速、停車せよ。繰り返す──』

　渡されていた無線機から、リーダーの重々しい声が聞こえてくる。

　合図に従い停車すると、カイル達はひとまず雇やとい主の相談を見守る事にした。

「カイル、どうするの？」

「そりゃあ雇い主の方針に従うだけだが……ナイン、必要だと思ったら、俺の許可を待たずに能力を解放しろ。周りにバレても構わん」

「了解」

　頷うなずくナインの瞳ひとみがキラリと光る。たとえセンサーが働かなくとも、谷底に嫌な空気が流れてきている事を、カイル達は鋭えい敏びんに感じていた。軽装甲車をちらりと見ると、バーニィも何か感じ取ったのか被かぶっていたフードを脱ぎ、周囲を窺っている。

　これは、センサーを持つ機械だから気付くというものではない。現に商人たちの中にも、何人か不穏な気配に気が付いた者がいるようだ。

「だから、マップデータと地形が合っていなかったと……なんだ？」

　先程から先頭車両でガミガミと怒鳴り合っていたリーダーも、ようやくそれを感じ取った……これはカイルからしてみれば、最も早はや慣れ親しんだ気配である。そう……殺気だ。

「ひぃっ……なんなんだ？」

　その瞬しゆん間かん、谷中を幾いくつもの遠とお吠ぼえが木こ霊だまし合う。ビリビリと質量を伴ともなった音おん響きようが、嵐あらしの如ごとく押し寄せてくる。カイル達は自動で音量を調整できるので問題ないが、おそらく生身の者達は鼓こ膜まくを激痛が襲おそい、立っているのもやっとだろう。

　鳴り響ひびく咆ほう哮こうの所せ為いで崖がけがガラガラと崩れ始め、落石がキャラバンに牙きばを向く。大小様々な岩の塊かたまりは、まるで計算し尽くされたかの様にキャラバンの前後を塞ふさいでしまった。

「まさかここまで……来るぞ！」

　落石に驚おどろく暇ひまもなく、崖からスコルの大群が押し寄せてきた。

　古いにしえの神話に出てくる、日食を司つかさどる魔ま狼ろうの名を与えられた怪かい物ぶつ達が、黒くろ鉄がね色いろの皮ひ膚ふをもって岩肌をくまなく塞ぐ様は、まさしく太陽すら飲み込む闇やみの魔物と言えるだろう。

　カイルに続き傭よう兵へい達が弾だん幕まくを張るものの、圧倒的な数の暴力の前に機関銃の弾丸など、津つ波なみに小石を投げつけるようなものである。

　こうなる事は分かり切っていたし、カイルは人助けの為ためならば命を落とす覚悟もしている……しかし、それは今ここでの話ではないし、スコルにくれてやる気もない。カイルの電脳が弾はじき出す勝算は、まだまだ充分な値あたいを示している。

「ナイン！」

　カイルの叫び声に呼応して、ナインの右目から殺意の光が溢あふれ出す。

　紅あかい閃せん光こうは瞬時に崖がけを包み込む。雪崩なだれもかくやという勢いで襲おそい掛かってきていたスコルの大群を、深しん紅くの殺意が音もなく一匹も逃のがす事なく押おさえつけた。

　突とつ如じよベシャリと地面に縫ぬい付けられたスコルを見て、カイルとバーニィ以外の全すべての者が訳も分からず驚きよう愕がくした……と言いたい所だが、実の所今最も驚いているのはカイルである。

　カイルはこれまでナインの能力を何度も見てきているし、似たような状況はナインが初めて戦せん闘とうを披ひ露ろうした時に見た。

　あの時ナインは、周囲のバエルと一緒に瓦が礫れきも押し潰つぶしていた筈はずだが、今は自分の周囲にいる味方やトラックは無視して、スコルだけを綺き麗れいに縫い留とめているではないか。

　──間違いない、ナインの能力は格段に成長している。しかし……、

　優すぐれた人工知能は大たい抵てい、外部の補助なしに自力で進化していくものだ。現にナインの言語能力は、アップデートファイルを受け取らなくても徐々に上達してきている。最初は何度も同音異義語を呟つぶやいていたが、今では初めての単語でも一発で脳内変換出来ている程ほどだ。

　勿もち論ろん手助けがあればより迅じん速そくに成長するのだが、ナインの場合手助けがないにもかかわらず、成長が早すぎるような気がしてならなかった。

「死んじゃえ♪」

　三日月のように鋭するどく吊つり上げた口角から、ナインは処刑宣告を歌い上げる。

　カッと見開かれた隻せき眼がんからは、今尚なお毒々しく輝く殺意が零こぼれ出し、いつの間に覚えたのかパチンと指を鳴らした途と端たん、ゴシャリと嫌な音と共に谷底に血の雨が降り注いだ。

　骨を潰され悲鳴を上げるスコルの群れは、まるでナインを指揮者に凄せい惨さんな音を奏かなでる、オーケストラの楽器のようだった。

　一いつ瞬しゆんの惨劇に、キャラバンは呪のろいか何かかと慄おののき震ふるえだす。事情を知っているバーニィ以外で、ナインの仕し業わざと気がついた者は一人もいないようだ。

「た、助かった……？　おい！　積荷を調べろ！　トラックは動かせるのか?!」

　咆ほう哮こうが鳴り響ひびいた時点でトラックに逃げ込んでいたリーダーは、事態の急変に呆ほうけていたものの、我に返った途端部下に各トラックの被害状況を調べさせ始める。

　とはいえ調べるまでもなく、トラックはどれも落石で多かれ少なかれダメージを負っている上に、前後を塞ふさぐように岩が落ちていては、最も早はやトラックは諦あきらめざるを得ない。後ほんの数ｍ岩がずれていたら、小型とはいえカイルのバギーも通れなくなっていただろう。

「残念だがこのキャラバンはここまでだな。あんた達はどうするんだ？　あの岩じゃ、バギーも置いていくしかないと思うがね」

　傭よう兵へいの一人がカイル達のもとへやってくる──バギーを掠かすめ取ろうという魂こん胆たんがみえみえだ。いっそナインやバーニィもこれだけ分かりやすければ、カイルの気苦労も多少は減るのだがと思いつつ、カイルは機関銃を傭よう兵へいに向けた。

「このバギーはやらん。商人たちを護まもるのに必要だ」

「ちっ……おいお前ら、ずらかるぞ！　とっとと使える武器を降ろせ！」

「なっ!?　おい待ってくれ！　積荷を降ろすのが先だろう！」

　逃げ出そうとする傭兵に摑つかみかかり、必死に抗議するリーダーだが、傭兵たちは歯し牙がにもかけず作業を続ける。

「一緒に逃げるんなら、ついでに護ってやっても構わないが、荷物が諦あきらめられないなら契けい約やくはここまでにさせて貰もらうぜ」

「話が違うじゃないか！　我々と積荷を【シモン】まで運ぶのがお前たちの仕事だろ！」

「命には代えられねぇな。あんたも死にたくなけりゃ荷物は諦めな。何が起こったか分からねぇが、あれだけのスコルで終わる筈はずがねぇ……またすぐ集まって──」

　傭兵の言葉を裏付けるように、渓けい谷こくに狼おおかみの遠とお吠ぼえが再度鳴り響ひびく……まだ距離はあるようだが、センサーがいかれている以上確かな距離はカイルにも分からない。

「ひっ！　しか、しかし積荷を【シモン】に届けなければ、損失が……」

「だったら好きにしな。おい行くぞ！」

「待て！　おい待ってくれ！　金なら払うから！」

　リーダーは未練がましく傭兵に縋すがるものの、構わず傭兵たちは岩の隙すき間まから抜け出していく。見れば部下の商人も全員、リーダーを見捨てついていってしまったようだ。

「……あんた達は逃げないのか？」

　傭兵達が粗あら方かた逃げ去った後、茫ぼう然ぜんと立ち尽くすリーダーにカイルは歩み寄る。

「あんたを【シモン】に連れていかないと、遺い跡せきの情報が貰もらえないからな」

「ではっ──」

「言っておくが、俺も積荷を運ぶ気はないぞ」

「そんな……あんた機械人形オートマタだろ！　人間よりもパワーがあるんだから、あの程度の岩どうとでもなるんじゃないのか?!」

　激げき昂こうするリーダーを、カイルは冷やかに見下ろす。いくらカイルでも、トラックよりも大きな岩がん盤ばんをどけるには時間がかかる。恐らく大岩を持ち上げた所で、今の両りよう脚あしではその重量を支えきれないからだ。ナインなら簡単かもしれないが、そんな事にエネルギーを使っていては、次の襲しゆう撃げきを防ぎきれなくなる恐れがある。

「俺は改造人間サイボーグだ。岩をどけている間にスコルがまた来るぞ。あんたその間、自分の身を守れるのか？」

「しか──」

　リーダーの反論を塗り潰つぶしたのは、逃げ遅れた獲え物ものを見つけた歓かん喜きか、大勢の仲間を殺された怒号か……渓谷に再び遠吠えの嵐あらしが訪おとずれる。これ以上、この男の我わが儘ままに耳を貸している暇ひまはないようだ。気絶させてでも連れていこうとカイルが決断するのと同時に、いつの間に接近していたのか岩陰からスコルの先兵が躍おどり出る。

　──先さき程ほどは戦力を一気に投入したのが却かえって仇あだとなったので、今度は小出しにという事か……だとするなら、スコルを率いる群れの長おさはまだ生きていて、こちらの手の内を次々に暴いている事になる。

「ちっ……ナイ──」

　カイルの掛け声を、スコルの脳のう髄ずいを正確に撃うち抜く弾だん丸がんが遮さえぎった。驚おどろくカイルの前に颯さつ爽そうと現れたのは……、

「バーニィ！　お前なんで……？」

「傭よう兵へいは辞やめてきちゃいました。お助けしますよ、カイルさん！」

「気持ちはありがたいが……」

「丁度いい！　おいお前、私を護まもれ！　その間にあんたが岩を壊こわせば──」

　思わぬ援えん軍ぐんに気をよくしたリーダーは、トラックの荷台にしがみつき怒鳴り声を上げる。

「あんたなぁ……いい加減に」

　我が慢まんの限界と、リーダーを卒倒させようとしたカイルは、背後からゾワリと殺気を感じた。

　体中の人工皮ひ膚ふをチクチクと苛さいなみ、スコルの暴風のような遠とお吠ぼえさえ霞かすませる、雷らい鳴めいのような殺意……カイルはそれがナインのものだと直感的に確信し、それに応こたえるかの如ごとく、左目が再び疼うずき出した。

　ナインはカイルの道具であり兵器である……最近戸と惑まどい始めたとはいえ、それは起動したてのナインにカイルが言い聞かせた事であり、ナイン自身が自らの存在意義として認識している絶対不ふ可か侵しんのルールなのだ。

　では兵器ナインの役割とは何か？　カイルの命令を実行する事、カイルに害をなすものを排はい除じよする事、カイルにとって有益ではない者を除去する事……つまりカイルの足を引っ張り、その命を脅おびやかす者も対象だとするなら？

　現状を打破する為ために最も合理的なのは、後どれだけ沸わいてくるか分からないスコルではなく、リーダー一人を消し去る事だと、ナインが判断しないとどうして言えようか。

「排除」

「待てナイン！　ころ──」

　止めようと振り返るカイルの視界を、流れ込むナインの視界が侵食する。

　ナインが視界に収めるは、怯おびえて半狂乱になっているリーダー……を乗せたトラックのやや上方の断だん崖がいだった。

　抉えぐりこんだナインの能力が、岩肌に深く亀き裂れつを走らせる……即座に亀裂で岩が落ちるであろうコースを予測したカイルは、大岩は丁度トラックを押し潰つぶす軌き跡せきを辿たどっている事に気が付く。

　流石さすがのリーダーも荷物が潰れては諦あきらめざるを得ない。ではナインの狙ねらいはこれだったのか？

「──さない、のか？」

「殺す、いいの？」

　敵を殺せない事が不満なのか殺意こそ消えていないものの、ナインの紅あかい瞳ひとみに確かな理性が残っている事にカイルは驚おどろいた。

　いつもなら、先さき程ほどスコルを押し潰した時のように無軌道に殺さつ戮りくを楽しむナインが、カイルの為ために殺戮以外の手段を模索したというのか。

　着実に進化を続けるナインはこの上なく頼もしい筈はずなのに、何な故ぜか言いようのない不安を感じずにはいられないカイル。

「おい、あんた！　岩が崩れるぞ！　積荷は諦あきらめろ！」

　ナインに釘くぎ付づけになっていたカイルの視線を、バーニィの叫び声が切り離した。あろうことかリーダーは、この期ごに及んでまだ積荷を諦められないらしい。

「いやだぁ！　これを届ければ幾いくらになると思っているんだ！」

「いい加減にしろ、死にたいのか！」

「機械のお前には分かるまい！　人間には命よりも大事な物があるんだ!!」

　言ってる事は立派だが、それが金だというのだから話にならない。余りの愚おろかしさにカイルは溜ため息いきも出なかった。折せつ角かくのナインの配はい慮りよを無駄にするのも癪しやくなので、引きずり出そうと荷台に入ろうとするものの、崖がけも既すでに限界だったのか、カイルの目前でパラパラと崩れ始める。

　今後退すればカイルは確実に助かるが、リーダーは確実に死んでしまう……。

「カイル、ダメ！」

　半分に割さかれた視界の右側に、荷台の奥で荷物に抱き付くリーダーが映っている。ナインと共有している左側の視界には、今にもトラックを押し潰つぶさんと落ちてくる大岩が映っていた。

　──もう引っ張り出す余裕はない。ならば残された道はただ一つ、カイルの身でリーダーを守るしかない。ここで死ぬつもりは毛頭なかったが、人助けの為に死ぬのであれば本ほん望もうだ。

　カイルは死を恐れてなどいない。機こ械んのな体体になるまでの間に、何度も死にそうな目にあってきたのだし、死に損そこない続け、人間扱いされなくなっても尚なお生き続けてきたカイルだが、最後に命いのち懸がけで人助けをしたのならば、きっと人として死ねるような気がした。

　──そこまでして助ける価値が、この男にあるのか？　……価値があるから助けるのではない。そうまさに、これがカイルにとって命より大事なものだったというだけなのだ。カイルにとって人助けそのものが生き甲が斐いであり……生きる意味なのだから。

　カイルの身体からだのフレーム強度、共有している視界から計測される落石の大きさと位置、全すべてを統合した結果カイルが覆おおい被かぶされば、リーダーは充分助かる見込みが算出される……それがたとえ万が一、億が一でも、カイルが命を懸かけるには充分である。

「やれやれだ。だがまぁ、これでやっと楽に──」

　──生き甲が斐い？　体ていの良い死に場所が欲しかっただけの癖くせに。

　……一いつ瞬しゆん。自問自答が生み出したコンマ一秒にも満たない思考のラグが、荷台の奥に進もうとするカイルの足を止める。

「なっ!?　待てっ──！」

　叫んだのはリーダーかカイルか、拒む事も許されぬ大きな不可視の力で、カイルはガクンと後方に引っ張り出された──ナインの仕し業わざだ。

　カイルの目前で、助けて欲しいと手を伸ばしたリーダーが、巨大な岩に潰つぶれていった。せめて後一瞬早く荷物を諦めてくれたら……あと一瞬、カイルが早く我に返っていたら、一緒に引っ張り出されていたのに……だが全てはもう手遅れだ。

「カイルさん！　よかった、無事でしたか！」

　荷台から放り出され、尻しり餅もちをついたカイルにスコルが襲おそい掛かってくるも、バーニィは手にした曲刀でスコルを斬きり捨て、庇かばうようにカイルに駆かけ寄ってくれた。

　その時カイルは、自身の胸の内に安あん堵どが広がっている事に気が付く──まさか、この俺が助かってホッとしている？　ばかな。

　何な故ぜ自分は安堵したのか、自分の感情の出所が分からず困こん惑わくするカイルは、一つの仮説に辿たどり着く──もしかして、今のはナインの感情では？　……馬ば鹿かな、ナインにそんな機能がある訳が……。

「あらよっと！　そろそろ、まじでやばいですよ」

　悔しさと疑惑が吐き出しかけた嗚お咽えつの如ごとく苦々しく口内に広がるものの、カイルはそれをぐっと飲み込み押し留とどめる。カイルに呆ほうけている暇ひまはない。また死に損そこなってしまった命だが、無駄死にだけは御ご免めんである。戻ってきてくれたバーニィの為ためにも、カイルは即座に思考を切り替えバギー目指し駆かけ出していった。

「ついてこいバーニィ！　脱出するぞ！　ナイン、バギーを動かせ！」

「了解」

「脱出って──はい！」

　ひとっ飛びで乗車したナインは、既すでにバギーを浮かばせ始めていた。カイル達が近寄ってくるのに合わせ、ナインは銃座が下にくる様バギーを90度傾かたむけた。

　すれ違いざまに、ナインが伸ばした手に摑つかまるカイル。バーニィもどうにかタイヤに摑まった事を確認すると、頭上のナインに指示を出した。

「いいぞ、飛べ！」

「了解」

　バギーは横向きのまま急上昇していき、飛び掛かるスコルをかわし谷底を飛び去っていった。

「すげぇ！　バギーが空を飛んでいる!!　ははっ、ありえねぇ！　はははっ！」

　ご満まん悦えつのバーニィを尻しり目めに、カイルは過ぎ去っていく渓けい谷こくを見下ろす……獲え物ものを逃のがしたのが悔しいのか、唸うなりながら天を仰あおぐスコルの群れ、そして……土つち煙けむりを上げる潰れたトラック。

「また助けられなかった……」

「……？　前にも何かあったんですか？」

「なんでもな──」

　返事もおざなりに、カイルは崖がけの頂上に陣取る巨大な狼おおかみに目を奪うばわれた。全身傷だらけでも尚力強なおさを感じる身体からだ、瞳ひとみには確かな知性を湛たたえ、その誇ほこり高い眼まな差ざしは真っ直すぐこちらを見上げていた。間違いない、スコルたちを率いる群れのリーダーである。

　終始人間を手玉に取った古ふる強つわ者ものに見送られる中、車体がゆっくりと体勢を戻し始める。

　銃座に納まったナインと手を握っていたカイルは、そのまま銃座に這はい上がれたものの、タイヤに摑つかまっていたバーニィはそうはいかない。

「うわっ、ちょ！　ちょっ、助けて！」

「ナイン、上げてやれ」

「了解」

　落ちかけていたバーニィの体は、ふわりと重力場に包み込まれると、車体の上にドスンと落とされた。

「痛いなぁ……なんか、僕の扱い雑じゃないですか？」

「気のせい」

　バーニィは責めるような視線を送るものの、知ったことかとそっぽを向くナイン。機械人形オートマタであるバーニィは、腰から落とされた程度では当然怪け我がなどしない。しかし、自分で演技が上う手まいと言うだけあって、腰をさする様は本当に痛そうではある。

　もっとも、カイルからしてみれば、痛がる瞬しゆん間かんがわざとらしく見えなくもないのだが。

「これからどうしたもんかなぁ……やはりまずは【シモン】に行くしかないか」

　また誰だれの助けにもなれなかった事はショックだったし、結局なんの情報も得られず落らく胆たんするカイル。すると、人目がなくなりマスクを取ったバーニィが、ニッと微笑ほほえみかけてきた。

「それなら大丈夫です。僕、その遺い跡せきの場所知ってますから」




　切り立った崖の頂上に、一台のバギーが停とまっている。崖の上は小型のバギーといえど前にも後ろにも進めない程ほど狭く、そもそもここに至る道など欠片かけらもないのだから、何も知らず見た者は暴風に飛ばされてきたか、あるいは自分の眼めがおかしくなったと思う事だろう。

「……つまり、俺達を試していたのか？」

「えぇまぁ。そんじょそこらの人には、ちょっと頼みにくいもので」

　銃座に一人で座り、悠ゆう々ゆうと説明を続けるバーニィ。一方運転席に座るカイルは、膝ひざの上にナインを乗せているので、不快とは言わないが落ち着いて話を聞く体勢とは言い難がたい。

　先のスコルとの戦せん闘とうで消費したナインのエネルギーは、なんとカイルの予測より大幅に下回っていた。バギーで移動していたとはいえ、決して軽くない戦闘だった筈はずだが、恐らく今まで力任せに垂れ流していた能力を、より効率よく運用出来るようになったという事なのだろう。

　とはいえ予測より少ないというだけで、全く消費しなかったという訳ではないので、バーニィの話を聞くついでに、襲しゆう撃げきの危険が少ないこの場所で休きゆう憩けいする事になったのである。

「カイルさんの行きたがっている遺い跡せきが、ヘブンズゲートかどうかは分かりません。なんせあの遺跡には──」

「鬼おに……だったか？　まさか本当に角を生やした化け物がいるとでも言うのか？」

「手に負えない怪かい物ぶつがいるのは確かです……でも、カイルさん達の御お力ちからを借りたいのはそいつじゃありません」

　訝いぶかしむカイルに、バーニィは申し訳なさそうに微笑ほほえむ。ナインといえば、何がご機き嫌げんなのかカイルの膝ひざの上で鼻歌を歌っていた。

「実は巷ちまたで鬼と呼ばれているのは……僕の姉さんなんです。カイルさん、ナインちゃん……姉さんを楽にしてやってくれませんか？」

　好青年然とした爽さわやかな笑顔だったバーニィが、一転悲痛な面おも持もちでカイルを見つめる。

　機械人形オートマタに血けつ縁えんなど勿もち論ろんない。製造過程における兄弟機なら存在するが、バーニィの〝姉さん〟という言葉には、もっと切実で深い想おもいが込められているのがカイルにも伝わった。

「……一から話してみろ。まずはその姉さんについてだ」

「はい……僕と姉さんが出会ったのは五十年前の事です。初期化から目覚めた僕は、トラックの荷台に転がっていました。多分、あのキャラバン同様襲おそわれて、放ほう棄きされたんだと思います」

　放棄、という言葉に反応したのか、ナインは鼻歌をやめ聞き耳を立てる。同じ捨てられた身として何か思うところがあるのだろうか。

「あのままスクラップになる筈はずだった僕を、再起動してくれたのが姉さんだったんです。姉さんはトラックが横転した衝しよう撃げきで、偶然再起動したと言っていました。他の機体は損傷が激しくて、再起動出来たのは僕だけだったとも」

「姉さんとやらも初期化されていたんだろ？　よくまっさらな状態で、お前を再起動出来たな」

　カイルの指し摘てきに、バーニィはクスっと悪戯いたずらっぽく微笑む。

「こればっかりは、実際に初期化した機械人形以外は上う手まく分からないですね。初期化って言っても、全部何もかも忘れる訳じゃないんですよ？　人間で言うと……記憶喪そう失しつが近いですかね。言葉は分かるけど想い出がない。どこで覚えたかは分からないけど知識はあるみたいな」

「そういうもんなのか……それで、その後姉さんとはどうなったんだ？」

「商人が僕らを回収しに戻ってくるのを、律りち儀ぎに待つ必要もないかとそのまま逃げだしたんです。昔の記憶はないですが、僕も姉さんもどうも戦闘経験コンバツトメモリは豊富だったので、二人で傭よう兵へいの真ま似ね事ごとをしてお金を貯ためて、人間みたいに服を買ったり、人工皮ひ膚ふを新調したり……姉さんと過ごす自由な日々がとても楽しくて、嬉うれしくて……僕は気付けなかったんです、姉さんが苦しんでいた事に」

　在りし日の想い出を語るバーニィの眼めは、キラキラと少年のように輝いていた。その笑顔はカイルから見ても人間そのもののようであり、だからこそ声のトーンが落ちたバーニィは本当に寂さびしそうだった。

「僕も姉さんも、元々は兵器だという自覚はありました。でも僕はそんなの言ってみれば前世の話であって、今の自分とはもう関係ないと思っていたんです……でも、姉さんはずっと悩んでました。兵器でなくなったら、自分は一体何なのかって。姉さんは自分が兵器であるという事に、拘こだわりがあったんだと思います」

「拘り、何？」

　膝ひざの上のナインが、顔を上げカイルに尋たずねる。確かにニュアンスの難しい言葉だし、ナインの製造過程を考えると、覚える必要はないとインプットされなかったのかもしれない。

「思い入れとか、誇ほこりみたいなもんだな」

「理解、納得……」

　ナインは俯うつむくと、何やらぶつぶつと呟つぶやきながら一人考え込み始める。そっとしておいてやろうと、カイルはバーニィに目配せで、話の続きを促うながした。

「ある日、姉さんは僕の前から去りました。兵器としての役割を放ほう棄きして、気ままに暮らす事は出来ない。自分の存在意義を果たしたいって……もう一度探し当てるのには苦労しましたよ」

「存在意義って、だったら傭よう兵へいでも──」

「姉さんは、その……元は特攻兵器なんです。姉さんは、昔の自分が自じ爆ばくする事なく初期化されていた事をずっと気にしていました。何な故ぜ自分は死に損そこなったのか？　もしかしたら自分は、役立たずの不ふ発はつ弾だんだったのかもしれないって……だから」

「存在意義を果たす、か……だが、それがどうして遺い跡せきの鬼おにになるんだ？」

「ようやく探し出した姉さんは、もう以前とは全く別物でした。いや……きっとあれが本来の姉さんなのかもしれませんね。僕と一緒にいた頃ころよりもずっとボロボロで、ずっと活いき活きとしていて……」

　カイルは、獲え物ものをお預けにされたナインを思い返していた。もしナインから戦いを取り上げたら、やはりバーニィの姉のように苦悩するのだろうか？　嬉き々きとして敵を抹まつ殺さつする姿こそが、ナインの本質なのだから……。

「あの遺跡に怪かい物ぶつがいるって話はしましたね？　スコルのボスと同じような、いやそれ以上の怪物が、あの遺跡をねぐらにしているみたいで……どうやら姉さんは、そんじょそこらの獲物相手に自爆する気はなかったみたいでして」

　戦争が終わってから幾いく星せい霜そう、兵器生物のほとんどは流れゆく時の流れに身をやつし、知能の低い獣けものに成り下がった。しかしごく稀まれに、人間と同等の知性を宿す獣が現れる。

　それが悠ゆう久きゆうの時を生き長らえたからか、偶然先祖返りしたかは不明だが、このような個体は総じて手て強ごわく、時に災害の如ごとく人の命を奪うばう存在となる。

　そして戦時中、カイルはバーニィの姉のような特攻兵器が命を散らしていくのを何度も見た。

　確かに特攻兵器とは元来、正当な手段では倒し得ない敵を道連れにする為ための兵器だ。そういう意味ではバーニィの姉が、生しよう涯がいの獲物として遺い跡せきに巣食う怪物とやらを選んだのは至し極ごく当然と言えるだろう。

「姉さんの望みはただ一つ。そいつを倒す事で、兵器としての自分を証明したいんだそうです。たとえその結果機能停止する事になったとしても、いや……兵器として死ねるなら本ほん望もうだって」

　カイルには、バーニィの姉の気持ちが痛いほどよく分かる。

　人間性を証明する為なら、死ぬ事も厭いとわないカイルと、強大な敵を倒して死ぬ事で、自身が特攻兵器であることを証明したがるバーニィの姉はよく似ている気がした。

　バーニィの姉にとって、兵器としての自分こそが命に勝まさる大事な物なのだろう。

「……それで、俺達にどうして欲しいんだ？　たしか楽にしてやってくれと言っていたな」

「姉さんは今も、例の遺跡で戦い続けています。でも姉さんだけじゃ倒すのは難しい。自じ爆ばく兵装は、使い時を間違えればただの犬死にです。僕が加勢したところでたかが知れています。だから、姉さんが怪かい物ぶつを倒すのを手伝い、その後は姉さんも……もう休ませてあげて欲しいんです」

「それで傭よう兵へいに交じって、怪物を倒せる人材を探していたってとこか……」

　──嫌な因果だ、とカイルは思った。誰だれかの助けになりたいと思いつつも、誰も護まもれなかったカイルに舞まい込んできた次の願いが、片をつけてやって欲しいだなどと。

　結局自分もナイン同様、壊こわす事しか出来ない兵器なのだろうかとさえ思えてきてしまう。

「……どのみち、その遺跡には用があるからな」

　しかし結末がどうあれ、カイルが誰かの助けになりたいと思う気持ちに偽いつわりはないし、人間じゃないからといって、見捨てる気も毛頭ない。

「カイルさん、ありがとう」

「礼なんて言わないでくれ、俺はお前の姉さんを殺しにいくんだから」




　常夜帯ナイトベルトに比べればマシだが、スカイウォール下の夜明けは朝というには些いささか以上に暗い。そんな陰気な空を、カイル達は遺跡を目指し飛んでいた。

「そういえば、お前の姉さんの自爆武器はまだ使えるのか？」

「はい、どうやら僕と別れてからちゃんと使えるように調整したらしくて。ですが……姉さんはただ死にたいんじゃなくて──」

「兵器として死にたい、だから無駄死にする気はない……か？」

　目を丸くするバーニィを見て、カイルはつくづく似た者同士だと自じ嘲ちようした。

「……そうです。だからお手数ですが、ナインちゃんなら怪物の相手も容易たやすいのは承知していますが、とどめは姉さんに譲ゆずって欲しいんです……多分、それならカイルさん達の手を汚す事もないかと」

「そういう次第だ。分かったな、ナイン？」

「了解」

　カイルは内心で、バーニィが間違っても「ナインだけ貸してくれ」と言わない事に感かん嘆たんしていた。それは決して、「俺のナインはそんなに安っぽい女ではない」などという理由ではない。

　ナインは優すぐれた自律兵器である。一々カイルが傍そばにいて命令しなくても、一人で怪かい物ぶつを弱らせバーニィの姉に花を持たせる事など容易だろう。

　しかしバーニィは分かっているのだ。自分の姉が〝特攻兵器〟である事に拘こだわっているように、ナインもまた〝カイルの兵器〟である事に拘っているのだと。

　バーニィはもう兵器だった頃ころの自分と決別している。人間のように生と自由を謳おう歌かしている……それでいて尚なお、兵器でいる事に拘る姉やナインの心情をくめるバーニィを、カイルは心から尊敬していた。

「見えた。あの山を越えて下さい」

　バーニィが指差した山を、無音で空を駆かけるバギーが飛び越す。その先にあったものは……、

「これは……バベル？　いや違う……まさか──」

　山を越えた先は広大な盆ぼん地ちのようになっていて、すり鉢ばち状に周囲を囲う山々の中央に、目指す遺い跡せきが天高く鎮ちん座ざしていた。

　遺跡は地表からの高さなら、所しよ詮せん山やま蔭かげに隠れる程度ではあるものの、遺跡の周囲は相当な深さの堀ほりで囲まれている。

　底が余りの深さに確認出来ない為ためはっきりとは言えないが、この遺跡の全長は、空を貫つらぬくバベルに勝まさるとも劣おとらない長さという事になる。

　もっとも、あくまでバベルに匹敵するのは基底部からの長さ──そもそも、バベルの頂上がどれ程ほどかは不明なのだが──だけで、常夜帯ナイトベルトを形成するバベルに比べれば、遺跡は圧倒的に細いというのも事実である。

「堀に随ずい分ぶん瓦が礫れきが落ちているな。遺跡はそれ程損傷していないようだが……？」

「あぁ、姉さん曰いわくこの辺りは、ヘブンズダストがよく墜おちてくるそうです。もっとも今は姉さんを恐れて誰だれも遺跡に近づかないので、あぁして溜たまっていく一方なんですが」

「ヘブンズダストがこんなに……やはり、あの雲のすぐ上に、人間が生活しているのか……」

　遺跡を見たカイルは、ある期待に胸を膨ふくらませていた……空へ脱出出来るというヘブンズゲート、もしその正体がマスドライバーだとしたら？

　少なくとも、これだけ多数のヘブンズダストがある事からも、この塔とうが天上に近い事は明白のように思えた。

「これだけの遺跡が、天てん奪だつされる事なく残っていたなんて……ヘブンズゲート、これがそうなのか……？」

　元々ヘブンズゲートに対しては、そこまで期待していなかったカイルだが、今こうしてそれらしき物が眼前に迫っていては、興奮しない筈はずがない。

　結局のところ、いくらあがいたところで人助けが出来ないでいるカイルには、誰だれかの為ために奔ほん走そうするよりもヘブンズゲートを探し回った方がお似合いという事なのかもしれない。

「ナイン、戦せん闘とう時は極力遺い跡せきを傷つけないように戦うんだ。出来るな？」

「了解」

　以前のナインならともかく、重力操作のコントロールが上がった今ならば、ピンポイントで怪かい物ぶつとやらを押し潰つぶす事もそう難しくはないだろう。

　塔とうの周りを旋せん回かいするバギーから、カイルは遺跡の周囲を見渡す。

　この天険の地で、今もバーニィの姉は怪物と戦っている。そんな彼女を楽にしてやり、そしてカイルも空へ旅立つ事が出来たのなら、旅の終着点としては上々ではなかろうか。

「入口はあそこです。まずは姉さんと合流しましょう」

「分かった。いくぞ、ナイン！」

「了解」

　バーニィの指示に従い、正門前の橋にバギーを降ろすナイン。空から堀ほりは深さおよそ五十ｍ、飛べるカイル達はともかくとして、この橋以外に塔に入る手段は用意されていないようだ。

「姉さんとはこの先で待ち合わせしています。行きましょう」

「その前に例の怪物とやらに遭そう遇ぐうしたら、俺達はどうすればいい？」

「……出来れば姉さんと合流するまで戦わないで欲しいですが、身の危険を感じたら遠えん慮りよなくやって下さい」

「了解、戦闘モード、準備」

　臨戦態勢に入るナイン。敵がどれ程ほどのものかは分からないが、カイルも改めて気を引き締しめる。もっともカイルの武器といえば、バーニィから借りたアサルトライフルだけなのだが。

　つくづく、ベースキャンプに両りよう脚あしを置き去りにした事が悔やまれる。今のカイルは機動力に関して言えば、バーニィにすら遥はるかに劣おとる。

「敵は怪物しかいませんが、くれぐれも注意して下さい。それでは行きます」

　カイルとナインの準備が出来た事を確認したバーニィは、ゆっくりと遺跡の大扉を開けていく。高さ二ｍ程ある鉄の扉は、ギシギシと蝶ちよう番つがいを軋きしませながらカイル達を招き入れる。

　扉の状態は良く、塔の周りは大堀で囲まれているので、確かにそう易やす々やすと獣けものが入ってはこれそうにない……そうなると、むしろ怪物はどうやって入ってきたのかという疑問が湧わく。

　遺跡内部は溜たまった埃ほこりが舞まい散り廃はい墟きよ然としているものの、不思議と打ち捨てられた感じがしないのは、バーニィの姉が頻ひん繁ぱんに出入りしているからだろう。

　エントランスは天井が高く、巨大な柱はまるで神しん殿でんのような造りだが、装そう飾しよくはどれも剝はげ落ちているばかりか、所々刻まれた鋭えい利りな爪つめ痕あとが、ここが戦場である事を生々しく語っていた。

「これは例の怪かい物ぶつとやらの……？　思っていたより小さいな。どういうタイプなんだ？」

　カイルは一つ気になっていた事がある。兵器生物の末まつ裔えいたちは、大たい抵ていベースとなった獣にちなんだ呼び名が与えられているものなのだが、バーニィは一いつ貫かんしてこの遺跡の主を〝怪物〟としか呼ばないのだ。

「僕は一度しか見たことがないってのもあるんですが……実を言うと、よく分からないんです」

「よく分からない？　分からないって……バエル蜘蛛なり、極楽蟲蜻蛉なり、スコル狼なり、何かしらたとえがあるだろ？」

「すみません、本当に分からないんです……なんといいますかあれは──」

　──その時カイルは、説明に窮きゆうするバーニィの背後で、ぱらりと細かい瓦が礫れきが落ちた事に気がつく。瞬しゆん時じにライフルを上方へ構えるも、そこには何もいなかった……勿もち論ろん、暗視装置を始めとしたセンサーは働いている。

　周囲を見回すも何もいない事を確認したカイルは、肩透かしをくらいふぅと溜ため込んでいた息を吐き出す。

「カイルさん？」

「……いや、気のせいだっ──」

　カイルがバーニィに振り返ったまさにその瞬間──バーニィの背後から〝怪物〟の太い腕が横よこ薙なぎに強きよう襲しゆうしてきた。

「──かはっ。馬ば鹿かな……!?」

　バーニィ諸もろ共とも、丸太の様に太い腕に殴なぐり飛ばされるカイル。不意の強打はカイルの人工骨格にバキバキと衝しよう撃げきを走らせたものの、幸い損傷には至らなかったようだ。

　電脳内で喚わめき散らすエラーを消しつつ、戦せん闘とう態勢に入ったカイルだが、襲撃者は再び視界から消えてしまった──一瞬見えた太い腕を、データベースに照らし合わせるも、大型類るい人じん猿えんに近いという事しか分からなかった。

「ぐっ……くそっ。バーニィ大丈夫か？　ナイン、やつはどこへいった？」

「不明、捕ほ捉そく、失敗」

　問いは二つ、返事は一つ……カイルは歯は嚙がみしながらバーニィに駆かけ寄ろうとするが、再度死角から襲おそい掛かる豹の様な爪に阻はばまれた。

「何っ!?」

　今度は咄とつ嗟さに腕で防いだものの、鋭利な爪は服ごと人工皮ひ膚ふを抉えぐり飛ばし、カイルの両腕は内部フレームが痛々しく露ろ出しゆつしてしまう。もし両腕が足同様粗そ末まつなものだったら、ガードした腕ごと切り裂かれていたかもしれない──だがそんな事よりもカイルにとって深刻だったのは、再び消えた敵の姿だ。

　先さき程ほどの太く丸太のような腕は、毛むくじゃらで爪はそれ程長くはなかったように見えた。

　しかし今襲おそってきた腕はしなやかに引き締しまったヒョウ柄がらで、引き裂くのに適した鋭するどい爪を生やしていた。

　確かに敵は怪かい物ぶつ一体だけと言われたが、それを鵜う吞のみにしてしまった自分の愚おろかさに、カイルは忸じく怩じたる思いに駆かられた。

　しかしバーニィ程の強つわ者ものが、不確かな情報を伝えるとも思えないのだが……？

「敵、速い、困難」

　空を切った重力場が、ベコリと床を陥かん没ぼつさせる。怪物は常にヒット＆アウェイで襲い掛かってくるので、ピンポイントで重力場を発生させていては捉とらえきれないのだ。点ではなく面で攻こう撃げきすれば……あるいは、いっそこのエントランスホール丸ごと重力場に包み込めば楽なのだろうが、それはカイルが禁じてしまっている。起動してからここまで一方的な蹂じゆう躙りんばかりしてきたナインにとって、初の苦戦はさぞ苦々しいのだろう。ナインの声は露ろ骨こつに不満を帯びていた。

　カイルの視界の端はしで、何かが柱の陰に隠れた気がした──ろくに構えもせずライフルを乱射するも、どうやら既すでにその場にはいなかったようだ。

「くそっ！　なんてスピードだ」

　カイルは舌打ち交じりに照準で怪物を追うが、放たれた弾だん丸がんが遺い跡せきの柱を抉り取るのを見て、慌あわててトリガーから指を離す。

「殲せんめ──」

「待てナイン！　攻撃中止だ！」

　不ふ機き嫌げんのあまりカイルの命令を忘れたのか、広こう範はん囲いに重力場を発生させようとするナインを制止するカイル。

　ナインが本気を出せば、エントランスを潰つぶすどころか遺跡自体を叩たたき折りかねない。

「一度仕切り直す、バーニィを連れて──」

　気き遣づかう為ために振り返ったその先……ナインの背後に再び怪物の魔ま手しゆが忍び寄る。

「ナイン、逃げろ！」

　カイルの叫び声も間に合わず、振り上げられた怪物の太腕にナインは反応出来ていない。

　咄とつ嗟さにナインを押し退のけるもカイルの回かい避ひは間に合わず、正面から大木のような怪物の腕を受ける羽目になった。

「カイル！」

「ぐあああああああっ！」

　クロスした両腕で怪物の攻撃を受け止めるも、雷かみなりが直撃したかのような衝しよう撃げきが全身をビリビリと駆け巡る。長年愛用してきた両腕は伊だ達てではなく、怪物の攻撃をどうにか耐えきったものの、衝撃をモロに受け止めてしまった両りよう脚あしはそうはいかない。安物の足は、内部から小枝のようにビキビキとひび割れていき、カイルはグラリと体勢を崩してしまう。

『腕わん部ぶ損傷』『危険』『肩関節負ふ荷か過か剰じよう』『危険危険』『脚きやく部ぶ全損』『危険危険危険』

　カイルの電脳を警告とエラーが埋め尽くし、ナインに指示を出す事はおろか状況の打開すら考えられず立ち尽くす。

　深しん紅くの光が視界に映りこむも、それが怒り狂うナインの殺気だという事も判別出来ないまま、カイルは状況をただ傍ぼう観かんする事しか出来なかった……だから、怪かい物ぶつが突とつ如じよ見えない何かに切り裂かれた事も、その見えない何かがカイルとバーニィを抱かかえ離脱していく事も飲み込めないまま、カイルはされるがまま状況に流されるのだった。

『こっちよ、ついてきて！』

　──誰だれの、声だ……？













　　　Ⅳ章　　～価値ある物、価値なき者～







「ここは……」

「気が付きましたか?!　ここは【シモン】の修理屋です。よかった……僕たち、怪かい物ぶつにやられて……覚えてますか？」

　寝かされたカイルを覗のぞきこむ青年は、不思議と見た覚えがある。以前どこかで会った事があるのだろうか……？

「怪、物……？」

「あらら、まだ寝ぼけてら。やっぱり改造人間サイボーグと機械人形オートマタじゃ、電脳の復帰に差があるか」

　頭は重しでもつけたかの様に持ち上がらず、カイルの全身は倦けん怠たい感に包まれ思う様に動かせない。窓の外に広がる夜の闇やみを見ても、遺い跡せきを脱出してからかなりの時間が経たっているのだと思い至らない程ほど、カイルの電脳は機能が麻ま痺ひしていた。

　何か大事な事を忘れている気がするのだが、どうしてもそれを思い出す事が出来ない。バグだらけの電脳は処理が重く、カイルの思考はカタツムリのようにノロノロとしか進まなかった。

　────────────思い出した。この青年はバーニィという機械人形だ……しかし、思い出したかった事はバーニィについてではない気がする。

　────────そうだ、バーニィの姉の為ためとついていった遺跡で、怪物に遭そう遇ぐうしたんだ……だが、これは大事な事というのはちょっと違う気がする。

　─────やっと思い出した！　怪物のいたあの遺跡は、ヘブンズゲートである可能性が高いんだ！　……何な故ぜだ？　どういう訳か、これはそれ程重要じゃない気がする。しかしヘブンズゲートはずっと探していた。これ以上に優先すべき事があっただろうか……？

　──いや、もっと大事な事があったじゃないか……あいつが大切だなんて、変わったのは俺の方だったって事か。

「ナイン、ナインはどこだ！　……ナインは無事なのか!?」

　バッと跳はね起きたカイルだが、両りよう脚あしが損失した事は思い出せていなかったものだから、途と端たんにバランスを崩しベッドから転げ落ちそうになる。しかし……、

「わたし、ここ」

　落ちそうになったカイルを、ナインが優しく抱きしめた。

「わたし無事。平気」

　そっとカイルの体をベッドに戻したナインは、五体満足である事を証明しようとしてかピョンピョンと跳ね回る。確かにどこも破損していないようだが、どうもナインの格好がカイルの知っているナインとえらく乖かい離りしていた。

「すまんバーニィ、どうやらまだ電脳にバグが残っているみたいなんで聞きたいんだが……ナインは今どんな格好をしているんだ？」

「え、あー……えーっと、なんといいますか、その……可愛かわいらしいと思いますよ？」

　カイルが渡したボロシャツをマントのように羽織り、眠っていた時から着ていたインナースーツ以外は、これまたカイルが渡したボロ布を眼帯のように巻いていただけの筈はずのナインは……どういう訳か、旅用ではなくお洒落しやれの為ために纏まとうケープの下に、過か剰じような布で装そう飾しよくされた服を何重にも着込み、デコレーションの入ったアイパッチを着けていた。

「あー……、あー………、えー、えーっと？」

　開いた口が塞ふさがらず、バグもエラーもない筈の電脳はちっとも働かないままカイルの思考を止め続ける。

「わー！　カイルさん!?　ちゃんと説明しますから壊こわれないで！　ちょっと、店員さーん！」

「カイル、壊れちゃうの？　不明、なんで？」

　心配そうにカイルの肩を揺らすナインの手は、ぐちゃぐちゃと模様が入った手袋に包まれていた──もしかしたら、今目の前にいるのはナインの同型機なのかもしれない。こんなものナインが身に着けている筈がないのだ。そうでなければ、怪かい物ぶつにやられた時のショックでカイルの電脳に深刻な認識障害が──。

「うわっ、白目剝むいちゃった。ナインちゃんが着き飾かざってるのがそんなにショックだったのか」

　バーニィの呟つぶやく声も耳に入ら……耳には入るが頭には入らないまま、カイルはあんぐりと口を開け一いつ旦たん意識が途切れるのだった。




　再び目が覚めると、カイルが寝かされているベッドの傍そばにいるのはバーニィだけだった。

　脳内の時計を確かめると、目が覚めてから数時間が経過していて、修理屋の窓はぼんやりとした薄うす明あかりが差し込んでいた。もしかして全すべて悪い夢だったのではと思いたいところだが、機械の体になってから夢を見た覚えはないし、電脳内にははっきりとアンティークドールのように着飾られたナインの映像記録が残ってしまっている。

　顔を手で塞ぎ呻うめくように溜ため息いきをつくカイルを、隣となりに座っていたバーニィが悪戯いたずらっぽく笑った。

「そんなに、ナインちゃんがお洒落するのが嫌だったんですか？」

「別にそういう訳じゃないが……目が覚めたら、今まで愛用してきた戦車が悪あく趣しゆ味みなリボンやらでラッピングされてたら、なんか嫌だとは思わないか？」

「分からないでもないですが、喩たとえが酷ひどくないですか？」

「あら、いいじゃない。戦車でもなんでも、愛用してくれているのなら嬉うれしいと思うわよ？」

　バーニィの茶々に答えたのは、聞き覚えのない女性の声……いや、カイルはこの声を前に一度聞いている。怪物から逃げる際に現れた、見えない何かが発していた声だ。

「それじゃあ、あんたがまさか……」

「そう。バーニィの姉の、アンビエッタよ……よろしくね、カイルさん？」

「助けにいくつもりが、こっちが助けられちまっ──」

　現れたアンビエッタを見て、カイルは自分がとんでもない勘かん違ちがいをしていた事に気付く。

　バーニィのイメージに引っ張られ、カイルは姉のアンビエッタも似たようなタイプだと、無意識下に想像していたのだ。

　しかし姉弟きようだいといっても実際は、二人は偶たま々たま同じ商人のもとにいたというだけで、同じシリーズでも兄弟機でもないという事を失念してしまっていた。

　アンビエッタは、ナインやバーニィとは根本から異なる〝兵器〟だった。それは、生き方や矜きよう持じといった感覚的な問題ではなく、兵器としての在り方が大本から違うのだ。

　頭部は角のようなブレードアンテナを生やしたヘッドギアに包まれ、目元は眼球型アイカメラではなくより簡易なバイザーをあてがわれ、ボディは人工皮ひ膚ふで覆おおう事の出来る強化内蔵フレームではなく、安上がりで換装しやすい外部装甲が装着されている。

「私も戦車みたいなものだし……それでも大事に使ってくれる人がいるのなら、幸せなんだと思うわ」

　アンビエッタは自じ嘲ちようするかのように肩を竦すくめる。アンビエッタの顔は、最初から表情が作れるようには設計されていない──自じ爆ばくする事を念頭に置いた兵器に、そんな機能は必要ないのだから当然だ。
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「……それより、これまでの説明をしていいかしら？」

「あぁ、よろしく頼む……それにしても、光学迷彩とは驚おどろいたよ。そんな便利な能力があれば、あんた一人でもどうにかなるんじゃないか？」

　光を屈くつ折せつさせ姿を消し去る光学迷彩は、敵陣に深く入り込む必要がある特攻兵器なら、持っていてもおかしくない兵装だ。

　あの時は気が動転していたので認識出来ていなかったが、改めて映像記録ログを見返してみれば、怪かい物ぶつに斬きりかかる際やカイルを抱きかかえた時に、乱れた光学迷彩が空間にノイズのようなズレを生じさせていた事が分かる。

「あら、詳しいのね」

「昔……見たことがある」

「そう……私も最初は、すぐ片が付くと思っていたんだけどね、どうにも勘かんが良い奴やつで……それに、最近は大分慣れてきたみたいで困ってたのよ」

　そんな折にバーニィに見つけ出され、助すけっ人とを探してくるという話になった訳だ。

「まさか、重力操作なんてお目にかかれるとは思わなかったけどね」

「カイル、これ、貰もらった！」

　丁度その時、噂うわさをすればというやつか、両手一杯に食料を抱かかえたナインが現れた。ナインの声に身構えるカイルだが、どういう訳か服装はいつも通りの格好に戻っていた。

「……ナイン？　あーその、昨夜の格好はどうしたんだ？」

「カイル、あの格好、倒れるんでしょ？」

「いや、別にもう倒れたりは……」

　どうやらナインは、カイルが倒れたのがあの格好の所せ為いだと思ったらしい。実際その通りと言えばそうなのだが。

「ほんと？　じゃあ、カイル、ああいう服、好き？」

　抱えていた食料をバーニィに押し付け、ナインはグイと顔を近づけてくる……ずっと戦場にいたカイルにとって、あんな無駄の塊かたまりと言ってもいい服装はとことん縁えんがなかったが、別段否定する気もない。

「あー……嫌いじゃない。ぞ？」

「じゃあ、また後で買って貰ってくるね！」

　そう言うとナインは、パンや果物、肉に野菜をバーニィから受け取り頰ほお張ばり始める……ナインがご満まん悦えつなのは結構だが、昨日の服装といい、これはどういう事かとカイルは無言のままバーニィに説明を求める。

「あー、えーっとですね。なんというか、この辺りの紳しん士し的な方たちが、ナインちゃんをいたく不ふ憫びんに思いまして……」

「相変わらず説明が下手ねぇ。結論を言ってあげた方がカイルの為ためよ？」

「すみません！　ぶっちゃけますと、ボロい薄うす着ぎに裸足はだしで出歩いているナインちゃんを見て、皆カイルさんの事を酷ひどい親だって……ほんとすみません！　僕じゃ誤解を解けなくて！」

　クスクスと笑うアンビエッタの横やりに、何な故ぜか土下座するバーニィ。当のナインはパンにかじりつきながら首を傾かしげているものだから、カイルは例によって溜ため息いきをつく事ぐらいしか出来なかった。

「やれやれ……バーニィが謝る必要はない。確かに俺も気が利きかなかった……そりゃこんな格好している子供を見かけたら、誰だれだってそう思うか」

「皆、やさしいね」

　状況を飲み込めていないのはナインだけで、カイルのベッドの端はしに腰かけると、パタパタと尻尾しつぽのように足を揺らし、能天気に食事を続ける。

　昨夜は気が付かなかったが、今までほったらかしでボサボサになっていた髪や肌も手入れされているようで、ナインの全身は目覚めさせた時同様ピカピカになっていた。

　実のところ機械人形オートマタの人工皮ひ膚ふは、たとえ素足でガラスを踏もうと傷一つつきはしない。いくら擬ぎ装そう用で見た目も感触も人間の肌とそっくりだからといって、強度まで真ま似ねする必要などないからだ。

　それにかまけてこれまで放っておいたが、たしかに人間のふりをさせるのに、今までの格好では無理があったのも事実である。

「……ナイン、ちゃんとお礼言うんだぞ」

「うん、分かった！」

「纏まとまった所で話を戻していいかしら？　とりあえず怪かい物ぶつのデータを見て欲しいんだけど」

　口調がシリアスになるアンビエッタだが、依い然ぜんバイザーの奥でニヤニヤと笑っているように感じるのはカイルの気の所せ為いだろうか？

　初対面の時点では、聞いていた通り兵器である事に拘こだわっているイメージだったが、どこか茶目っ気を感じるのはバーニィの影えい響きようなのかもしれない。

「そうだったな、俺が受け取ろう。端たん子しはここ──」

「否定。私、先」

　いつぞやカイルがナインにやったように、体内のコードを伸ばしたアンビエッタは、カイルのうなじにある端子に差そうとすると、横から割って入ってきたナインが、アンビエッタのコードを横取りする。

「おいナイン、こんな時に……」

　叱しかろうとするカイルを、「まぁまぁ」と制止するアンビエッタ。

「ナインちゃん……だっけ？　あんな特異な力がある兵器なのに、可愛かわいいとこあるのね」

「可愛い？　私？　カイル、私、可愛い？」

「あー、まぁ……そうだな」

　今までも可愛かわいいと言われた事は何度かあったが、ようやくそれが褒ほめ言葉なのだと認識したようだ。そもそも、今までは褒められる事に対して、関心がなかったというのもあるのだろうが。もしかしたら、例の紳しん士し的てきな奴やつらに散々言われて興味が湧わいたのかもしれない。

　カイル自身以前の自分なら、こんな風にナインを褒めるような真ま似ねは絶対にしないと確信していた。それでもどうしてか、自然とナインに微笑ほほえみかけている自分がいた。

　アンビエッタがバーニィに影えい響きようを受けているのと同じように、自分もナインと旅する事で何かしらの影響を受けたのか、カイルは自分の価値観が大きく変容しつつある事を、素直に受け入れ始めていた。

「……じゃあ、貰もらったデータを俺に送ってくれ」

「了解」

　カイルとナインは前回接続した際にパスが通っているので、無線通信でもデータのやり取りが可能なのだが、それを羨うらやましそうに見ていたのはバーニィである。

「あ、カイルさん達無線通信も対応してるんですか？　いいなぁ……僕なんて姉さんと規格が違うから、有線接続も出来ないのに」

　道理で怪かい物ぶつの正体を知らない訳だと納得するカイル。コードが繫つながらないという事は、メモリースティックも対応していないのだろう。

　一人いじけるバーニィを横目に、カイルはナインから受け取ったデータを開き啞あ然ぜんとした。

「驚きよう愕がく、不明」

「こいつは……これが、〝怪物〟」

　戦時中を含めても、カイルはこんな怪物は一度だって見たことがない。

　映像ファイルの中でアンビエッタと戦っている獣けものは、果たして獣と呼んでいいのかすら定かではない異形のモンスターだった。

　そして今いま更さらながら、バーニィの情報は正しかったのだと知る。確かに敵は一体だけであり、まさしく〝怪物〟としか呼びようがない。

「そう、そいつが私の宿敵……名前もない怪物よ」

　強しいて言うならば、怪物のフォルムは神話に出てくる半人半馬ケンタウロスに近い。もっとも、下半身は馬ではなく豹ひようのそれで、本来豹の首があるべき部分には類るい人じん猿えんの上半身、しかして頭部は再び豹なのだから意味が分からない。

「なんなんだこいつ……本当にこんな怪物がこの世にいるのか？」

「悪いけど、正確なデータとは言い難がたいわ。私もはっきりと見たことはないの。今までの戦せん闘とうで集めたデータから、多分そんな姿なんだろうっていう予測よ」

　確かにこの姿ならば、初しよ撃げきと二撃目で攻撃が全く違った事も説明がつくが、実際に見てもいないのに……いや、たとえ目まの当たりにしたとしても、とても信じられる気はしなかった。

「それとさっきも言ったけど、怪かい物ぶつは既すでに私の光学迷彩にも対応し始めているわ。チャンスはもうあまり……いえ、次が最初で最後のチャンスだと思って臨のぞみたいの」

　アンビエッタは静かに覚悟を告げる……その身に宿した自じ爆ばく兵装を使うつもりだと。

「姉さん！　それは確実に倒せる時に使うって……カイルさん達ときちんと連れん携けいが取れるようになってからでもいいんじゃ──」

「そうやって小こ競ぜり合いを続けた結果、私は手の内を晒さらし切ってしまった。もう奴やつが知らない攻撃といえば、これしか残っていないの」

「自爆、するの？」

　何か思う所があるのか、じっとアンビエッタを見上げるナイン。

「えぇそうよ。一度しか使えないから、貴方あなたたちに手伝って貰もらいたいの。お願い出来るかしら？」

「……了解」

「ナイン、どうかしたのか？」

　アンビエッタの自爆兵装については、バーニィからも聞いていた筈はずだが、どうもナインは歯切れが悪い。

「否定。問題、なし」

「そんなに悲しい顔をしないで？　まずはカイルの足を直さないといけないし、じっくりと作戦を練ってから挑いどみましょ？」

「……了解」

　ナインを励はげますアンビエッタだが、当のナインは違う事を考えているのか、返事にキレがなかった。確かにさしあたって問題なのは、歩く事さえ出来ないカイルの方だ。

　幸いここ【シモン】は、交易の中継点としてそれなりに栄さかえている町である。店の規模や品しな揃ぞろえも近きん隣りんの町々とは比べものにならず、服屋一つとってもキャラバン御ご用よう達たしの旅装束から、巷ちまたで流は行やりの服とより取り見取りだ。

　バーニィが押さえてくれたこの修理屋も、パッと見た感じ店員の腕は悪くなさそうだ。修理に必要なパーツさえ揃えられれば、失った本来の両りよう脚あしレベルとは言わないものの、あの間に合わせの粗そ末まつな足とは比べものにならない程度のスペックは確保出来るだろう。

「パーツ代込みで、料金は払っておいたので安心してください」

「すまない、恩に着る」

　着の身着のままで旅をしているカイル達と違い、傭よう兵へい稼か業ぎようでしっかり稼かせいでいるバーニィは頼もしい限りである。

「それと言い忘れてましたが、ナインちゃんの面倒は、この先で宿屋を営んでいるタシウスさんって方が見てくれるそうです。だからカイルさんは直るまで、ゆっくりとここで休んでいて下さい」

「一応私はカイルの傍そばにいさせて貰もらうわね。【シモン】は治安がいい方だけど、何があるか分からないから」

「何から何まで悪いな」

　気絶したとはいえ軽傷だったバーニィは、カイルの面倒を一手に引き受けてくれている。カイルは身動きがとれないし、ナインに任せても話がこじれそうなので、申し訳ないとは思いつつもバーニィ達の厚意に甘える事にした。

「それじゃあ、僕らは宿に戻ってます。連絡先はお店の人に伝えてあるので、何かあったら呼んで下さい。またね、姉さん」

「バーニィ、あんまり無理しないでね」

「大丈夫、任せて姉さん。って、ナインちゃん行くよ！　いつまで食べてるの！」

　アンビエッタがヒラヒラと手を振ると、バーニィは嬉うれしそうにニッと笑いながら、ナインを引きずり修理屋を後にする。

「修理は時間の問題として……あんたの自じ爆ばく兵装、威い力りよくはどれくらいなんだ？」

　ふと思い至り質問するカイル。ナインがあのまま能力を制限して戦っていても、肝かん心じんのアンビエッタの自爆装置で遺い跡せきが壊こわれては元も子もないと思ったのだ。

「心配しなくても、爆発範はん囲いは精々二、三ｍってところよ。バーニィから聞いたけど、あなたヘブンズゲートを探しているんですって？」

「まぁ、一応な。だからあまりあの遺跡を傷つけたくないんだ……あんたあの遺跡をねぐらにしていたんだろ？　何か知らないか？」

　アンビエッタは手近な壁かべに寄りかかり、ベッドに横たわるカイルを見下ろす。

「ごめんなさい、説明出来る程ほどの事は何も。人の手が全然入っていないのは確かね」

「そうか……怪かい物ぶつを倒してから、ゆっくり調べるしかないか」

　ふぅと大きく息を吐いたカイルは、目を閉じ遺跡に想おもいを馳はせる──焦あせる事はない。敵の正体は摑つかんだのだから、対処法はいくらでもある筈はずだ。

　しかし……もしこれで、本当にヘブンズゲートに辿たどり着いてしまったら？　今までただ漠ばく然ぜんと探していただけだったのに、いざ見つかったら自分はどうすればいいのだろうか？　……ナインを、どうしてやればいいのだろうか？




　事件が起きたのはその日の昼だった。思えば、起動してからずっとカイルの眼めの届くところにいたナインを、好きにさせて何も問題が起きないと思う方がおかしい話だと、カイルは後々後こう悔かいする事になる。

　丸ごと換装しなくてはならない両りよう脚あしはともかく、早速右腕の修理が始まったものの、どうせ体は動かせない以上待っている間暇ひまなので、カイルはアンビエッタと取り留めもない話をしていた。

　これまでどんな旅をしてきたか、ナインを発見した時の事、逆にバーニィとの旅の話……他愛のない話の中でふと、不穏な気配を感じ取り会話を中断するカイルとアンビエッタ。

　理り屈くつでは語れない。本能的な第六感が、二人に何かが起きると告げていた。

「なんだ……？」

　辺りを見回しても何の気配もないが、カイルに続きアンビエッタも周囲を窺うかがったまさにその瞬しゆん間かん──【シモン】中の地面が、大気が、まるでこの世の終わりでも来たかの様に、激しく揺れ動いたのだ。

「なん！　……だ!?　地じ震しんか？」

　しかし奇妙な事に、ともすれば地割れが起きかねない程ほどの地震は、ほんの一瞬でピタリと止まってしまった。確かにこの場に……いや、この周辺にいた者全員が揺れを感じた筈はずだが、棚たなの荷物が散乱している様子もなく、何かが壊こわれた訳でもないようだ。

　人々だけが、皆何が起こったのか分からず、きょとんと眼めを丸くして辺りを窺っていた。

　あれだけの地震が、余震もなく一瞬で止まる筈などないのだがと、互いに顔を見合わすカイルとアンビエッタだが、互いにハッと心当たりに思い至ってしまった──ナインだ。

　理り屈くつは分からないし明確な根こん拠きよもないが、重力操作という超常の力を持つナインならば、この不可思議な現象を起こせてもおかしくないと思えた。

「すみません。宿屋にいる弟に、ちょっと連絡を取って貰もらえないかしら？」

「へ……？　あ、はい……地震、いつの間に止まってたんですね」

　ベッドの下で怯おびえていた店員は、まだ揺れていると思ったのか、直しかけのカイルの右腕を後生大事に握りしめていた。あれだけの地震があっても商売道具を手放さないその職人魂だましいは、評価すべきだと感心するカイル。

　アンビエッタに頼まれた店員は、未いまだフラフラしながら店の奥へ消えていった。一瞬とはいえあれだけの揺れを生身で受ければ、酔よってしまうのも当然といったところか。

「お出掛けしていたようですが、連絡がついたので今からこっちに向かうそうです。でもあの変な地震の所せ為いで、どこもパニックになってますから、時間がかかるかもしれませんね」

「分かったわ、ありがとう……それ、いい加減置いたら？」

「人の腕をそれ扱いするな」

　店員はアンビエッタに指し摘てきされるまで、カイルの腕を抱きしめていた事を忘れていたようで、気まずそうに腕を作業台に置くと、「少し休きゆう憩けいしてくる」とまた店の奥へと戻っていった。

「……行ったわね。今の、ナインちゃんの仕し業わざなの？」

「多分な、どうやったかは分からん……最初はこの町丸ごと重力操作で動かしたのかと思ったが、それなら物が動いていない説明がつかない」

　二人で考えてみるも、納得のいく理由は見つからない。かといって、これ程奇妙奇き天て烈れつな真ま似ねをナイン以外に出来るとは考えにくい。

　──もしかしたら、とカイルは一つの仮説を立てる。

　カイル達は話を複雑に考え過ぎていたのかもしれない……生き物だけが揺れを感じたということは、もしかしたらそれは揺れていなかったという事ではないだろうか。

「──まさか。いや、しかし……」

「分かったの？」

　アンビエッタの問いかけに、カイルは一つだけ心当たりがある。しかしカイルは今までそれを何度も感じ取ってきたが、流石さすがに地じ震しんと勘かん違ちがいする程ほどではなかった。

　しかし、ナインが成長しているのは、何も言語能力や感情表現だけではない。重力操作のコントロール然しかり、視覚共有然り……ナインの兵器としてのアビリティもまた、日々成長を遂とげている事をカイルは思い出す。

「もしかしたら……殺気、言わばプレッシャーを、俺達は地震と錯さつ覚かくしたのかもしれない」

「なんですって？」

　アンビエッタが驚おどろくのも無理はない。カイルとてにわかには信じられない。いっそ否定して欲しい程だ。

「アンビエッタ、あんた録画機能は搭とう載さいしているか？」

「えぇ勿もち論ろん。これは──」

　カイルは記憶領域から、先程のリプレイを見返して愕がく然ぜんとした……天と地がひっくり返るかと思った程の地震の筈はずなのに、周りの物は何一つ微び動どうだにしていなかったのだ。

　ガタガタと揺れて──怯おびえていたのは生物と、機械人形アンビエッタの様な危険信号を受け取れる高度な機械だけだ。

「三半規管がやられて酔よっているのかと思ったけど、恐怖が染みついてしまっていたのね。道理でしがみついていた訳だわ」

「落ち着いている場合か！　これがナインの放った殺気なんだとしたら、ナイン達に何かあったって事じゃないか！」

　憤いきどおるカイルだが、アンビエッタは努めて冷静を保っていた。

「だったら尚なお更さら、今は下手に動くべきではないわ。幸いバーニィはこちらに向かっているんだから、何をするにしてもまずは合流してからでしょ？」

「そりゃそうだが……くそっ」

「あのー……」

　カイルは逸はやる気持ちを必死に抑おさえつけていると、修理屋におずおずとバーニィがやってきた……先程の店員同様ギュッと何かを強く抱きしめ、涙ぐむナインを連れて。

「ナイン！　無事だったのか！　良かった……一体何が？　何かされたのか!?」

「カイルー、ごめんなさい……」

　見ればナインが必死に握りしめているのは、以前カイルがあげたブカブカのシャツの切れ端はしだった。今朝はいつも通りポンチョの様に羽織っていた筈だが、もみくちゃになったシャツは切れ切れになってしまっていた。

　乱雑に破かれた衣服を見て、誰だれに言われずともアンビエッタもカイルも同様の結論に至る。

「ナインちゃん……」

「誰だ、誰にやられたんだ……答えろバーニィ、そいつは俺が殺してやる……！」

　全身の回路が火花を散らし、視界を喧やかましく警告が埋めるのもいとわず、カイルは左腕に全体重をかけて立ち上がろうとする。内部機構がダダ漏れの右肩がバチバチと音を鳴らすも、カイルを止める事は出来なかった。

「ちょっ！　動かないでカイルさん！　絶対安静！　ってか腕ないし！　ナインちゃんなら大丈夫ですから！」

「大丈夫だと!?　貴様どういう──」

「カイル、ごめんなさい、私……」

「謝らなくていいぞナイン！　報むくいは必ず──」

「私、これは大事って言ったのに、綺き麗れいな服と交換するからって。でも、ゴミ箱に入ってて……だから、だって、カイルに貰もらったものだから……」

「……えっ？」

　全身の力が抜け落ち、ベッドから転げ落ちたカイルをナインが咄とつ嗟さに重力場で支える。

「カイル、大丈夫？」

「あぁ……えーっと、バーニィ？　つまり、どういう事だ？」

　ナインの手を借りつつベッドに戻るカイル、どうやらカイルが心配したような事は起こらなかったようだが、未いまだ混乱している電脳ではナインの説明を上う手まく飲み込めなかった。

「はい。それがですね……──」




　事の発ほつ端たんは、カイルが町中の男達に嫌われた原因でもある、ナインの服装である。

　元から着ていたインナースーツはともかくとして、外がい套とう代わりのカイルのシャツに、眼帯代わりの布きれと、物もの乞ごいと大して変わらない格好をしているナインを不ふ憫びんに思った宿屋の主人、タシウスという男を中心に「ナインを保護する会」なるものが発足されるのは、ある意味必ひつ定じようだったといえるだろう。

「服、たくさん、買ってくれるの？」

「あぁ勿もち論ろんさ！　皆がナインちゃんの為ために一肌脱ごうって寄付してくれたからね。どれでも好きなだけ買っていいからね」

　ナインの肩に手を掛け、意気揚よう々ようと服屋に向かうタシウスの遥はるか後方で、バーニィは黙ってついて歩いていた。ナイン達との距離はざっと十ｍは離れているものの、バーニィとて機械の眼めと耳があるのだから、この距離でも充分動向は窺うかがえる──もっとも、好き好んでこれだけ離れている訳ではない。

　ナイン、タシウスとバーニィの間には、野や次じ馬うまよろしく町中の男達が少しでもナインを近くで見ようとひしめき合っているのだ。

「こんな時カイルさんだったら、やれやれだって溜ため息いきついているんだろうな」

　一人ぼんやり呟つぶやきながら、バーニィは一行の後ろで静観を決め込んでいた。まだ当分【シモン】から動くことは出来ない以上、ここで下手にバーニィが口出しをして、街中の紳しん士し諸しよ兄けいの機き嫌げんを損そこねるのは得策ではない。

　その判断が間違いだったと気がつくには、もうしばらく時間を要するが、ひとまず一行は目的の服屋へと雪な崩だれこんだのである。

「さぁナインちゃん、どれがいい？　おじさん達がなんでも買ってあげるからね」

「ありがとう、私、嬉うれしい」

　表情や仕草は人間そのもののナインだが、上達してきたとはいえ喋しやべり方はまだたどたどしい。しかしどうもその舌足らずな喋り方が、【シモン】の紳士には大変好評なようで、ナインが喋る度たびに一々歓かん声せいが上がるのだった。

「これなんてどうだ？　ナインちゃんの金糸のような髪によく似合うだろう」

「待て待て、俺はこの服こそナインちゃんのルビーのような瞳ひとみに合うと思うんだが、そうするとお前が選んだやつとは色合わせが悪くなるだろ」

「お前たち何にも分かっちゃいないな！　旅人のナインちゃんにそんなゴテゴテした服が必要な訳ないだろ！　それよりもまずは、この眼帯なんてどうだ？　こっちのブーツと揃そろえれば、ナインちゃんにきっと似合うに違いない」

「その前にナインちゃんの髪を切ってやった方がいいんじゃないか？　いくらなんでも伸ばし過ぎだと思うんだが」

　先日もそうだったが、好きな物を買うと言いつつ、自分の好みを押し付けているだけなのではと、バーニィは店の外で呆あきれながら眺めていた。もみくちゃにされているナインは気の毒だが、巻き込まれるのは御ご免めんである。

「待って！　これは、捨てないで。私、とても大事」

　その時、珍めずらしく荒らげるナインの声に、周囲がピタリと固まった。バーニィが目を凝こらしてみると、どうもいつも着ているシャツがもう汚いからと、誰だれかが捨てようとしていたようだ。

　実際のところ、昨日ゴテゴテとした服をあつらえたにもかかわらず、再びナインがいつも通りの格好で現れたのだから、面白くないと思う者が出てくるのは当然といえる。ましてやそれが、カイルの為ためだというのだから尚なお更さらだ。

　これまでの旅で、砂やら土やらで元の色が分からなくなっている程ほど汚れ、先日の戦いでさらにボロボロになったシャツは、既すでに服というよりボロ布に近い。

　小こ奇ぎ麗れいに飾かざられた新品の服に囲まれては、より一層惨みじめに見えるボロ布を捨てようとするのはやはり当然と言えば当然だが、どうやらナインにとっては思い入れのある物らしい。

「ナ、ナインちゃん？　こんな汚いやつじゃなくて、他に綺き麗れいな服がいくらでもあるんだから、交換すればいいんじゃないかな？」

「嫌。これは、とても大事。捨てたくない」

　バーニィを含め余人にはあずかり知らぬ事だが、このボロシャツはカイルと初めて出会った日に貰もらった物だ。

　カイルの所有物である筈はずのナインが、所有者マスターであるカイルから物を与えられるというのは、申し訳ないと思うのと同時にとても嬉うれしい事だったのだが、ナインが機械人形オートマタだと知らない──いや、同じ機械人形であるバーニィにも、理解し難がたい感情である事は否いなめない。

「ちょっと、待っ……すみません、通して下さい」

　ただならぬ気配に慌あわてて店内に入ったバーニィは、野や次じ馬うまを押しのけナインのもとへ駆かけ寄る。感情的になったナインが手に負えないことは、バーニィも重々承知の上である。しかし、

「ナインちゃん大丈夫か？　何があったんだ？」

「タシウスが仕切るとろくな事にならないからなぁ」

　周囲の男たちも、ナインを心配して少しでも近寄ろうとしている所せ為いで、バーニィは一向にナインのもとへ辿たどり着けなかった。

「だがこんな汚いやつ……」

「これを捨てるなら、綺麗な服、いらない」

　露ろ骨こつに不快になったナインは、シャツを強引に取り返し、店を出ようとする。

「わわわ分かった、分かったナインちゃん！　じゃあこうしよう。この服と眼帯は一いつ旦たん綺麗に洗って貰もらうから、その間着る服をおじさん達が買ってあげよう」

「……それなら、大丈夫。ありがとう、おじさん」

「いいんだよ、ナインちゃんの為ためならなんだってするさ！　じゃあこのボロぬ──シャツは預かるからね。おい誰だれか！　これを俺の店に持っていってくれ！」

　ナインからシャツを受け取ったタシウスは、近くにいた男に伝言と共に手渡すと、さっさとナインと共に服を選びに行ってしまった。

　しかしこの場にいる誰もが、少しでもナインと一緒にいたくてここまでついて来ているのだ。ここで素直にはいそうですかと、シャツを宿屋まで運ぼうとする者などいる筈がない。

　伝言ゲームの様にシャツがたらい回しにされていく内に、やはり伝言ゲームよろしく徐々にシャツも言こと伝づても歪わい曲きよくしていき、最終的に揉もみくちゃにされたシャツは千切れてしまい、宿屋に持っていけと言われた筈がゴミ箱行きになってしまった。

　そして幸か不幸か、その現場に丁度ナインが巡り合ってしまったのだ。

「これ……」

「ナインちゃん！　あぁこれ？　なんか捨てておいてくれって、今向こうから──」

「……だめ、絶対だめ!!」




「──……あのプレッシャーをもろに浴びた所せ為いで、服屋にいた人は全員気を失ってました。ナインちゃんがやったとは、誰も思わないでしょうね」

「カイル、ごめんなさい」

　ナインにしおしおと謝られては、カイルだって叱しかる訳にもいかなくなる。

　ともあれ結局のところ、何事もなかったようだと安心して息を吐くカイル。

「……もういい。状況は分かったから、お前たちは服屋に戻ってやれ。ナインがいなくなったままじゃ、取り巻きの連中が慌あわてだすだろ。そのボロ布はバーニィが持っててやってくれ。また捨てられて、何かあったら面倒だ」

「分かりました。それじゃあ買い物が終わったら、またここに寄りますね」

「カイル、ありがとう。行ってくるね」

　カイルに許して貰もらい機き嫌げんが直ったようで、バーニィに手を引かれるナインは修理屋を出る際にブンブンとカイルに手を振っていった。

「やれやれだ……ほんと人騒がせな奴やつだよ」

「あら、可愛かわいいじゃない。貴方あなたから貰った物が、大事で仕方ないんでしょ」

　いつもの溜ため息いきをつくカイルは、アンビエッタがバイザーの奥でニヤニヤと笑っている事には気付いていたが、言及する気力も湧わかずただぼんやりと天井を眺めるのだった。




　数時間後、両手一杯に買い物袋を抱かかえたバーニィと共に、先日同様オイルの臭においが染みつく修理屋には場違いな、ゴテゴテと着き飾かざられたナインが戻ってきた。

「ただいまカイル！　これ似合う？　私、可愛い？」

　手入れされた髪は二つに分けたツインテールになっていて、邪じや魔まだった髪がすっきりとし、よく見えるようになった顔に瞳ひとみと同じ紅あかい眼帯を着けていた。服もヒラヒラやフリフリがこれでもかというくらい装そう飾しよくされたものになっていて、ごしっくだかろり～ただか知らないが、はっきり言ってカイルのこれまでの人生には、全く縁えんのない服だったものでコメントに困ってしまう。

「えーっ……その、だな。うん……すごいな」

「それだけ？　他に何かあるでしょ？」

　アンビエッタが褒ほめてやれと促うながすも、どうにも言葉が見つからないカイルは口ごもる事しか出来なかった。そんなカイルを見てナインは不安になったのか、明るかった笑顔が途と端たんにシュンと曇くもってしまう。

「……似合ってない？」

　泣きそうになるナインの後ろから、バーニィとアンビエッタが咎とがめるようにこちらを睨にらみつける。またナインの機嫌が悪くなったら、何が起こるか分からないというのもあるのだろうが、それ以上に「男だったらこういう時はビシッと決めろ」と、二人の視線がカイルに訴うつたえかける。

「あー……よく似合ってると、思う」

　これでいいか？　と背後の二人に目線を送るも、激しく首を横に振るバーニィとアンビエッタ。カイルは必死に言葉を探すも、女の子の服を褒ほめた経験などこれまでないのだからどうしようもない。

「……そうだな。可愛かわいい、と俺は思うぞ？　一いつ瞬しゆんナインだって分からなかった……あー、それと、今まできちんとした服を用意してやらなくて、悪かったな」

　まるでナインのようにぶつ切りの言葉遣づかいだが、どうやら合格ラインは満たせたようで、ナインの表情が再びパッと明るくなった。

　背後の二人は「まぁ及きゆう第だい点てんって所か」という顔をしているが、構うものかとカイルはどっと息を吐く。戦場にいたってこんなに緊張した事はない気がした。

「──いやはや、これは珍めずらしいものを見たのぅ。あのカイルが女おな子ごの服を褒めるとはな！」

　割って入ってきた声の懐なつかしさに、カイルは思わず目を見張った。まさか、もう二度と会う事はないと思っていた友人が、修理屋の入口で呵か呵かとしわくちゃの顔で破顔していたのだから当然だ。

「マックス！　あんた、なんでこんな所に？」

　現れたのは、かつてベースキャンプで唯ゆい一いつカイルと仲がよかった老技師、マックスである。大きな風ふ呂ろ敷しきを背負ったマックスは、無ぶ遠えん慮りよにズカズカと店内に入ってくる。

　最初は警戒していたバーニィとアンビエッタだが、カイルの知り合いと分かり構えを解く。

「どうしてもこうしてもあるかい。お前さんとつるんでいた所せ為いで、ワシまで基地を追い出されちまってな。こりゃ責任を取って貰もらおうと、地じ獄ごくの果てまで追いかけてきたのよ」

「そうだったのか……すまない、俺の所為で爺じいさんまで」

「馬ば鹿かめ、冗談だわい。あんなところ、ワシの方から出て行ってやったのよ」

　責任を感じ落ち込むカイルを笑い飛ばすマックス。相変わらず煮にても焼いても食えないジジイだと、カイルは居心地のいい懐かしさを感じていた。

「で？　それじゃあこんな所まで何しに来たんだ？」

「んむ……ちと、この先に住んでいる古い友人に会おうと思ったんだが、路銀が尽きちまっての……雇やとって貰えんかと店を覗のぞいたら、お前さんがいたもんだから驚おどろいたわい……しかも、あれだけ機械人形オートマタが嫌いだったカイルが、機械人形を着き飾かざって褒めとるんだからのぅ」

　バーニィ達が、意外そうにこちらを見るのをカイルは感じていた。確かにここしばらくのカイルと、ベースキャンプにいた当時の機械人形を道具としか見ていなかったカイルでは、最も早はや別人といっても過言ではない程ほど価値観が違う。

「生きてりゃ色々あるんだよ。それに、俺が着飾った訳じゃない。放っとけ」

「それもそうだの。まぁワシは、今のお前さんの方が面白いからいいがな」

　ぶっきらぼうにカイルが追い払うと、マックスは笑い飛ばしながら店員のもとへ去っていった。どうやら雇やとってくれという話は本当だったようだ。

「何があったかは知らないけど、ナインちゃんの為ためにあそこまで怒れるカイルが、昔は機械人形オートマタ嫌いだったなんてねぇ」

「勘かん弁べんしてくれ……言っただろ？　色々あるんだよ、色々と」

　茶化すようにねめつけるアンビエッタに、うんざりと答えるカイル。

「カイル、機械人形、嫌いなの？」

「だーかーらー、昔の話だって言ってるだろ。今は別に嫌いじゃない……勿もち論ろんナインもな」

　これ以上からかうのはカイルとナインの精神衛生上よくないと思ったのか、バーニィはまだニシシと笑いこそしていたが、ナインを連れ退散してくれた。

　ようやく一息つけると思いきや、マックスが無事雇やとわれたと知らせにきて、カイルは大きく溜ため息いきをつくのだった。




「なんじゃい。またどうしてこんな怪け我がしたのかと思っとったが、相変わらず人助けばっかしとるのか？」

「うるさいな、別にいいだろ」

　早速修理に取り掛かるマックスを邪険に扱うカイル。押し退のけられるように仕事を奪うばわれた店員は苦い顔をしていたものの、客であるカイルがマックスに任せてくれと言うのであれば、口出し出来る筈はずもない。

「ほう？　ワシにそんな口きいていいのか？　折せつ角かくいい土産みやげを持ってきたんだがのう？」

「いい土産？」

　怪け訝げんな顔で聞き返すカイルに、マックスはニンマリと微笑ほほえみながら包みを解く……中から出てきたのは、かつてベースキャンプに置き去りにした──、

「俺の脚あし！　爺じいさん、どうして……？」

　上質の人工筋肉をびっしりと束ねた重厚な太もも、瞬しゆん間かん的に爆ばく発はつ的な出力を生み出す超小型ジェネレーターを積み、あらゆる加重を受け止められる柔じゆう軟なんな関節部に強固な内蔵フレーム。カイルが長年かけてチューンナップを重ねてきた愛用の両脚は、再び持ち主と出会えた喜びで活いき活きと輝いているように見えた。

「ずっとお前さんに返さなくてはと思っててな……いやはや、しかしまさか本当にまた会えるとは思ってなかったが、それもこうして丁度脚を壊こわしとるんじゃからな」

　やや気まずそうに笑うマックス……もしかしたら、指示に従っただけとはいえ、結果的にカイルを追い詰める一因になってしまった事を、ずっと気にしていたのかもしれない。

「あら、すごい脚きやく部ぶね。なんで足だけあんな粗末だったのか、ずっと不思議に思っていたんだけど、ちゃんとしたパーツがあるんじゃない」

　席を外していたアンビエッタが、ひょっこり顔を覗のぞかせる。瞳ひとみを輝かせるようにカタカタと明滅するバイザーが、カイルの足のスペックを計測していた。

「これはワシが──」

「ちょっと預かってて貰もらっていたのさ。まぁなんにせよ、これさえあればもうみんなの足を引っ張る事もなくなるな」

　敢あえてマックスの言葉を潰つぶすように重ねるカイル。あの夜、マックスがカイルの両りよう脚あしを外した事に悪意がなかった事は明らかだ。カイルが逃げ出した後なにがあったかは分からないが、マックスが気に病やむ必要はないだろう。

　マックスは何か言いたげにカイルを見つめるが、気丈に微笑ほほえむカイルを見て、そのまま何も言わず笑い返すのだった。




　翌日、見み舞まいにきたバーニィに脚きやく部ぶの修理が必要なくなった事を告げるカイル。既すでにパーツの手配も中止したので、これでカイルの修理工程も格段に早まるというものだ。

「折せつ角かく用意して貰っていたのにすまないな」

「いえいえ。こんな上等なパーツ、僕の全財産注つぎ込んでも買えませんか──」

「カイル、見て見てー！」

　修理屋に響ひびく黄色い声が、バーニィの言葉を遮さえぎる。今日も例のタシウスとやらに何か買って貰ったのか、遅れて見舞いにやってきたナインが駆かけ寄ってきた。

「ん？　どうしたナイン」

「お揃そろい！　してもらった！」

　嬉うれしそうに近づけるナインの顔には、買って貰ったばかりの眼帯がなくなっていた。カイルがどうしたのかと尋たずねるよりも先に、なんと長らく閉じていたナインの左目が、ぱっちりと開いたではないか。

「一緒！」

　現れたるは深緑の眼め、カイルとナインはまるで合わせ鏡のように共に深しん紅くと深緑のオッドアイとなったのである。

　もっとも、ナインの左目に収まっているのはどうやらただの義眼のようで、エメラルドのような眼は何も映す事なく、まさに宝石の如ごとくただ輝くのみである。

「なんじゃ、またおっどあいとかいうやつか？　若いもんのセンスはよー分からんのぅ。カイルが両方緑で、嬢じようちゃんが両方赤じゃだめなのか？」

「相変わらず頭が古ふる臭くさいな。爺じいさんも電脳だったらアップデート出来るのにな」

「そういうお前さんは、無理に若者文化に合わせてバグだらけになっとるんじゃないのか？」

　カイルの両脚の換装を終えたマックスが、上半身の修理をしながら口を挟む。ベースキャンプで同じような話をしたのが、もう遠い昔の事のように思えてならないカイルだった。

「うるさいな。どの道ナインの左目は、視神経がもうダメになってるからな。カメラアイを入れたって無駄になるから、これでいいんだよ」

「ふぅむ……そんなもんなのかのぅ」

　どうも納得いかないのか、マックスは顎あごに手を当て唸うなりながら首を傾かしげる。マックスは相変わらず雑談を交えながら作業するものの、カイルとしてはむしろこの方がしっくりくるので、互いに憎にくまれ口を叩たたきあう。

　そんな二人を、ナインはベッドの傍そばに置いた椅い子すに座り、楽しそうに足をプラプラ揺らしながら見守るのだった。

「二人、とっても、仲良いんだね」

　ナインの何気ない一言に、カイルとマックスは全く同じタイミングで顔をしかめる。

「俺がこの爺じいさんと？　ナイン、俺達はただの腐くされ縁えんみたいなもんだよ」

「そうじゃぞお嬢じようちゃん。誰だれが好き好んでこんな面倒くさい男と……」

「やっぱり、仲良し」

「ナインちゃんが妬やくのも無理ないわね」

　呟つぶやくナインの顔が、どこか羨うらやましがっているように見えるのは何な故ぜなのか。ついでに言えば、普段はあまり絡からんでこないアンビエッタが、カイルをからかえるタイミングになると必ず絡んでくるのも何故なのか。

「よしとくれ嬢ちゃん。どうせ仲良くするなら……ほれ、あのねえちゃんの様なのがええわ」

　ややオーバーに反応しながら店先を指さすマックス。そこにいたのは旅の楽団か何かなのか、露ろ出しゆつが激しく派手な服装をした踊おどり子が馬車に揺られていた。

　踊り子はメリハリのある体を惜しげもなく晒さらし、道行く人々に舐なめる様な視線を送っていた。

「あー。人間の男性って、皆ああいうのが好きですよね。理解は出来ますが、まだ上う手まく共感出来ないなぁ……」

　感かん慨がい深げに呟くバーニィ。どれだけ人間らしく振ふる舞まえても、本質的に機械であるバーニィに、グラマーな女性の良さ……そもそも、女性の好みを理解するのは確かに難しいだろう。

「カイルも、ああいうの、好き？」

　興味深いのか、じっとこちらを見つめるナイン。実際のところ、カイルとて別に今いま更さら女性の体について思う所はないのだが、ここで興味ないと言ってしまうと、カイルは三大欲求を全すべて否定する事になってしまう。

「そりゃあ……俺だって男だからな」

　意固地というか、半ばやけっぱちに答えるカイル。人として、いや男としての尊厳は守れた……のだろうか？　というか、これではやっぱりマックスと似た者同士という事になってしまう。

「じゃあ私も！　私も、あんなボディに、なる！」

　すると何を思ったのか、弾はじかれるように立ち上がり叫び出すナイン。ろくでもない予感しかしないカイルは、いつも通りの溜ため息いきをつきながらナインを座らせる。

「そうきたか。あのなナイン、別に俺はナイスバディな女だけが好きな訳じゃ……って何言ってんだ俺……そもそもお前は機械なんだから、体型は変えようがないだろ」

「いや、規格の合うボディを換装すれば──いてっ」

　余計な事を言うなとばかりに、丁度手元にあったナットをバーニィに投げつけるカイル。

「ほんと！　じゃあ、おじさん達に、買って貰もらって──」

「やめろっつーに……」

　どうせこんな事になると思ったから言わなかったのにと、バーニィを恨うらみがましく睨にらみつけながら、手た綱づなのようにナインのツインテールを引っ張りこの場に留とどめるカイルだった。




　それからさらに数日後、ひとまず全パーツの修理を終えたカイルは、動作チェックがてらナインと町を歩いていた……とはいえ、ただ闇やみ雲くもに散歩している訳ではない。向かう先は、ナインが世話になっているタシウスとやらの宿屋である。

「いくら善意で買って貰ったとはいえ、流石さすがに一円も払わない訳にはいかないもんな……」

　カイルは服に金をかけないので、ナインが日ごとコロコロと替えてくる洋服の値段は見当もつかないが、バーニィに借りてきた分では全額払うのは不可能だという事くらいは察している。バーニィは返さなくていいと言ってくれたが、流石に踏み倒すのも気が引けるので、当分はバーニィにくっついて、傭よう兵へいの真ま似ね事ごとをしなくてはとカイルは肩を落とす。

「おじさん、いい人。今日も、これくれた」

　そんなカイルの気苦労も知らず、舐なめていた棒付きキャンディを見せつけるナイン。シャツの件で距離を置いてくれればと思っていたが、どうやら餌え付づけは継続していたようだ。

「ま、どの道面倒をみてくれた礼は言わなきゃいけないしな。行くぞ、ナイン」

「うん！」

　ツインテールを、まさしく尻尾しつぽのように揺らしてついてくるナイン。相変わらずフリフリのついた人形のような服を着ているので、タシウスと話をつけたらまずは、ナインの旅支じ度たくをしなくてはと、最も早はや秘める事なく溜ため息いきをつくカイルだった。




　今日挨あい拶さつに行くことは既すでにナインに伝えさせておいたので、宿屋に入るなりいくつもの冷たい視線がカイルを出迎えた。

　タシウスの宿屋は一階が酒場になっているタイプのようで、まだ昼前だというのにぞろぞろとナインのファンが集まっていた。皆酒は飲んでいないにもかかわらず目がすわっているのは、もしかしなくてもカイルが原因だろう。

　さっさと話を済ませて旅に出たいところだが、生憎あいにくカウンターに誰だれもいない……カイルが来ることが伝わっているのは、この剣けん吞のんな酒場からして明白なのだが。

「あ～……タシウスって方はどなたですか？　うちのナインが随ずい分ぶん世話になったと聞いて、遅ればせながら挨あい拶さつに来たんですが」

　喉のどまで出かかっていた溜ため息いきをグッと飲み込み、精一杯の愛あい想そをふりまき尋たずねるも、丸テーブルを囲む男達は誰だれも返事をしてくれなかった。男達の考えている事は大体察しがつくが、それに一々付き合う気もないので、カイルはさっさとナインに尋ねた。

「おいナイン、タシウスさんはどの人だ？」

「うちのナイン……おいナイン……随ずい分ぶん気安いじゃねぇか。えぇ？」

　客と一緒にテーブルを囲っていた中年の男が、のそりと立ち上がりカイルを睨にらみつけた。カイルが「この人か？」と尋ねると、コクリと肯こう定ていするナイン。

「何シカトぶっこいてんだ！　あぁ!?」

　随分嫌われたものだと対応を考えていると、カイルのセンサー耳が隅すみのほうでひそひそと話し合う男達の会話を拾った。

「……タシウスのやつ、ナインちゃんの父親の面つら見た途と端たん威い勢せいが良くなったな」

「全くだ。さっきまでビビッて俺達の中に隠れてやがった癖くせによう」

「だがよ。あのウドの大木、改造人間サイボーグなんだろ？　いくらあんな抜けた面しててもよ、本気出せば人間なんて楽に殺せるんじゃねぇか？」

「……そうなったら予定通り、ナインちゃんを保護すりゃいいだけの話さ。ただその前に、警察呼ぶのが増えるだけだ」

　他にもあちこちで額を突き合わせて話し合っているが、大体どれも似たような話のようだ。

「おい聞いてんのかポンコツ！　こっち向けってんだよ」

　仲良く雑談出来るとは思っていなかったが、妙に喧けん嘩か腰だったのはこういう事かと、カイルはうんざりしながらタシウスに詰め寄っていく。

「な、なんだ！　やろうってのか？」

「ナインが世話になった、ありがとう……確かにあんた達の言う通り、今までナインの世話を疎おろそかにしていた。気付かせてくれて感謝する」

　まずはタシウス、次いで周囲の男達に深々と頭を下げるカイル。カイルの行動が予想外だったのか、男達は皆一様に目を丸くして固まってしまう。恐らく男達の中ではろくでなしという事になっている（当たらずとも遠からずといった所だが）カイルが、素直に礼を言うとは思っていなかったのだろう。

「お、お──」

「これはほんの気持ちだ。受け取っておいてくれ」

　タシウスの二の句を潰つぶし、淡々と話を進めていくカイル。このお金とて正確にはカイルのものではないのだが、話がこじれるだけなので黙っておいた方がいいだろう。

「ま……まま待ちやがれ！　これっぱかしの金で、お前がやった事全部なかった事にするつもりか！　ナインちゃんはここに置いていきな。お前みたいな男が、今いま更さら父親面するんじゃねぇ」

「……俺にどうしろと？」

　カイルが若じやつ干かん脅おどすように睨にらみつけるが、タシウスは一いつ瞬しゆん怯ひるんだもののすぐに毅き然ぜんと睨み返す。

「その前に、ナインちゃんは部屋で待っていて貰もらおうか。子供に聞かせるもんじゃねぇ」

「それもそうだな……ナイン、今のうちに旅支じ度たくを済ませておけ。必要ない物は置いてくぞ」

「了解」

　以前のナインであれば、ここまでカイルに敵意を向けてきた者に黙ってはいなかっただろうが、存外素直に上の階へと行ってしまう。

　ナインの聞き分けがよくなったのか、単にタシウス達ではカイルの脅きよう威いになり得ないと判断したのか……餌え付づけが原因ではないと信じたいところだが。

「それで？　あんた達はどうすれば納得してくれるんだ？」

　別段カイルに、タシウス達の了承を得る必要はないのだが、ナインがこの者達の世話になったのは事実だし、カイルがナインの面倒を疎おろそかに……いや、そもそも最近まで面倒をみる気さえなかったのもやはり事実である。

　だからけじめをつける……あるいは、ナインに対してきちんと責任を負う事への覚悟の証あかしとして、タシウス達の提示する条件を遂すい行こうしようと思ったのだ。

「俺たちが、今日までナインちゃんに払ってきたのと同じ額を払って貰おうじゃねぇか」

　事前に相談していたのか、タシウスの出した条件に他の男達は異議を唱えなかった。

「……結局金か？」

　蔑さげすむようなカイルの声音と視線に、激げき昂こうするタシウス達。もしかしたらナインを退室させたのは、これを聞かれたくなかっただけなのかもしれない。

「別に金が惜しい訳じゃねぇ！　要は手て前めえの甲か斐い性しようってもんを見せてみやがれってんだ」

　突き付けられた領収書に刻まれた金額は溜たまりに溜まって、カイルがバーニィから借りてきた額より桁けたが二つ上だった。

　やけに服やら食事やらぽんぽんと買い与えているとは思っていたが、単に甘やかしたいだけではなく、そういう目もく論ろ見みがあったという事か。

　これとて買ってくれと頼んだ覚えはないものの、カイルが最初にきっぱりと断るようにナインに言っておけば済んだ話だ。

「どうだ？　この話が飲めないってなら──」

「分かった、払おう」

「えっ、あっ……本当に？　……あ、言っておくが！　あのボウズに借りようったってそうはいかねぇからな！　手前が金を用意しなきゃ、意味ないって分かってんだろうな！」

「あぁ、勿もち論ろんだ。これ以上バーニィからは一銭も借りないと約束しよう」

　男達の中では、カイルは一文無しという事になっている（やはりこれも、間違ってはいないのだが）筈はずだ。払える筈がないだろうと踏んで条件をつけてきたのだろうから、カイルの即答は想定外だっただろう。必ず完済する旨むねの誓せい約やく書しよに、サラサラとサインを済ませるカイルを見て、タシウスがハッと声を荒らげた。

「そうか分かったぞ！　お前ら機械人形オートマタは寿じゆ命みようが長いからな、ダラダラ時間かけて俺らが死ぬのを待つ気だろ！」

「……俺は機械人形じゃない、改造人サイボー──いや、今はどうでもいいが……じゃあこうしよう、返済は来週までに一いつ括かつで払う。それを反ほ故ごにしたら、ナインはあんた達にくれてやる。どうだ？」

　的外れなイチャモンばかり押し付けられて、半ばうんざりしてきたカイルは面倒臭くさそうに提案し……自分が、自分らしくない事を言っていた事に気がついた。

　──機械人形だろうが改造人間サイボーグだろうがどうでもいい？　この俺が言ったのか？

「本当か!?　これだけ大勢の前で見み栄え切ったんだ、今の約束忘れるなよ！」

　カイルにとって衝しよう撃げき的な一言でも、男達にとって大事だったのは後半の方だけだったようで、ナインが手に入ると喜ぶ男達は、ずっと我が慢まんしていたのか盃さかずきを交わし始めた。

　前祝いで浮かれる男達を尻しり目めにやれやれと溜ため息いきを吐つきつつ、カイルはナインを迎えにいこうと階段に向かったところ、

「おい手て前めえ、一応言っておくが……逃げんなよ？　来週まで、お友達のジジイはどこへも行かせねぇからな」

「……分かってるさ。約束を守るなんて、人として当たり前の事だ」

　いつの間に、カイルとマックスが友人であると突き止めたのかは知らないが、なるほど確かに、カイルが借金を踏み倒さない様にするにはそれが最善手だろう。

　姉の為ためとはいえ、純じゆん粋すいな善意で面倒をみてくれているバーニィと、ナイン欲しさになりふり構わないタシウス……人間らしいのはどっちなのか。そもそも、カイルが答えを欲してやまない人間らしさとはなんなのだろうか？

「……なるほど、たしかにどうでもよくなってくるな」

　自分の言葉に一人納得しながら、カイルはナインのもとへ向かうのだった。




「ナイン、準備出来たか？」

「あ、カイ──」

　バタン。と開けたばかりのドアを閉めるカイル。中にいたナインは先さき程ほどのヒラヒラした服を床に置き、真っ白い肌から鎖さ骨こつが浮き──とどのつまり、着替え中だったのである。

「カイル？」

「すまん！　着替え終わったら言ってくれ」

「うん？　分かった」

　羞しゆう恥ち心しんなど持ち合わせていないナインは、カイルが何な故ぜ慌あわてて出て行ったか分からないようだ……いや違う。ベースキャンプの時も今も、物であるナインは変わらず恥ずかしがったりしない……変わったのはカイルの方だ。

「……なぁナイン？　そのままで聞いて欲しいんだが」

「カイル？　なに？」

「お前はまだ……俺の物でいたいか？」

　カイルはドアに寄りかかり、背後のナインにぼそりと尋たずねる。

「う～ん……うん！　わたし、ずっと、カイルの物」

　以前なら即答していたろうに、僅わずかながらも悩む隙すき間まが出来たという事は、ナインの中でも多少変化が生まれてきたという事なのだろう。カイルは「そうか……」と呟つぶやくと、そのまま何も言わずナインの準備が終わるのを待ち続けた。

「カイル、着替えた！」

「おう、今行く──」

　数分後、ナインの呼び声に部屋に入ったカイルは、驚おどろきのあまり開いた口が塞ふさがらずそれを凝ぎよう視しする……色とりどりの服が床に咲き乱れ、その中心で真っ白い外がい套とうに身を包むナインを収めた部屋は、まるで黄金律に則のつとり構成された、巨大な絵画のような美しさを作り上げていた。

「荷物はどうした？　まさかこれから纏まとめるなんて言うなよ？」

「これだけあれば、いい」

　手ぶらかと思いきや、よく見ればナインは何か布を持っていた……シャツと眼帯の切れ端はしだ。

　身に着けているものといえば、眼帯は外してしまったので白を基調としたマントに、ナインが元々持っていたインナースーツにマスクくらいである。フリフリもヒラヒラも全すべて置いていき、ただカイルに貰もらった布きれだけを手に持ちナインは部屋を出る。

　ちなみに布きれはあの後本当に洗せん濯たくしたので、以前よりかいくらか綺き麗れいにはなっているものの、床に散らばる宝石の様な服に比べれば、やはりゴミと言わざるを得ない。

「これだけって、他の服はいいのか？　あんなに嬉うれしそうだったじゃないか」

「いい、どうせすぐ破ける。戦うのにも、邪じや魔ま」

　もしこの先、カイルがヘブンズゲートをみつけたとして……上の世界の状況は分からないが、仮にフォトンチッドが地上より遥はるかに薄うすいのであれば、燃費の悪いナインの能力は使えなくなるだろう。普通に生活する分には問題ないだろうが、それはナインから兵器という役割を奪うばってしまう事になる。

　初めて会った時からナインの気持ちは変わっていないようだが、あの頃ころと今では何もかもが変わってきている……ナインも、そしてカイルも。ナインはその変化に気が付いていないようだが、このまま成長していくにつれどんどん兵器離れしていくナインが、その変化を素直に受け入れられるのだろうか？

　以前のカイルなら、逆にナインが服を持っていきたいと頼んだところで全部捨てさせただろうが、いずれ戦う必要のない世界にナインを連れていった際に、綺き麗れいな服の一つでも持たせてやるのがカイルの役割なのではないだろうか？

　──今いま更さら父親面づらするんじゃねぇ！

　タシウスの言葉がカイルの胸に突き刺さる。タシウスに言われる筋合いはないとはいえ、あの言葉は確かにカイルの本質をついている。ナインは自分の事を、カイルの物と定義している。

　──それでいいと思っていた……だが今は違う……。

「ナイン、別に……」

　咄とつ嗟さに言いよどむカイル──未いまだナインの電脳は発展途上である。ここで仮にカイルが「もう兵器でいる必要はない」と言ったら困こん惑わくするのではないだろうか？　迂う闊かつな発言は、ともすればナインの存在を否定してしまいかねない。

「カイル？　何？」

「別に……兵器だからって、お洒落しやれしちゃいけない訳じゃないんだぞ？　戦車にマーキングや塗と装そうする奴やつだっている。だから──」

「私、これがいい」

　手探りにナインを説得しようとするカイルに、ナインは布きれを持った手を突き出した。それは最も早はや衣服というのも憚はばかられる、文字通り布きれでしかないのだが、ナインはそれをリストバンドのように腕に巻くと、得意気に微笑ほほえんだ。

「私、お洒落、する。これ、似合う？」

　華はなのように色鮮あざやかでもなければ、アンティークのように細工が施ほどこされている訳でもない。しかし、ナインが自ら選び自ら着き飾かざったのであれば、それでいいじゃないかとカイルは思い留とどまった。

「あぁ……お転てん婆ばなお前によく似合っているよ」

　ゴテゴテと着飾っていた時とは違い、自然と褒ほめ言葉が──これを褒め言葉と言うにはかなり無理がある気がするが、ナインには丁度いいだろう──口に出たカイル。案の定ナインはお気に召したようで、リストバンドに頰ほおずりすると、嬉うれしそうに階段の方へ駆かけていった。

「おい！　そんなに慌あわてるなって──」

　カイルは今一度ナインの部屋を見渡す。ちりばめられた可愛かわいらしい服が惜しくないと言えば噓うそになるが、無理に可愛らしい格好をさせる必要もないかと、カイルは鼻で笑いそっとドアを閉めるのだった。




　カイルと共に食堂へ降りてきたナインを見て、タシウス一同は一気に酔よいを醒さまし狼ろう狽ばいする。

「ナインちゃん!?　荷物はどうしたんだい？　まさか……本当に置いていくつもりなのか？」

　どうやら、ナインがまさか自分達の買ってやった服を置いていくとは思っていなかったようで、慌あわてたタシウスが狼狽うろたえながらもナインの前に立ち塞ふさがる。

「そうか、さては手て前めえが無理やり──」

「誤解するな。ナインの意思だ……別に服を捨てていくからといって、その分金を浮かせようとは思っていないから安心しろ」

　捨てていくという部分を特に強調するカイル。ナインが嫌がったにもかかわらず、布きれを捨てようとした事は記憶に新しい。タシウスとしてもあれは失敗だったと思っていたのか、咎とがめるようなカイルの視線に怯ひるんで後あと退ずさるも、すぐに不敵に微笑ほほえみ胸を張る。

「随ずい分ぶん余裕じゃねぇか！　そこまで言うなら、どうやってあんな大金を用意するつもりなのか聞かせて貰もらおうじゃねぇか」

「そうだそうだ！」

「まさか当てもないのに。ナインちゃんをくれてやるなんて言ったんじゃねーだろうな！」

　野や次じを飛ばす男達に辟へき易えきしつつも、溜ため息いきをグッと飲み込んだカイルは静かに答えた。

「俺の両手両りよう脚あしを売れば、あの程度の金額釣りがくる。だが生憎あいにくと、これからちょっと遺い跡せきに行く用があるんでな、支払いはその後にしてもらう……これで構わないか？」

　さらりと答えるカイルに、あんぐりと開いた口が塞がらないタシウス達。沈黙を肯こう定ていと受け取ったカイルは、ナインを引き連れさっさと宿屋を後にする。

「カイル、手と足、いらないの？」

「まぁな……一応言っておくが、別にナインの手足を寄越さなくていいからな？」

　えぇ～と口を尖とがらせるナインを見て笑うカイル。これでいい……これでいいのだ。




　調整の為ため修理屋に戻ったカイルは、バーニィ達にタシウスとの約束を告げる。

「……とまぁ、そういう事だから、爺じいさんには悪いがもうしばらくこの町にいて貰もらう事になりそうだ。折せつ角かく持って来てくれたのに、すまないな」

「元々お前さんの脚あしなんだし、ワシは構わんが……」

　困り顔のマックスは、助けを求めるようにバーニィに視線を逸そらす。

「そんなのおかしいですよ！　あいつらが勝手に買い与えたんじゃないですか」

「いくらナインちゃんが世話になったからって、そこまで卑ひ屈くつに従う必要があるのかしら？　服だって、結局ほとんど置いてきたんでしょ？」

　バーニィとアンビエッタが異を唱えるものの、カイルは涼すずしい顔で首を振る。

「別にいいんだ。それこそ、パーツなんてまた集め直せばいいだけだからな」

「だが貧相なパーツじゃ、出来る事なんてたかが知れておるぞ？　お前さん、もう趣しゆ味みの人助けはやめちまうのか？」

　確かに、カイルのスペックが下がれば下がる程ほど、カイルが助けられる人もまた減るだろう。

「いや……目の前で困ってる人がいたら、俺は相変わらず助けに行くと思う。爺さん以外な」

　マックスは「ふんっ」と鼻で笑いながら、カイルの次の言葉を待つ。

「だが、そもそも俺よりも遥はるかに戦せん闘とう力の低い生身の人間だって、目の前で困ってる人がいれば助けようとするだろ？　そんなもんなんじゃないかなって」

　十人助ければ人間なのか、百人助けなければ人間とは言えないのか。千人力の腕を持っていれば人助けが出来るのか。万人力の脚がなければ人助け出来ないのか。

　加えて……敢あえて胸に秘めて言わなかったのは、たとえどれだけ便利な手足がカイルについていようと、助けられなかった者達についてだ。

「分かったわ。カイルがそうしたいんなら、私はこれ以上何も言わないわ」

「姉さん、でも……」

「バーニィ、どうやって生まれるか選ぶ事は出来なくても、どうやって生きるかくらい自分で決めたいじゃない？」

　言うまでもなく、自身の生い立ちを重ねるアンビエッタ。

　どうやって生きるかではなく、どうやって死ぬかではないのか？　などとは口が裂けても言えないカイルだった。

　アンビエッタは顔合わせした当初こそ、無骨で冷たい兵器のような印象を与えていたが、話してみれば存外気さくであり、たとえ姿形が全く似通っていなくても、なるほどたしかにバーニィの姉に違いないとさえ思える人ひと柄がらである。それが僅わずかな期間だったとしても……それがアンビエッタにとって、結果的に苦痛を伴ともなったのだとしても、姉弟きょうだいの間には確かに掛け替えのない日々が、絶え間なく笑い合える日々があったのだろう。

　しかしそれでも、アンビエッタが選んだのは姉としての自分ではなく、兵器としての自分だった。ナインが自身をあくまでもカイルの物と決めつけているように……。

　──違う、そうさせたのは俺じゃないか。

「それよりも、カイルの故障も直ったし、そろそろ遺い跡せきに行く日取りを決めましょうか？」

　待ちわびたと言わんばかりに話を切り出すアンビエッタ。実際この数日間、外見上はきさくに接してくれたアンビエッタだが、内面ではずっと遺跡に戻りたがっていたのだろう。

　もしかしたら、治安のいい【シモン】で敢えて護衛の為ためにカイルの傍そばにいたというのも、自らが戦う為の道具である事を、意識したかったからなのかもしれない。

「そうだな……グダグダしても仕方ない。明日には発たとう」

「急過ぎじゃないですか？　まだ怪かい物ぶつを倒す手段も考え付いていないのに」

　不安そうな顔をするバーニィ。バーニィとしても、未いまだ姉を死地に送り出す事に納得している訳ではないのだろう。それにバーニィは、規格の問題でデータの受け渡しが出来ないので、カイル達の中で唯ゆい一いつ怪物を見たことがない。怯おびえるのも当然と言えるだろう。

　恐怖とは〝未知〟から生まれるものである。判断がつかないもの、得体のしれないもの、理解出来ないものには、手放しで怯えてしまうものだ。

　そういう意味で前回と比べ、怪かい物ぶつがカイルに与えている恐怖はいくらかマシになったと言える。いくら正体不明の怪物とはいえ、敵がどういった類たぐいのものなのかが分かっていれば、対応はおのずと見えてくるものだ。

「それについてだが、前回の戦せん闘とうとアンビエッタのデータをチェックして、思いついた手があるんだが……」




「──なるほど。でもその作戦だと、カイルとナインちゃんの負担が大きすぎないかしら？」

「そうですよ！　囮おとりなら僕が……！」

「いや、これは俺とナインでやった方がいい。確かに当初の予定ではバーニィに頼むつもりだったんだが、両りよう脚あしが元通りになった今、俺の方が機動力は上の筈はずだ」

　なにもカイルとて、この数日間ずっとぼんやりしていた訳ではない。既き存そんの情報に加え新たに手に入った怪物とアンビエッタの情報を加味した上で、対応策をずっと模索していたのだ。

　唯ゆい一いつの改造人間サイボーグであるカイルには、機械人形オートマタであるナイン達とは比べものにならないだけの、戦闘経験コンバツトメモリが蓄ちく積せきされている。

　演算能力ではナインどころかアンビエッタにすら敵かなわないが、経験に基もとづき作戦立案する能力に関してはカイルの方が優すぐれている事が分かっているのか、バーニィもアンビエッタもそれ以上反論はしてこなかった。

「分かったわ……私の我わが儘ままに巻き込んで本当に悪いけど、お願いするわね」

「任せてくれ。そうだ……バーニィ、ちょっと聞きたい事があるからついてきてくれないか？」

「聞きたい事？　なんですか？」

「そうじゃ、折せつ角かくだから出発前に軽くメンテナンスしておくか？」

　元よりカイルに背そむく気もないナインは、作戦に異を唱える気もなくカイルの隣となりに座り退たい屈くつそうに髪を弄いじっていたが、マックスが声をかけるとコクコクと頷うなずきついていった。

「別に構わないけど、なぁに？　男同士で内緒話？」

「まぁそんな所だ。ナイン、アンビエッタと出発の用意をしておいてくれ」

　肩を竦すくめるアンビエッタの視線を躱かわし、カイルはバーニィを連れ店の外へ出て行った。




　曇どん天てんの下でも、交易の町である【シモン】は活気で賑にぎわっていた。通りを見れば、いつぞやの楽団が近々何やら催もよおしを開くようで、その客引きをやっているようだ。

　例の派手な踊おどり子が、ナインとは違うベクトルのヒラヒラした格好で舞まう様は、通りを行き交う諸しよ兄けいの視線を根こそぎ集中させていた。

「カイルさん……？　まさかあれが目当てって事ですか？」

　若じやつ干かん引きつつも、やや興味津しん々しんな視線を向けるバーニィ。楽団がいる事など予想外だったカイルは、必死に首を振り否定する。

「馬ば鹿かいえ。もうちょっとついてきてくれ」

　とはいえ、この人ごみはカイルにとって好都合だったので、強引に人ごみを縫ぬうように突っ込んでいったカイルとバーニィは、まるで追つい跡せきを撒まくかの様に通りを抜けていった。

「こんな所か。バーニィ、お前のセンサーでも周囲に誰だれもいないか確認してくれないか」

　喧けん騒そうから離れていった二人は、やがて人通りのない静かな路地に行き当たる。バーニィと共に周囲の様子を窺うかがうカイルだが、どうやらこの辺りには誰もいないようだ。

「誰もいないみたいですが、一体なんだって言うんですか？」

「アンビエッタの事で、ちょっとな」

「姉さんの？　……どういう事ですか？」

　途と端たんに顔を引き締しめるバーニィ。バーニィもこの話が誰にも……いや、アンビエッタに聞かれたくない事だと察したのか、今一度周囲を念入りに確認する。

「正直言うと、アンビエッタをこのまま死なせていいものか迷い始めている」

「えっ、でもさっきの作戦じゃ……」

　カイルがバーニィ達に説明した作戦は、大まかに言えばカイルとナインが囮おとりになり、その隙すきに光学迷彩で身を隠したアンビエッタが、怪かい物ぶつを巻き込み自じ爆ばくするというものだ。

　バーニィには、不測の事態に備えバックアップとして控ひかえているよう頼んではあるが、言うまでもなく作戦の趨すう勢せいを担うのは、前線で怪物の攻こう撃げきに晒さらされ続けるカイルとナインである。

「一応言っておくと、俺はアンビエッタの意思を尊重したいという気持ちもある。だがそれと同じくらい、姉を失ってお前が悲しむのも見たくはない。それに、このままアンビエッタの生き方……いや、死に様を肯こう定ていするのは、ナインの未来も決めちまう気がするんだ」

　これまでの旅で、ナインに対するカイルの価値観が大きく変わりつつある。

　ただ強力な兵器であれば……便利な道具であればよかった筈はずのナインだが、流石さすがに娘と言うのは違う気がするが、掛け替えのない何かになってきているのをカイルは自覚していた。

　故ゆえに、自身の価値を戦う道具としてしか見出みいだせなかったアンビエッタを肯定し死なせる事は、いつかナインに対して全く同じ選択をさせてしまうかもしれないと……いつかナインを失ってしまう、いや手放してしまうかもしれない未来を想起させた。

「もしお前が、本気でアンビエッタに死んで欲しくないと思っているなら、サブプランも考えてある……どうする？」

　死に様で自分の価値を決めたいという想おもいを、今でもカイルは捨てた訳ではない。そうでなくては、地上に置き去られてから無む為いに過ごしたカイルの長い人生とはなんだったのか。

　ただただ浪ろう費ひし続けたこの年月に、一体なんの価値があるというのか……それこそ、人間として死ぬ為ための準備期間だったのだと思わなければやっていられない。

　しかし主義や拘こだわりというのは、案外当人が思っているよりずっと変わりやすいものなのだと、最近のカイルは思い始めてもいる。

　やはりバーニィは姉を諦あきらめ切れていなかったのか、カイルの提案を縋すがるように受け入れた。

「カイルさん……姉さんを、姉さんを止めて下さい。お願いします」

「分かった。だが勘かん違ちがいするなよ？　俺はアンビエッタを説得する気はない。それはお前がやるべき事だ」

　最初にアンビエッタを見た時は、ここまで在り方が違うバーニィとアンビエッタが、一緒にやっていくなど土台無理な話だったのだと思ったが、存外話してみればアンビエッタだって他の機械人形オートマタとさして変わりはしない。生き方も死に方も、最終的に決めるのは本人の自由とはいえ、無理に考え方を狭せばめる必要もまたないのではないだろうか。

「はい！　カイルさん……改めて言わせて下さい、本当にありがとうございます」

「まだ何も終わっていないんだ。礼は受け取れないさ。それに、私事に巻き込むのはお互い様なんだからな」

　互いに励はげまし合うかの様に、肩を叩たたきあうカイルとバーニィは、アンビエッタを生かす方向で段取りをし直す。

　……そんな二人から少し離れた場所で、空間が僅わずかにブレるのだった。













　　　終章　　～不ふ発はつ弾だんの役目～







　翌日、再び名もなき怪かい物ぶつが潜ひそむ遺い跡せきに降り立つ一行。

　いくら重力操作があるとはいえ、カイル達のバギーに四人で乗るのは窮きゆう屈くつだったので、わざわざ廃はい車しや寸前の車を買い取り乗り込んで来たのである。

　いつもなら銃座からバギーを操あやつるところだが、ボロいとはいえきちんとした屋根とドアがある普通の車はナインのお気に召さなかったようで、車から降り立ったナインは若じやつ干かん不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめた。

「そうヘソを曲げるな。あのバギーに四人は流石さすがに狭い。落ちないように広めに重力場を発生させるのも馬ば鹿からしいだろ？」

「うん。でも、武器がないと、なんか、嫌」

　タシウス達が聞いたら、落らく胆たんしかねない感性である。思えばナインは前々から、頑かたくなに銃座の方に乗りたがっていたが、カイルが道具であると定めるよりももっと根本的な部分で、ナインの奥底には兵器としての本能が宿っているのだろうか？

　単に全体像を把は握あく出来た方が、重力操作で持ち上げやすいだけかもしれないが。

　今後、そんなナインの意識を少しずつ変えていくのは中々に難なん儀ぎだと、陽ひも落ち始めた曇くもり空を仰あおぎ溜ため息いきをつきかけるカイル。まだ溜息をつくには早すぎると、出かかっていた「やれやれだ」という言葉を飲み込み、ナインの為ためにもまずはアンビエッタの運命を変えるのだと、改めて決意し直す。

　真っ直すぐ曇どん天てんに伸びる細い塔とうは、根本から見れば天から垂れ下がった糸の様にも見える気がした……願わくば、実際に自分達を天まで連れていって欲しいとカイルは思いつつ、重い正面扉を開けるのだった。




　エントランスに並ぶ柱は怪物を隠す遮しや蔽へい物ぶつであると同時に、下手に傷つけると遺跡が崩れかねないアキレス腱けんである。ここを戦場にするのは些いささか以上に分が悪いのだが、アンビエッタ曰いわく怪物は、自分の絶対領域テリトリーであるエントランスからはほとんど動かないらしい。

　逆に言えばエントランスごと爆ばく撃げきしてしまえば手っ取り早くけりがつくが、それはカイルとしても望むところではない。

「それじゃあ、全員手て筈はず通りに」

　再び正門をくぐったカイルが号令をかける。

「これが最後かしらね。じゃあね、バーニィ」

「あぁ……さよなら姉さん」

　あくまで軽い口調のアンビエッタは光学迷彩で姿を消すと、バーニィは沈痛な面おも持もちを見せた後、託たくすような視線をカイルに向けながら頷うなずくと、遺い跡せきの奥へ駆かけていった。

「カイル、本当にやるの？」

　ナインには既すでに、無線通信で作戦変更の旨むねを伝えてある。サブプランは本来の作戦以上に、カイルとナインの危険が増すので心配なのだろう。

「勿もち論ろんだ……不安か？」

「ううん。でも、アンビエッタ、兵器、違う？」

　別段アンビエッタを生かす事に不服がある訳ではないのだろうが、もしかしたらナインもナインなりにアンビエッタにシンパシーを感じていて、それを今から邪じや魔ましなければならない事を悩んでいるのかもしれない。

「……ナイン、その質問に俺は答える事は出来ない。何な故ぜなら、それを決めるのはアンビエッタ自身だからだ」

「自身？」

「今からやる事は、いわば俺とバーニィの我わが儘ままだが、俺はアンビエッタにもう一度、自分がなんであるか悩んで欲しいんだと思う……ナイン、お前にも考えてみて欲しいと思っている」

「私……兵器、違う？」

　アンビエッタと一緒に、ナインの気持ちも切り替えるいい機会だと思い話してみたものの、これから戦せん闘とうだと言うのに、余計な不安を与えるべきではなかったかと後こう悔かいするカイル。

「まぁすぐに答えを出す必要はないさ……行くぞナイン、今度こそ助けるぞ」

「……了解」

　他人の為ために命を懸かける事こそが、人間らしい行動だと思い遂すい行こうしてきたカイルだが、今回は人間らしさを求めてやる訳ではない。ただ単に、カイルがアンビエッタを助けたいから助けるだけである。

　もしかしたら、人の為に何かするというのは、そんなものでいいのかもしれないと思いつつ、カイルはナインと共に再びエントランスホールへと突入していった。




　先の戦闘とアンビエッタのデータを見て、カイルは怪かい物ぶつのある種の癖くせに気がついた。

　怪物の圧倒的な観察眼──怪物は常に状況を俯ふ瞰かんし、獲え物もの全体の死角をつくことで姿を晒さらさず強きよう襲しゆうを可能としている。光学迷彩という強力な兵装を持ったアンビエッタが仕留めきれなかったのも、この観察眼があってこそなのだろう。

　目にも留まらぬ俊しゆん敏びんな動きと、必ず死角をつく不意打ちに加え、上半身と下半身の巧たくみなコンビネーションにより、怪物はまるで複数いるかの様な強襲を可能にしている。

　しかし裏を返せば、怪物は常に死角からしか攻こう撃げきしてこないという予測も成り立つ。

　そうやって怪かい物ぶつの〝未知〟と言う名の化けの皮を剝はがしていき、怪物をただの獣けものに変えていけば、対応は充分に可能である。

　カイルはエントランスをざっと見渡す……アンビエッタは作戦の為ため、既すでにエントランスのどこかに隠れている筈はずだ。光学迷彩は既に対応されつつあるらしいが、それはアンビエッタが攻撃に移ればの話であり、気配を消す事に注力していれば、怪物もアンビエッタが近くにいる事は分かっても、居場所の特定は出来ないのだそうだ。

「ナイン、エネルギー残存量は？」

「残り90％」

「充分だな。じゃあ始めるか」

「了解。戦せん闘とうモードに、切り替え」

　ナインが瞳ひとみに闘志を宿すのと、エントランスに怪物の気配が混ざったのはほぼ同時だった。

　スタスタとホール中央に向かうカイルとナインを、怪物がねっとりと観察しているのが、プレッシャーとして伝わるようだった。

　──カタッ。斜ななめ後方五ｍ先で、何かが落ちた音を拾うカイル……しかしカイルとて同じ手は二度も食らわない。そうやって一いつ旦たん注意を他よ所そに傾かたむけ──、

「ぐっ！　──そこだっ！」

「グオオオオオオオッ」

　肩越しにライフルを向けて、背面に銃じゆう弾だんを浴びせるカイル。視界にこそ入らないものの、怪物の悲鳴が先制攻撃の成功を伝えた。

「覚悟していたとはいえ、中々痛いな。だが、いけるぞナイン！」

　絶対に死角から来るのだから、背後を攻撃すればいいという一見単純な奇き襲しゆうだが、実際はまだ怪物にも明かしていない手段を前提に成り立っている。

　来る方向が分かっていても、タイミングが分からなければ奇襲は成り立たない。しかし強化フレームさえ傷つける怪物に先手を譲ゆずっては、先のバーニィのように一方的にやられかねない。

「同意。エネルギー、残り89％」

「いいぞ、そのままバリアは背後にだけ張ればいいからな」

「了解。戦闘続行」

　ナインの重力操作の一環である斥せき力りよくのバリアフィールド、砂さ塵じんだろうとスコルの突撃だろうと衝しよう撃げきを緩かん和わする優すぐれものだが、エネルギー消費が激しいので常に展開するのは憚はばかられる。

　しかし重ねて言うが、攻撃がくる方向は分かっているのだ。後はそこにピンポイントでバリアを張るだけで、先手は絶対に取られる事なく、奇襲の反撃を叩たたき込める。

　獲え物ものをしとめられないのがさぞご立腹なのか、カイル達の背中を怪物の呻うめき声が追いかけるも、その爪つめは決してカイル達には届かない。しかし……、

「やはり、ライフルじゃ仕留められないか……」

　カイルの懸け念ねんは二つ。一つは反はん撃げきの手段であるライフルが、ろくに狙ねらえない上に当たっても致ち命めい傷しようになり得ない事。もう一つは、バリアフィールドがある限り怪かい物ぶつの爪つめも太腕も届く事はないが、衝しよう撃げきを相そう殺さいする事は出来ない以上ダメージがゼロという訳ではない事だ。

　その状況を打開する為ために、カイルはそれが来るのを待たなければならない。焦あせるように辺りを見回すカイルだが、深緑と深しん紅くのオッドアイは虚こ空くうばかりを映し何も捉とらえる事はなかった。

「ナイン、そっちはどうだ!?」

「ダメ。見えない」

　殴なぐり飛ばされたナインが、自身の背中に重力場を発生させるも、ナインの能力は座標指定から能力発動までのラグが大きすぎる所せ為いか、怪物を捉えるのは難しいようだ。

　ベコリと潰つぶれる床を尻しり目めに、カイルは舌打ちしつつ周囲を探る。

　──まだか。先さき程ほどよりも強い衝撃が、カイルの背中を強打する……下半身の爪は防げても、上半身の腕は耐えるのが精一杯のようだ。

　──まだなのか。ナインの背後に怪物の腕を発見するも、カイルの放った弾だん丸がんは巨木のように太い腕にあっさりとガードされた。

　──早く。意識は秒刻みに高こう揚ようしていき、集中力は極限まで高められていくものの、やはり現状だけでは怪物は倒せない。むしろ、怪物は早くもこちらのカウンター戦法に慣れ始め、徐々にフェイントを混ぜ始めてきた。

　──早くきてくれ！　頭では焦っても何も解決しないと分かっているが、研とぎ澄まされた心は同時に刻一刻と摩ま耗もうしていくし、そもそもナインのエネルギーだって無む尽じん蔵ぞうではない。

　先程から攻こう撃げきがナインに集中し始めていた……怪物は気がついたのだ。自らの攻撃を阻はばみ、また時折見えない力で床や壁かべを潰しているのがナインだと。

　背後からの奇き襲しゆうに対応するナインをサポートしようとライフルを構えようとしたその刹せつ那な、カイルの目前に鋭するどい爪が現れた。

「なに!?　しまっ──」

　焼ける様な痛みが、カイルの電脳にエラーを送りこむ。すれ違い様にカイルの胸部が十字に切り裂かれたのだ。それまで死角に回り続けていた怪物が、不意に仕掛けてきた正面突破にカイルは全く対応出来なかった。

　知らず知らずのうちに、カイルは意識を背面のみに傾かたむけてしまっていた──いや、怪物にそう仕向けられ、本来なら容易たやすく回かい避ひ出来る筈はずの真正面からの攻撃をもろに浴びてしまう。

　しかし、今の攻撃はナインからカイルへのラグが短すぎる気がした。もしかしたら、これも無意識下に、怪物に手を抜いたスピードを刷り込まれていたのだろうか？

　幸い意識が飛ぶ事はなかったが、処理し切れなかったエラーが全身から力を奪うばい去り、ガクンと糸の切れた人形のように、カイルの体は床に崩れ落ちる。

「カイル！」

「ナイ……ン」

　どこか回路が傷つけられたのか、声は擦かすれナインに届ける事が出来なかった──カイルに駆かけ寄るナインの左死側角から、怪かい物ぶつが仕掛けようとしている──ナインは気付いていない──その向きからではバリアも──ナインの顔を抉えぐらんと、怪物の爪つめが迫るまさにその瞬しゆん間かん、

　──きた！　走そう馬ま灯とうのように弛し緩かんしたカイルの思考を、バチンと神経が繫つながるような感覚が呼び戻し、ナインは死角から迫る怪物を、渾こん身しんの重力操作でねじ伏せた。

　ナインは攻撃の直前まで、怪物に全く気が付いていなかった。にもかかわらず、的確な反撃を叩たたき込めた理由はただ一つ。あの瞬間、ナインには怪物が見えていたからである。

「ざまぁみろ。ナインには死角でも、俺の視覚なら問題ねぇんだよ」

　アンビエッタにはエントランス内に潜ひそみ続け、自分達で隙すきを作るので、合図をしたら奇き襲しゆうするように指示しておいた。怪物もアンビエッタも、カイルとナインはあくまで囮おとりで、光学迷彩による奇襲が本命だと思っていた──いや、カイルに思い込まされていただろう。

　しかしカイルの思おも惑わくは別にあった。光学迷彩は怪物には読まれている。しかし読まれている事が読めれば、それは立派な武器になる……視覚共有という、大本命を隠す立派な武器に。

「よし、これであとは──」

　ようやくエラーを消化し切り、立ち上がったカイルは怪物にとどめを刺さんと駆け寄る。

　アンビエッタが今どこに隠れているかは分からないが、既すでに重力場で縫ぬい止めている怪物を、カイル達よりも先に仕留めるのは不可能だ……事前にカイルの作戦を知ってでもいない限りは。

『敵を騙だますには、まず味方からって事？　……でも、残念だったわね』

「ナイン！」

　ナインの背後の空間が、蜃しん気き楼ろうのように揺らめくのにカイルが気付いた瞬間には、ナインは既に遥はるか後方へ投げ飛ばされた後だった。

　ナインが激突した壁かべは、土つち煙けむりを巻き上げナインの所在を覆おおい隠してしまう。衝しよう撃げきで視覚共有が断たたれてしまったが、重力場は維い持じされているようなので、おそらく無事なのだろうが……。

　光学迷彩を解除したアンビエッタは、バイザーの奥に静かな怒りを湛たたえ、冷やかにカイルを見下ろしていた。

「盗み聞きとは感心しないな」

「隠し事はお互い様でしょ。でも別に恨うらんではいないわ、こうして怪物を私に倒させてくれるんだから……じゃあねカイル、ナインちゃんには貴方あなたから謝っておいて」

　情を振り切るように怪物に向き直ったアンビエッタは、鎧よろいのような外部装甲を纏まとった右手を高々と掲かかげ始める。

　痛々しく朱しゆ色いろに輝き始める右腕こそが、アンビエッタに搭とう載さいされた自じ爆ばく兵装なのだろうか。赤熱する右腕を怪物に向けたアンビエッタは、満足げに微笑ほほえむとそっと呟つぶやいた。

「やっと楽になれる……さようなら、バーニィ──」

「ねえさああああああああああああああん！」

　絶ぜつ叫きようをエントランスに響ひびかせ、弾だん丸がんのように突っ込んできたバーニィがアンビエッタを強きよう襲しゆうする。アンビエッタも反応出来ないような加速、バーニィのスペックではありえない速さである。だとすれば、考えられるのはナインの仕し業わざに他ならない。

　案の定、壁かべの穴から煙けむりが晴れると、得意気にこちらを見つめるナインの姿があった。

　外部装甲はあくまでも大量生産を念頭に置いた防ぼう御ぎよ策、カイル達のように強化フレームを内蔵している訳ではないので、構造上脆もろい部分がどうしても存在する。

　その内の一つである関節部を正確に狙ねらった斬ざん撃げきは、臨界寸前の右腕を高く切り上げた。

　斬きり飛ばされた右腕は、本来なら持ち主ごと敵を焼き尽くす筈はずが、支柱を一本だけ巻き込み燃ねん焼しようしてしまう。空間を焼かれた余波で周囲に熱風が巻き起こるも、アンビエッタの右腕が喪そう失しつした事を除のぞけば、誰だれ一人として怪け我が一つ負わず仕じ舞まいだった。

「バーニィ……どうして？　私はもう悩むのに疲れた……兵器として死にたかったのに」

「なにが……なにが疲れただよ！　甘えるな！」

　普段爽さわやかな笑みを浮かべているバーニィの激げき昂こうは、流石さすがのアンビエッタも見たことなかったのか、非難するような視線から一転、驚きよう愕がくに言葉を詰まらせるアンビエッタ。

「生き方に悩んでいるのが、姉さんだけだと思ったら大間違いだ！　僕だって……僕は、本当はもう戦いたくないのに、結局これしか出来ないから……それでも、姉さんと一緒だったから頑がん張ばれたんだ！　姉さんと一緒だから、戦った後に姉さんがいたから……」

　いつも陽気で、常に他人を気き遣づかう余裕を見せるバーニィだって、お気楽になんの悩みも抱かかえず生きてきた訳ではない。それはきっととても当たり前の事で、当たり前だからこそ忘れそうになるのだろう。

「僕だけじゃない。カイルさんだってナインちゃんだって、このままで大丈夫なのかって不安だけど、それでも前を向いて生きているじゃないか！　それなのに、姉さんはいつまでも昔の事ばかり考えて」

「それが悪いっていうの？　自分の存在意義に悩む事が、いけない事だっていうの？　バーニィはいいじゃない、ただ初期化されただけなんだから。私は、死に損そこなったから……」

　怪かい物ぶつを縛しばりつけたまま、心配そうにカイルのもとへ駆かけ寄るナイン。

「怪物、倒す？」

「いや、それは……姉弟きようだい喧げん嘩かが終わってからだな」

「了解」

　こくりと頷うなずくと、ナインは片手を怪物に向けたまま、ストンとカイルの隣となりに体育座りする。

　後が先になってしまったが、こうなったら納得するまで口論した方がいいだろう。その上で、アンビエッタがどうしても怪物と心中したいと言うのであれば、それはそれで受け入れるべき結末なのかもしれない。

「姉さんは悩んでいるんじゃない、悩むふりをして逃げているだけだ。悩むのが面倒で、楽になりたいなんて言って逃げるなら……逃げるなら、どうして僕を目覚めさせたんだ！　置いていかれた僕が、どんな気持ちで姉さんを探したか考えてみろ！」

　アンビエッタの肩を摑つかみ、揺さぶりながら訴うつたえかけるバーニィ。

　バーニィの言葉に、カイルは隣に座るナインを見やる……カイルも、最初はナインを手放す事も選せん択たく肢しの一つとして考えていたし、実際ベースキャンプから脱出する際に、ナインの回収は諦あきらめていた。もしあの時、仮にカイル一人で脱出に成功したとしたら、ナインもバーニィの様にカイルを探し出し、ああして激げき昂こうしたのだろうか……。

「僕は姉さんがいたから今生きていられるんだ。だから、そんな姉さんが生きる事に疲れたなんて言わないでくれよ……」

　バーニィは涙こそ流せないが、メルネフの様に声音や仕草から、泣いている事がひしひしと伝わってくる気がした。【マツト】ではそれが不思議だったが、もしかしたらこれこそが、魂たましいが泣いているという事なのかもしれないと思うカイル。

　そういう意味では、成なる程ほど確かにバーニィには魂があると言ってもいいのかもしれない。

「だってしょうがないじゃない！　私だって姉として貴方あなたに接していたかったけど、分からないのよ……どうするのが姉らしい振る舞まいなの？　私はバーニィのような顔がないし、両腕は醜みにくい武器だし、私は姉としても兵器としても、不完全なのよ……教えてよバーニィ！　私の役目はなんだって言うの!?」

「……これは、持論だが、そもそも兵器や道具は自分が何物なのかなんて悩んだりしない。自分の存在意義を求め、悩む事が出来た時点で、あんたはもう兵器じゃなくなったんじゃないか？　弟との接し方で思い悩むなんて、姉なら誰だれだってすると思うぞ？」

「カイル……」

「カイルさん……」

　助け船を出すつもりはなかったのだが、つい口を挟んでしまったカイル。

「兵器じゃ、ない……か」

「別に今すぐ考えを変えろとは言わないさ。だが、もう少し悩んで……いや、向き合ってみるのもいいんじゃないか？」

「…………分かったわ。どうなるかは分からないけど、とりあえず逃げるのは止やめてみるわ」

　アンビエッタは、困こん惑わくしつつもどこか晴はれ々ばれと微笑ほほえむと──表情こそないが、カイルには確かに微笑んでいるように見えた──なにかと決別するかのように、カイルから受け取ったライフルを構え、怪かい物ぶつの頭部に数発撃うちこんだ。

「さて、それじゃあ俺達は遺い跡せきを探索するから、バーニィ達は──」

「兵器じゃない？　……悩んだら、もう道具じゃなくなるの？」

　消え入りそうなナインの声に、ハッと振り返るカイル。自分の失言に気が付くももう遅い。

「カイル、考えろって、でも、兵器じゃない、否定、私、なに？」

　弾はじかれるように立ち上がったナインは、両手で激しく頭を押おさえつけながら後退していく。

「ナイン……落ち着いて俺の──」

　それを見て、驚おどろきのあまりカイルの思考は停止してしまった。




　……ナインの右みぎ眼めから、一筋の涙が流れ落ちたのだ。




「──ナイン、お前」

「否定、不明、いやっ……いやああああああああ！」

　ただの義眼である深緑の左目は虚うつろなままだが、確かな感情……いや激情と共に深しん紅くの右眼から、殺意の代わりに大粒の涙が零こぼれ落ちる。

　斥せき力りよくを衝しよう撃げき波はのように展開したナインは、歩み寄ろうとするカイルを拒絶し飛び去ってしまう。瞬またたく間に遺い跡せきの奥へと消えていったナイン。

　カイルは歯は嚙がみしながら、床に転がる石を蹴けり上げた。

「くそっ！　こうなる事は分かっていたのに。くそっ、くそっ！」

　怒ど涛とうの勢いで高度に複雑化していたナインの知性だが、未いまだ発展途上で幼さが残っている上に、その根幹には自身をただの道具とみなそうとする、カイルの最優先指令が根付いていた。
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　どれだけ精細かつ複雑に状況を把は握あく出来ても、物であるナインは持ち主であるカイルに是ぜ非ひを問う。だからこそナインは悩まずに済むし、だからこそナインは迷いなく戦う事が出来る……それなのに、カイルに自分が何物か考えてみろと言われたかと思いきや、悩んだ時点で兵器でなくなるなどと言われれば、矛む盾じゆんに耐えきれなくなるのは当たり前の事だったのだ。

「もっとゆっくりと、少しずつ意識を変えていかなきゃいけなかったのに……くそっ！　どうしてもっと言葉を選ばなかったんだ……ちくしょう！」

「カイル、落ち着いて。幸いもう怪かい物ぶつはいないんだから、広い遺い跡せきだけど捜さがすのはそう難しくはないわ。勿もち論ろん、捜しに行くのよね？」

　アンビエッタが優しく諭さとすと、カイルはくしゃくしゃっと髪をかき上げ、即座に気持ちを切り替える。

「勿論だ……すまないが、もう少し協力してくれないか？」

「当然ですよ！　行きましょう、カイルさん！」

　カイル達は頷うなずき合うと、エントランスホールの奥に控ひかえる階段へと駆かけて行く……残された怪物の死体は、ピクリとも動かずカイル達を見送っていた。




「とは言ったものの、こんな馬ば鹿かでかい遺跡をどうやって捜しましょうか？」

「この手の遺跡は、大たい抵ていマスターユニットが設定されているんだ。前にアンビエッタが言っていた通り、まだ人の手が入っていないなら、発はつ掘くつされずに残っているかもしれない」

「マスターユニット？」

　カイルを先頭に、一行は道中のフロアには目もくれず、果てしない螺ら旋せん階段を上へ上へと駆け上がっていた。一度初期化されてしまったバーニィ達は知らなくて当然だろうが、この遺跡を始めとした各地に眠る遺跡は、大たい抵てい元々は戦時中に作られた軍事施し設せつである。

　カイルとて兵士時代は所しよ詮せんただの一兵卒だったので詳しくは知らないが、こういった施設の管理には情報処理に特化した機械人形オートマタが、施設の中ちゆう枢すうとして組み込まれているものなのだ。

「もしマスターユニットがまだ生きていれば、遺跡の全容をリアルタイムで把握している筈はずだ。逃げ回るナインを闇やみ雲くもに探すより、マスターユニットを探した方が手っ取り早い」

「成なる程ほど。じゃあ今カイルさんが目指しているのは……」

「あぁ、この施設の管理ブロックだ。幸いこの遺跡は状態がいい、見取り図も綺き麗れいに残っているから探す手間も省けた」

　などと話している内に、カイル達の機械の足は早くも20階へと辿たどりつく。各階の間取りを表す簡易地図が、この階の中央が管理ブロックとなっていることを示していた。

「この階だ。入るぞ」




　エントランスホールに怪物が陣取っていた所せ為いか、遺跡はほぼ完かん璧ぺきな状態で保全されているようだ。分厚く降り積もっている埃ほこりを除けば、管理ブロックは遠い昔人がこの施設を手放した状態のまま時が止まっているようだった。

「管理ブロックはシェルターの様になっているって聞いていたんだが、どうやらここは違うみたいだな」

「この立地じゃ、攻め込まれる心配がなかったって事かしらね。まぁなんにせよ、今は一分一秒が惜しいからありがたいわね」

　厳重とは言い難がたい区画を、悠ゆう々ゆうと進んでいくカイル達。マスターユニットがいるであろう中央の部屋も、かつてナインが眠っていたような防ぼう壁へきすらないのだから、拍子抜けと言わざるを得ない。

「いた……あいつだ」

　やや広めの部屋の中央には、玉座のような椅い子すが設置されていて、そこにはナイン同様真っ白な肌に、宵よい闇やみのような艶つやのある真っ黒な髪の機械人形オートマタが、眠るように座っていた。

「でも……この子も機械人形なら、とっくに溜ため込んだ情報がパンクしてるんじゃ」

「いや、マスターユニットとして遺い跡せきと繫つながっている間は多分大丈夫だ。こういう言い方はしたくないが、今のこいつはこの施し設せつを管理運営する為ためだけに存在している。つまり、その為に必要ない情報は順次消去してる筈はずだ」

『ＡＲ‐97　λ／Ｂ、起動します』「その通りです。当機を心配する必要はありません」

　バーニィの懸け念ねんに答えるかの如ごとく、眠っていた機械人形はパッチリと瞳ひとみを──これまたナインと同じ様な、血を思わせる程ほど鮮あざやかな真しん紅くの瞳を開いた。

「西欧解放軍伍ご長ちよう、カイル＝ニムバスだ。登録コードはＷＥ１７Ｒ８９Ｅだ」

「認証しました。こんにちはニムバス伍長、御ご用ようはなんでしょうか？」

「今この施設に、お前と似たような型の機械人形がうろついている筈だ。所在を知りたい」

「了解、全監視装置再起動、捜そう索さくを開始します」

　マスターユニットは玉座に腰かけたまま、静かに瞳を閉じる。背中からは何本も太いケーブルが伸び、玉座に繫がっている事からも、彼女がこの遺跡と一体化しているのだという事が分かる気がした。

「捜索終了しました。該がい当とう件数……０件。です」

　再び瞳を開いたマスターユニットは静かに告げるも、それではいそうですかと納得するカイル達ではない。

「そんな！　ナインちゃんは確かに遺跡の奥に入っていったのに」

「やっぱりどこか、壊こわれちゃってるんじゃないかしら？」

「本当にくまなく探したのか？　まさか俺の権限じゃ入れない区画があるなんて言うなよ？」

　カイル達に否定され、マスターユニットは若じやつ干かん不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめ頰ほおを膨ふくらませる。

「検索結果は、あくまで当機と同型ないし近しい型の機械人形です。検索条件を変えて頂ければ、該当する機体は確かに当施設に存在します。ニムバス伍ご長ちようの条件の絞しぼり方が、不適切だったに過ぎません」

「そういう事かよ。悪かった、それで？　なんて条件を絞ればいいんだ？　ただ機械人形オートマタとだけ言ったら、ここにいるバーニィ達だって該当するだろ？」

　今いま更さら言うまでもない事だが、機械人形はどれだけ人間らしい言動を取ろうとも、得てして融ゆう通ずうがきかないものである。一発でナインを見つけて欲しかったので、敢あえて条件を絞しぼろうとしたのだが、どうやらカイルが思った程ほどナインとは似ていないと判断されたようだ。

　それはそうと、このマスターユニットも製造技術は相当なもののようで、機械人形の中でもかなり感情表現が豊かな方であるバーニィと見比べても、表情の作り方はとても自然に見える……にもかかわらず、ナインには劣おとると感じるのは、カイルの贔ひい屓き目めが入っているからだろうか？

「それでしたら簡単です。全く未知の機械人形を探せと命じて頂ければ──」

「なんだ、そんな簡単なら最初から──」

「待て、ちょっと待ってくれ」

　マスターユニットとバーニィの言葉を遮さえぎるカイル……ヒヤリと汗が伝うような戦せん慄りつが、カイルの背筋を冷やす。

「全くの未知？　ＡＲ‐97、指令変更だ。お前のデータバンクは、何年で止まっているんだ？」

「了解です。当機の最終更新日は、西暦三○一六年四月八日です」

「……やっぱり戦争末期か」

　各軍事施し設せつの中ちゆう枢すうを担になうマスターユニットは、常に互いに情報共有を行っていると聞かされた覚えがある。

　つまり全すべてのマスターユニットは、世界中のあらゆる兵士や軍用機械人形の情報を網もう羅らしている筈はずなのだ。つまり戦争が終わる末期も末期まで、このマスターユニットは情報更新を行っていた以上、このマスターユニットが知らない軍用機械人形などいない筈ないのだが……。

「あ、そういえば……カイル、貴方あなた達の密談を聞いて動どう揺ようしていたから、すっかり伝え忘れていたんだけど……マックスさんが、ナインちゃんは何かおかしいって」

「マックスが？　どういう事だ？」

「ナインちゃんを拾った時の状態を教えてくれって……前にカイルから聞いた通りに伝えたんだけど、いくらなんでも状態が良すぎるって。まるで、最近作られたばかりみたいだって……」

　地下施設で眠っていたナインを思い返すカイル。言われてみれば、確かにナインは不可思議な点が多かった。型式番号が割り振られていなかった事もそうだし、いくら最さい先せん端たん技術で製造されたであろうナインでも、戦争が終わってから途方もない年月が経たったにもかかわらず、あんな粗そ末まつな施設で……いやそもそも、この遺い跡せきならともかく天てん奪だつされたあの遺跡自体、機能を生かしたまま残っていたなとど、奇妙な話だったのではないだろうか。

　カイルはずっと、ナインのハイスペックさは戦争末期のものと思っていたが、もしかしたら認識が甘かったのではないだろうか？　ナインが作られたのは、戦後だったのだとしたら……。

「あの、なんかよく分かりませんが、今はともかくナインちゃんを捜す方が先なんじゃ」

　バーニィの声で我に返るカイル。確かに、ナインがいつ作られたのだとしても、カイルにとってナインの存在価値が変わる事はない。

「……そうだな。ＡＲ‐97、未知の機械人形オートマタを捜している。所在を割り出してくれ」

「了解。該がい当とう件数、１件……当施し設せつ屋上部、展望台にいるようです」

「よし、行こう！」

　即座に管理ブロックを後にするカイル達……しかしカイルの不安は拭ぬぐえぬまま、むしろ言いようのない恐怖が膨ふくらんでいくのだった。




「見つけた、ナイン！」

　天へ貫つらぬく遺い跡せきの頂上まで駆かけ上がったカイル達が展望台へ向かうと、マスターユニットが気を利きかせてくれたのか、スイッチを触ってもいないのに次々に照明が灯ともる。

　帽ぼう子しのつばのように塔とうからはみ出た展望台がライトアップされると、そこには遥はるか地平線を眺めるかの如ごとく立ち尽くす、ナインの姿があった。

　間もなく夜明けを迎えようとしている空は、彼方かなたまで広がるスカイウォールに阻はばまれ星の光も見えはしない。

　塔の最上部に位置する展望台は、そんな夜空を背景に遺跡の全体像が見下ろせる。

「ナイン、一緒に帰ろ──」

「カイル……」

　振り向いたナインの瞳ひとみは、涙が乾ききった所せ為いか光を失い焦しよう点てんも定まっていない。まるで糸の切れかけたマリオネットのように、フラフラとこちらを見つめるナイン。

「ナイン……？」

「かいる……望み、臨のぞみ、のぞみ……空、いく……肯こう定てい、行程、こうてい？」

　出会ったばかりの頃ころのように、たどたどしい口調で喋しやべるナイン。まるで逆再生しているかの如く、口にする言葉は徐々に精彩を欠いていく。

「ナインちゃん!?　なんて馬ば鹿かな真ま似ねを……ＯＳをダウングレードするなんて」

　驚おどろくバーニィは眼中にすら入っていないのか、ナインはかつて自らの眼めを抉えぐり出した時のような、虚うつろでおどろおどろしい笑顔をカイルに振り向けるばかりである。

　刻一刻と光が失われていく瞳から溢あふれるのは最も早はや殺意ですらなく、壊こわれてしまった心から滲にじみ出る狂気だけだった。

　人間にとって無意識下で行われる、不要な情報の削さく除じよが機械には不可能なのと同じように、人間は一度獲かく得とくした知性を退化させる事が出来ないが、機械はＯＳをダウングレードする事でそれが出来る……出来てしまう。

　折せつ角かくここまで成長した知性を放ほう棄きするナイン……それはカイルの言葉にナインなりに必死に応こたえようとした結果であり、カイルとのこれまでの旅を否定する行動だった。

「かいる、のぞみ、空、宙そら、そら、飛ぶ、跳とぶ、とぶ、でしょ？」

　あれだけ豊かだった表情のほとんどを捨て去り、ただの人形のようになっていくナイン。

「ナイン、もういい……もういいんだ。やめてくれ、ナイン！」

　ナインのやろうとしている事に気がつき、痛切な面おも持もちでナインを止めようとするカイルだが、その言葉がナインに届く事はない……何な故ぜなら今のナインは、考える事を止やめたただの物なのだから。

「わたし、かんがえる、辞める、止やめる、病やめる、やめる……だから、かいる……」

　最後の瞬しゆん間かんカイルに見せた表情は、泣きそうな顔でそれでも必死に微笑ほほえもうとする──まるで、精一杯親に褒ほめてもらいたがる子供のようだった。




「わたし、えらい？」




　生気が跡あと形かたもなく消え去った右みぎ眼めが、再び毒々しい深しん紅くの光を放ち始める。それと同時に、遺い跡せき全体が……いや、付近の山脈を含めた大地が激しく揺れ始めた。

「またプレッシャー!?　いえ、これは……本当に地じ震しんが？」

「……もっと正確に言うなら、この遺跡が宙に浮き始めているんだ」

「そんな!?　それじゃあまるで天てん奪だつじゃないですか……まさか、ナインちゃんは──」

「そうだ。恐らくこれがナインの本来の役目……ナインの重力操作は、大地を天に持ち去る為ための機能だったんだ」

　ナインがどういう経けい緯いで、地上に残ったのかは分からない。

　何かの手違いで使われる事なく置き去りにされたのか、いつか再び大地を奪うばう時まで仮眠をとっていたに過ぎないのか、あるいはもう用済みと捨てられたのか。

　はっきりと分かるのは、遺跡はカイル達の見ている前でどんどん大地から離れていき……それは、カイルの為の行動ということだ。

　この遺跡がヘブンズゲートだったかどうかは分からないが、当初の目的であるアンビエッタの延命も達成し、今こうしてカイル達は上空へと旅立とうとしている。

　空での暮らしはバーニィとアンビエッタにとっては本意ではなかっただろうが、住めば都と言うし案外すぐに適応出来るかもしれない。

　ナインのＯＳにしたって、空っぽになったとしてもまた最初から教え直せば済む話だ。

　全すべてはカイルの望みの通りに進み、カイルの望みが達成される事はナインの望みでもある……──本当に？　……かつてはそうだったかもしれない。でも、もう違う！

「ナイン！　俺の戯たわ言ごとを真に受ける必要はない！　今すぐこんなこと止やめるんだ！」

「……………………」

　聞こえていないのか、聞きたくないのか。あるいは聞くだけの知性がもうないのか……ダラリと首や腕を垂らし宙に浮くナインは、いよいよもってマリオネット染みてきている。

　苦しそうに呻うめくことも、悲しそうに泣くこともなく、天てん奪だつする為ための装置としてただそこに在るだけ。これではただ存在しているだけだ。生きているとは言えない。

「ナインちゃん！」

「こんな事止めなさい！」

「二人とも、待て──」

　ナインを止めようとしたバーニィとアンビエッタを、バチバチと紅あかい狂気を纏まとった斥せき力りよくフィールドが、まるでナインの拒絶の意思そのものとでも言うかの如ごとく展開し二人を弾はじき飛ばす。

　不可視の力に吹き飛ばされた二人は、突風に飛ばされる木の葉のように展望台の縁ふちに叩たたき付けられた。

「ぐっ。ど、どうします……？　僕たちはどうすれば……」

「こうなったナインちゃんを止めるなんて、私たちには……」

　フラフラとよろめくバーニィ達が狼ろう狽ばいするのも無理はない。正直なところ、カイルがいくら電脳をフル稼か働どうさせても、現状を打破する手段が思い浮かばない。

　ナインの斥力フィールドを突破出来る武装といえば、アンビエッタの左腕に残った自じ爆ばく兵装くらいだが、それに頼るのは本末転倒もいいところだ。そもそも、強引にナインのバリアを破は壊かいしたところで、ナインが天奪を止める訳でもない。

「そうだ！　いっそここから逃げ出すってのはどうです？　ナインちゃんの目的は、あくまでカイルさんを空へ連れていく事でしょ？」

「無理だな。今からじゃどんなに急いで降りたって、下の階に着く頃ころにはこの遺い跡せきは高高度まで浮かんじまっている。いくら俺達でも、バラバラになるのがオチだ」

　カイルの言葉を裏付けるように、空を目指す遺跡の周辺には、堀ほりに沈んでいたヘブンズダストがついでに持ち上げられ、衛星の如く随ずい伴はんし浮かんでいた。それに万一脱出出来たとして、今のナインにカイルがいなくなったら、天奪を止めるだけの思考能力があるかは疑わしい。

「このままここにいても埒らちが明かないわ……マスターユニットを頼ってみるってのはどう？」

　アンビエッタの提案について思案してみるカイル……戦後に製造された可能性が高いナインについて、マスターユニットが有益な情報を持っているとは考えにくい。

　しかし、確かにこのままここでうんうん唸うなっていても何も閃ひらめきそうにはないし、あれでマスターユニットに搭とう載さいされた電脳は、それこそカイルやバーニィは足元にも及およばない、ナインと同程度のスペックの筈はずである。直接解決策は提示出来なくても、なにかしらのきっかけを与えてくれる可能性は充分にある気がした。

「よし、戻ろ──」

　再び激しく揺れる遺い跡せきに、カイルは言葉を詰まらせる。何事かと辺りを見回せば、遺跡はカイルの予測よりもずっと早く浮上していたのか、遺跡の先せん端たんがスカイウォールに突入し始めていたのである。

「──もうこんな高さまで。急がないと戻れなく──いや、これは……？」

　展望台から空の壁かべが触れそうな程ほど浮上していた遺跡だが、どういう訳か先端をスカイウォールに刺し込んでから、それ以上進まず空中で静止してしまっていた。

「止まり、ました？」

「ナインちゃんが何かしたって感じじゃないみたいだけど……」

　スカイウォールを突破するにはこの遺跡は大きすぎたのか、あるいはナインのエネルギーが足りていなかったのか、ダウングレードと共に重力操作もスキルダウンしてしまったのか。

　理由は定かではないが、ナインが持ち上げていた遺跡は最も早はや静止すら出来ないのか、徐々に降下し始めていった。

「なんだかよく分かりませんが、助かったって感じですか？」

「ナインちゃんには気の毒な結果になったけどね……」

「面倒かけて済まなかったな。後はこっちで──危ない！　避よけろ！」

　遺跡が刺し込まれた空の壁から、入れ替わるように降ってきたのは大きな瓦が礫れきの塊かたまり……遺跡よりも先に浮上していたヘブンズダストが、ナインの力から解放されバーニィとアンビエッタ達を押おし潰つぶさんと落下してきたのだ。

　しかし先程ナインにやられたダメージの所せ為いか、二人はろくに反応出来ていない。

　咄とつ嗟さに……そう、これまで常に助けられる確率を計算した上で動いていたカイルが、初めて考えるよりも前に咄嗟に体を動かしていた。

　助けられる確率が僅わずかでもあるのなら──違う。たとえゼロになっても──違う。人助けとは駆かけ引きでなければ、意気込んでやるものでもないのだ。

「カイルさん……！」

「どうしてこんな事を！　あなたに何かあったら、ナインちゃんが……」

「……分からん。気付いたら、体が動いてた」

　なんとか二人を押し退のけたカイルだが、代わりに自分が瓦礫に押さえつけられていては世話がないと自じ嘲ちようする。ギシギシと軋きしむ内部フレームは今にもヒビが入りそうだが、どうにか胴どう体たいが裂けるのだけは免まぬがれたようだ。どこか回路がいかれたのか、どれだけ力を込めても全身が石のように重い。

　それでも意識は途切れなかった機械の体を、恨むべきかありがたがるべきなのか。

　どうやら頭部を傷つけてしまったようで、流れ落ちる人工血液がカイルの右みぎ眼めを塗り潰つぶす。

「……ナインは？　ナインは無事なのか？」

　深緑の右眼は赤黒い血に塗まみれ開ける事も出来ないが、譲ゆずり受けた深しん紅くの左目だけでナインを捉とらえると、斥せき力りよくフィールドで無傷だったナインは、ただただ無表情のまま見つめていた……いや、今のナインは目を開けているだけで、何も見てなどいないのだろう。

「ナイン……」

　自分が危機に陥おちいれば、ナインが目を覚ましてくれるのではないかなどという打算は毛頭なかったものの、子犬のように自分に懐なついていたナインが、こうも無反応なのはこの上なく堪たえがたく……それ程ほどまでに、自分の中でナインの存在が大きくなっていたのだと改めて認識する。

「急いで修理しないと！　どこか……そうだ、それこそマスターユニットの所に」

「私が岩をずらすから、バーニィはカイルを──バーニィ！　あれを見て！」

　どうやら首から上の回路はまだ生きていたのか、アンビエッタにつられカイルも上空に目をやると、ダメ押しとばかりにスカイウォールから零こぼれ落ちてきたのは、家程はあろうかという巨大なコンテナだった。

「またヘブンズダスト!?　くそっ、それどころじゃないのに……」

　しかしコンテナはスカイウォールに引っ掛かっているのか、先せん端たんをこちらに向けてこそいるものの、すぐには落ちてこないようだ。さらに言えば、スカイウォールの真下にいた先程とは違い、大分降下してきた今なら展望台から逃げる余裕は充分にある……カイル以外は。

「二人とも、急いでここから逃げろ。俺とナインなら大丈夫だから」

「そんな事出来る訳ないでしょ！　待ってて、今こんな岩──くっ」

　慌あわてて大岩をどかそうとするアンビエッタだが、どれだけ力を込めようとも隻せき腕わんでは岩は僅わずかしか動かせず、傷口からバチバチと痛ましく火花を散らすばかりだった。

「バーニィ！　早くカイルを引っ張り出して！」

「無理だよ姉さん！　もっと岩をずらしてくれなきゃ、カイルさんのボディが！」

「二人ともいいから逃げろって言ってるだろ！　ヘブンズダストがさっきよりずれてきてやがる。もうすぐ落ちてくるぞ！」

　互いに怒鳴り合うも岩もカイルも一向に動かず、着実に動いているのは頭上のヘブンズダストだけだった。

　その時、ボンッと小さな爆ばく発はつ音を立てたかと思いきや、アンビエッタの首筋から黒こく煙えんが噴ふき出す。もしかしたら、我が慢まんしていただけで先程のナインの攻撃はかなりのダメージだったのかもしれない。自爆前提に作られているアンビエッタは、ただでさえ耐久力が低いのが災わざわいした。

「姉さん!?」

　バイザーがガビガビと明滅し、アンビエッタの意識がない事を映し出す。

「バーニィ、ここまでだ……今すぐアンビエッタを連れてここから逃げろ」

「カイルさん、でも……」

　深刻なダメージを負っているのはバーニィも同様だろうが、アンビエッタ一人連れていくだけならなんとかなるだろう。

「お前たちだけでも生きてくれ……出来れば、ナインも回収してやってくれるとありがたい」

「カイルさん……僕、そんな……」

「グズグズするな！　やっとアンビエッタがお前と向き合ったんだぞ！　行け!!」

　カイルに発破をかけられたバーニィは、黙って一礼するとアンビエッタを背負い展望台を後にした。フッと自じ嘲ちようしつつ、再びナインの方を向くカイル。

「思えば俺も、ずっとお前から目を逸そらしていたんだろうな……」

　バーニィが見えなくなったのとほぼ同時に、ズルズルと動いていたヘブンズダストがスカイウォールから解き放たれ、真っ直すぐこちらに落下してきた。

「ここまでか……」

　右目は人工血液で塞ふさがれ、左目も膨ふくれ上がったエラーで開いているのもやっとだが、それでも……最後だけでもナインに向き合おうと、必死に目を見開くカイル。

「ありがとうナイン。無む為いに長い人生だったが、最後にお前と旅が出来て幸せだった……それなのに、ごめんな……お前をそんな風にしか扱ってやれなかった俺は、マスター失格だな……」

　回路が限界なのか、血が滴したたってきたのか、左目を開けているのが困難になる……もう楽になってもいいかと、瞳ひとみを閉じようとしたその瞬しゆん間かん、




『否定』




　ビリッと、左目が何かに繫つながった感触で痺しびれる──この感覚には覚えがある。ナインとの視覚共有だ。ほとんど条件反射のように頭上のヘブンズダストを見上げた瞬間、あわやカイルを押し潰つぶす直前で、不可視の力がフワリとヘブンズダストを支えたではないか。

　しかし、ナインは外界との接触を拒絶し、考える事を放ほう棄きし、ただの物になった筈はずでは……？

『カイルは、私のマスター。とても、大事な人。失格、否定』

　不思議な事に、ナインの声は肉声というより、頭に直接響ひびくように伝わってくる……まるで、カイルとナインの心までもが、リンクしたかのような感覚だった。

　次の瞬間、展望台を横一線に深しん紅くの波紋が広がっていき、カイルを押さえつけていた瓦が礫れきは、音もなく持ち上がったかと思いきや、そのまま遺い跡せきの外へ放り投げられた。

『カイル……大丈夫？」

　振り返る事も出来ないカイルの首元に、小さな手がそっと添えられた。

「お前、どうして……ＯＳはダウングレードしたんじゃ？」

「カイルの中に、私の心、残ってたみたい……ただいま、カイル」

「そうか……おかえりナイン。戻ってきてくれて嬉うれしいよ」

「うん！」

　ガバッと力強く、カイルの頭を抱きしめるナイン。そうでなくても既すでにボロボロのボディが、今度こそ壊こわれるかと思ったが、カイルは微笑ほほえみながら黙ってナインの抱ほう擁ようを受け入れた。

「ごめんねカイル。私、もう考えるの止やめようって、思ったんだけど、カイルの声が、聞こえた気がして、戻ってきちゃった」

「いいんだ。俺の方こそ、お前に俺の妄もう執しゆうを押し付けてすまなかった……でも、どうして急に視覚共有が……」

　結局未いまだ視覚共有のトリガーは分からず仕じ舞まいである。もっとも、今回のこれは狙ねらってやった訳ではないし、まさかナインから貰もらった左目が、こんな役目を果たすとはカイルも思ってもみなかったのだが。

「多分、これのおかげ」

　そう言うとナインは、そっとカイルの顔に指を近づける。

「おい、なん──」

　ナインはカイルの左目にそっと指を添えると、涙を取って見せたのだ。

「これ、俺の……？　人工血液じゃなくて、俺の……涙？」

　思い返してみれば、カイルの左目は元々ナインのものである。先さき程ほど心を閉ざそうとした時に、涙を流してみせたナインの右みぎ眼めと全く同じものであれば、涙を流せても不思議ではない……という事なのだろうか。

「俺……そうか、泣けるのか……泣けるんだな」

　人間だけが泣く事が出来、機械だから泣けないなどと言う気はない。しかし……この一滴てきの涙は、カイルが取り戻した人間性の証あかしのような気がした。

「カイルの心、私に届いたよ。温かかった」

「そうか──」

「カイル！　……あら、お邪じや魔まだったかしら？」

「カイルさん、ごめんなさい。カイルさんは恩人なのに、僕──」

　カイルの言葉を遮さえぎったのは、ニヤニヤと笑うアンビエッタに意気消沈したバーニィだった。互いに支え合う二人もカイルに負けず劣おとらずボロボロで、そんな体で助けに戻ろうとしてくれただけでも、カイルは充分にありがたく思った。

「突とつ如じよ施し設せつが空へ浮上し始めたので、何事かと思ってきてみれば、ニムバス伍ご長ちようの逢おう瀬せを見せられる事になるとは思いませんでした」

　意外な声に驚おどろくカイル。見ればその後ろには、玉座から離れたのかマスターユニットまでいるではないか。今この遺い跡せきは半ば天てん奪だつされたようなものである。ネットワークから孤こ立りつした所せ為いで、マスターユニットもその責務を引き剝はがされたのかもしれない。

「ところで……お前ら、いつからそこに？」

「さぁ、いつからかしらね。そんな事よりも──」

「おい、なにがそんな事だ──」

「この遺い跡せき、さっきから落ちていってるように見えるのは、私の気のせいかしら？」

　アンビエッタに言われ、外の景色を見るカイル達。ぐんぐんと景色を置き去りに速度を上げていく遺跡は、間違いなく降下ではなく落下している……成なる程ほど確かにそれに比べたら、カイルとナインがいちゃついていたのを見ていたかどうかなどと、後回しにするべきだ。

「ナイン……？」

「……さっきので、疲れちゃった。てへ」

　ナインのその言葉で、全員の血の気がサッと引く。勿もち論ろんここにいる全員人工血液が通った機械の体だが、ナインがどうちゃら心がどうちゃらなどがなくても、どうやら機械の体でも血の気は引くらしい。

「ナインちゃん！　今すぐフォトンチッドを回復して！　お願い早く！」

「今からじゃ間に合わないわ！　そうだ、遺跡全体は無理でも、私たちだけなら浮かばせられるんじゃない？」

「うーん……無理、私と、あと一人が限度」

「そうか、ならその手は使えないな。他の手段を考えよう」

　ナインの言葉で空気が凍るような緊張が走るも、一いつ瞬しゆんも迷う事なく告げるカイルに、バーニィとアンビエッタは却かえって申し訳なさそうな顔をする。

「カイルさん……本当にいいんですか？」

「貴方あなた達だけなら助かるじゃない」

「いいに決まってるだろ。そんな事言ってる間に、何かアイデアの一つでもだしてくれ」

　やれやれと言わんばかりに眉まゆをひそめるカイルに、マスターユニットはケロッと答えた。

「要は、そちらの機械人形オートマタにフォトンチッドを供給すればいいのですか？　それでしたら、私のコンソールと接続してはいかがでしょうか？　施し設せつがこの様な状態なのでかき集める事は不可能ですが、貯蔵していた分を送るくらいであれば容易です」

「そ、それだあ──」

「だめ、直接全体が見えなきゃ、遺跡を浮かせない」

　首を振るナインに落らく胆たんするバーニィ。

「も、もうダメだあ──」

「待て、それなら俺がここに残って視覚共有すればいいんじゃ」

　カイルの提言に歓かん喜きするバーニィ。

「これでいけ──」

「でも、私たち全員ボロボロだから、管理ブロックまでナインちゃんを運べないわよ？」

　アンビエッタの呟つぶやきに、消沈するバーニィ。

「も、もうだめだ──」

「では私が運びましょう。あなた方軍用機には及およびませんが、落下には充分間に合います」

　マスターユニットが提案するも、バーニィは警戒するように周囲の様子を窺うかがう。

「こ、今度こそいけます……？」

「バーニィ、貴方あなた少し黙ってましょう。ね？」

「はい……」

　そんなバーニィを見て、一行から完全に緊張が消え、自然と笑みすら湧わいてきた……出会ったばかりのマスターユニットからさえもだ。

「それじゃあナインは管理ブロックへ向かってくれ。バーニィ、済まないが俺を展望台の縁ふちまで運んでくれないか？」

「了解」

「分かりました」

　マスターユニットに手を引かれ、遺い跡せきを駆かけ降りていくナイン。

　そんなナインを見送りながら、カイルはバーニィに肩を借りて……というより、展望台を引き摺ずられていく。

「カイル、その視覚共有ってのは、狙ねらって出来るものなの？」

　バーニィを手伝う為ため、片手でカイルの足を摑つかむアンビエッタは、心配そうに尋たずねる。

「分からん」

「分からないって──」

「ナインはちょくちょく俺の視界を勝手に覗のぞいていたみたいだが、俺から狙って送れた事は一度もない。さっきのもまぐれみたいなもんだしな」

　あっさり言い放つカイルに呆あきれるアンビエッタだが、意外にもバーニィは毅き然ぜんとした表情を崩さずカイルを展望台の縁へと運ぶ。

「どのみち他に手はないんだ。姉さん、カイルさん達を信じよう」

「バーニィ……そうね。それしかないわね」

　アンビエッタも観念したのか、バーニィと共に見守る様にカイルの傍そばへと腰かけた。

　怪かい物ぶつに構っているうちに大分高度が上がっていたのか、大地はまだまだ遥はるか下とはいえ、一刻も早く落下を緩ゆるめなければ、慣性に耐えきれずどのみちペチャンコである。

　しかし、何な故ぜかカイルの胸中に不安は全くなかった。

　──大丈夫、必ず視覚共有は成功する。何故かと問われても説明出来ないが、カイルの中でこれは確信だった。

　故ゆえにカイルは平然と、深しん紅くの瞳ひとみで──奇くしくも、血で片目が塞ふさがっているので、かつてのナイン同様紅あかい隻せき眼がんで、展望台から遺跡を見下ろした。




　──ナイン。　『カイル』




　カイルが胸の内でナインに呼びかけたのとほぼ同時に、脳裏にナインの声が木こ霊だまする。

　それに呼応するかの如ごとく、遺い跡せき全体を一いつ瞬しゆん紅あかい光が包み込む……ナインと深く繫つながった事で、それまで不可視だった重力場が見えるようになったのかもしれない。

　流れる雲を突き破りながら落下していた遺跡は、まるでカイルの確信に応こたえるかの如く、ゆっくりと落下速度を落としていった。

「や、やった……？」

「やったわ！　成功よ！　見て、もう落下が止まったわ！」

　勢いを殺すように少しずつ減速していく遺跡を見て、ようやく安あん堵どの溜ため息いきをつくカイル。

「やれやれ、どうにかなったみたいだな」

　遺跡の落下速度は、既すでにほぼ停止状態まで減速している。さらに左目からナインの──ナインが接続している遺跡の状態も、今のカイルにはある程度把は握あく出来ている……現在遺跡が貯蔵しているフォトンチッドは、このまま降下するには充分な量だ。

「ナイン、大地へ帰るぞ！」

『了解』

　脳裏に響ひびくその声が、実際のものかどうかはカイルにも分からない。左目を完全に使いこなした事で、カイルのスペックが底上げされたのかもしれないし、あるいはただの幻げん聴ちようかもしれない……しかし、カイルにははっきりとナインの声が聞こえたのだ。

　バチバチと紅い覇は気きが解き放たれ、重力場は遺跡全体をガッチリと包み込み、再びゆっくりと降下していく。

　紅い輝きはそれまでずっと放っていた毒々しさは全く感じられず、むしろかつて大地に降り注いでいた太陽のような温かさを放っているような気さえした。

『カイル、空、行きたかったんじゃないの？　ヘブンズゲート、大事なんじゃ』

「ヘブンズゲートなんてどうでもいい、どうでもよかったんだ」

　尚なおも聞こえるナインの声に、カイルは大きくかぶりを振り答える。バーニィとアンビエッタからしてみれば、カイルが突然ブツブツと独り言を呟つぶやき始めたのだから驚おどろいただろうが、茶々を入れる事なく静観していた。

　カイルにとってヘブンズゲートとは、アンビエッタの自じ爆ばく兵装と同様のものだった。かつて人間性を認められず空に上がれなかったカイルにとって、空に脱出する事イコール人間だと認められる手段であり目的だったのだ。

　しかし人間性とは、何かをすれば証明出来る程ほど、簡単なものではないのではなかろうか。

　人を助ければ人間なのか──違う。人間らしい行動を取って死ねば人間なのか──断じて違う。ヘブンズゲートを見つけ空へ上がれれば人間なのか──馬ば鹿かげている。

「俺はまだお前と一緒にいたい。だから、これでいいんだ」

　ナインが便利な道具だからではなく、強力な兵器だからでもなく、さりとてしっくりくる間あいだ柄がらは思い浮かばないが……関係なんてなんでもいい、ただ単にナインと旅を続けたいというだけなのかもしれない。

『……うん、私も、カイルと一緒にいたい』

　遺い跡せきが無事着陸し、展望台に引っかけていたヘブンズダストも降ろしたところで、積もり積もったダメージでついに限界がきたのか、カイルの意識は紅あかい光に包まれ途切れていった。




「カイル、起きた？」

　意識を取り戻したカイルを、ナインの顔のドアップが出迎える。どうやらナインに膝ひざ枕まくらされているようだ。

「ここは……？」

「遺跡のすぐ外です、あの後僕とラムちゃんさんで運んだんです」

　隣となりからカイルを覗のぞきこむバーニィ。隣は隣で、こちらと似たような形でアンビエッタが寝かされていた……それはいい、それはいいとして、今バーニィが酷ひどく場違いな発言をしなかっただろうか？

「……なんだって？　ラム、さん？」

「否定します、ニムバス伍ご長ちよう。当機の新たな名称は、〝λラムちゃん〟です。ちゃんまでが名称なので、さん付けで呼ぶ場合はバーニィのように、〝ラムちゃんさん〟と御お呼よび下さい」

[image: ]

「えーっと……えっ？」

　ナインの後ろに控ひかえていたマスターユニット──λラムちゃんとやらがこちらを覗のぞきこむ。これは一体どういう事かと、唯ゆい一いつまとも（だと信じたい）であろうアンビエッタに、説明を要求した。

「なんでも、もう遺い跡せきは使い物にならないから、これからは一機械人形オートマタとして生きていこうと思ったらしいんだけど、型式番号のままじゃ不便だから名前を適当に付けてくれって。ナインちゃんがどうしてもって言うからお願いしたら……」

「λちゃん、可愛かわいいでしょ？」

　ＡＲ‐97　λ／Ｂから一文字取ったのはいい、まだ分かる……しかし、問題はそこではないような気がするのだが──、

『腕わん部ぶ損傷』『胸部中破』『神経断裂』『要修理箇か所しよ抽ちゆう出しゆつ』『視神経機能拡張』

　どうやら自分で思っていた以上にダメージは酷ひどいようで、追及するのも面倒だったのでカイルは思わず溜ため息いきをついた。しかし体内ログを見るに、どうやら収しゆう穫かくもあったようだ。

「共有リンク、いつでも可能。制せい御ぎよ成功」

「そうみたいだな。最初お前が目玉を抉えぐり出した時はどうなるかと思ったが、まさかこんな事になるなんてな」

「……ごめんなさい、迷めい惑わくだった？」

　思わず漏れた本音に、ナインはウルウルと瞳ひとみを濡ぬらし始める。

「いや、その……今のは冗談だ！　だから泣くな、な？　いい子だから」

　いつも殺気ばかり滾たぎらせていた瞳で泣かれては、カイルだって慌あわててしまう。それこそナインが、新たに泣くなんて機能を取得した事に気が付き損そこねる程ほどだ。

「……私、いい子？」

「勿もち論ろんだ、ナインはよくやったよ。なぁバーニィ！　そうだよな？」

「えぇっ!?　と、当然ですよ！　ナインちゃんがいなきゃ今いま頃ごろ皆死んでいましたよ！」

　突然振られて困惑するバーニィだが、必死に話を合わせてくれた事に感謝するカイル。

「死ぬ……死んじゃ、嫌……死なないで、カイル」

　しかし選んだ言葉が悪かったようで、ナインは泣き止やむどころかボロボロと大粒の涙を流し始める。

「バーニィお前！　何泣かせてんだ！」

「えぇぇぇぇっ!?　僕の所せ為いですか？　泣かせたのはカイルさんでしょ！」

「機械人形なのに泣けるのですね。不ぶ躾しつけながら、どういった仕組みか解析させて頂けないでしょうか？」

　わんわん泣きじゃくるナインに、あたふたするカイルとバーニィ、興味深そうにナインに触ろうとするλラムちゃんを見て、アンビエッタは感かん慨がい深く呟つぶやいた。

「……私も、貴方あなたをこんな風に泣かせるところだったのかしら」

　弟の眼めと同じ、エメラルドグリーンのバイザーでナインを見上げるアンビエッタに、バーニィは静かに笑いながら頷うなずいた。

「僕に涙は流せないだろうけど、同じくらい悲しむのは確かかな」

「そう……なら、死ななくてよかったわ。バーニィを悲しませたくないから」

　笑い合う姉弟きょうだいを見ながら、カイルもやはりアンビエッタと同じことを考えていた。自分が貫つらぬこうとしていた矜きよう持じは、ただナインを泣かせるだけの行こう為いだったのかと。

「バーニィ、今度どこかのジャンク屋で、爆ばく弾だんごと左腕を外して貰もらう事にするわ」

「姉さん！　ほんと!?」

「ずっと考えていたの。どうして昔の私は、特攻兵器としての役目を果たさなかったんだろうって……でも今は、そのおかげでバーニィと一緒にいれるって思えるの」

　その言葉を聞いたカイルは、未いまだ泣きじゃくっているナインを見上げ、ボロボロの腕でゆっくりと頭を撫なでた。

　いつぞやの様に手を乗せるだけではない。泣き止やんで欲しいと、そしてありがとうと、一撫でするごとに気持ちを込めてである。

「……？」

　驚おどろいたナインは、涙まみれの右みぎ眼めをパチクリとさせてこちらを見下ろす。

　本来の役目を果たす事なく大地に放置され、絶大な力を持ちながらも時代に取り残され眠り続けていたナインは、ある意味不ふ発はつ弾だんのようなものと言えるだろう。

　では、カイルの手により目覚めさせられ、一度は本来の姿に戻りかけたものの、こうしてまた新たに目覚め直したナインの役目とは、一体なんなのだろうか？

　展望台でナインを想おもい、涙を流した自分を思い出すカイル。

「お前の役目は……俺に、人の心を取り戻させること、だったのかもな」

「不明。私、そんな機能、ないよ？」

「カイルって、意外にロマンチストなのね」

「カイルさんかっこいいですね！　僕にはそんなセリフ思いつかないです」

「ニムバス伍ご長ちよう、メディカルチェックを受けては如何いかがでしょうか？」

　独り言のつもりだったが、全員に聞かれていたようで、各おの々おのに冷やかに見下ろされるカイル。

　これだけの近距離で、しかも全員が高性能な機械人形オートマタであるにもかかわらず、聞かれない方がおかしいというものだが、どうやらそんな事も判断出来ない程度には呆ほうけていたようだ。

「いい、い今のなし！　忘れろ！　全員ログを消せ！　無理やりにでも消してやる！」

　暴れもがくカイルだが、故障が深刻な事も失念していたのか切れかかっていた回路が今度こそ断絶し、バチバチと火花を散らしながらカイルの体はガクンと崩れ落ちる。

「カイルさん!?　これやばくないですか？　すぐに修理しないと──」

「カイル！　死んじゃだめえええ！　カイルううううう」

「すぐに修理屋をって、ナインちゃんがいないと下山も。わー、泣かないでナインちゃんっ」

「億おつ劫くうですが、管理ブロックまで運んだ方が早いですね。ですからメディカルチェックした方がいいと──」

　自身が原因とはいえ、周囲がパニックになると却かえって冷静になるものだ……どうせ他にする事もないのだし、カイルはお決まりの台詞せりふを呟つぶやく事にした。

「はぁ……やれやれだ」













　　　転章　　～空うつろな境界線～







「これからどうしたもんか……」

　【シモン】の修理屋に寝かされた、カイルの第一声がこれである。

「お互い前途多難ね。ゆっくり考えればいいじゃない、幸い時間はたっぷりあるんだから」

　隣となりのベッドのアンビエッタが、笑いながら答える。

　カイルの損傷はかなり酷ひどく、マックスの腕をもってしても、修理には少なくとも数週間、パーツが手に入らなければあるいはもっと時間が掛かるらしい。

　名もなき怪かい物ぶつを倒してから、既すでに三日が経過している。バギーが遺い跡せきの崩ほう壊かいに巻き込まれてしまったので、下山に少々手こずったものの、これで一安心といったところか。

「カイルって、この町にいる間はずっと寝てるよね。折せつ角かく色んなお店があるのに」

　益々人間らしい言葉遣いになっていくナイン。どうも先の一件で、カイルが空を諦あきらめてでも、ナインと旅をしたいと言った事がお気に召したらしく、ここ数日は以前にも増して意欲的に話し方を覚えようとしているきらいがある。

　下山の道中で分かった事なのだが、あの遺跡はカイルが思っていたようなものではないらしい。λラム曰く──生き物を殺す為ためだけの施し設せつ……だったそうだ。

「こうしてここで待っているのも退たい屈くつでしょう。カイルの世話は私に任せ、バーニィはアンビエッタと遊んできては如何いかがですか？　折角お祭りの最中なのですから」

「とんでもない！　僕がまた姉さんと暮らせるのは、カイルさんとナインちゃんのお陰なんですから。ラムさんだけに押し付ける訳にはいきませんよ」

「馬ば鹿か言うんじゃないわい。若いもんが一日中、こんなところですし詰めになっとったら邪じや魔まだから、さっさと出かけろと言っているんじゃ」

「……確かに、ここにいても大した手伝いも出来ないしね。行きましょうバーニィ、お祭りなんだから、楽しまなくちゃ。ほら、ラムも行くわよ」

「私は結構です。あの中年男性が煩わずらわ──いや、あのちょっと」

　マックスが迷めい惑わくそうに追っ払うと、アンビエッタは朗ほがらかに笑い、バーニィを連れて修理屋を出て行く。ついでにラムも連れていった事は言うまでもない。

　すっかり憑つき物が落ちたかのように、人生を謳おう歌かするアンビエッタを見て安心するカイル。マックスが左腕の特攻兵器も外してくれたので、もう苦しむ事もないだろう。

　【シモン】の町は、丁度カイル達が怪物を倒した日から一週間程ほど、年に一度の常夜帯ナイトベルトが重なる期間に、黒こく夜や祭さいというお祭りを開くのだそうだ。

　【マツト】や【アノーコ】の様に一年丸ごと常夜帯の中で暮らしている者達もいれば、【シモン】のように祭りの理由にしてしまう者達もいるのだから、本当に人間というのは逞たくましい生き物である。

　ちなみに、あの後λラムの名前はあっさり訂てい正せいさせた。ラムはあのままでも別段気にしていないようだったが、後々の事を考えたらその方が何かと都合がいいと説得したのである。

　その際、ついでといってはなんだが、カイルはナインにも名前を変えたいかと尋たずねた……成り行きでつけたとはいえ、いくらなんでもナインの命名の経けい緯いは適当過ぎたと、今いま更さらながらに反省したのだ。

　しかし、ナインはナインでカイルと響ひびきの似ているこの名前を気に入っているようなので、せめて親愛の証あかしとして、〝ナイン＝ニムバス〟と名乗らせる事にした。

「さてと、今日の修理はここまでじゃ。ワシも祭りに行ってかわいいねーちゃんを見てくるとするかいの」

　修理道具をちゃっちゃか片付けると、そのまま店員から今日の給料を貰もらっていくマックス。

　カイルの五体がボロボロになった以上、タシウスとの約束はもう果たせない。一時はこうなったらマックスを強引に連れ出し、逃げ出そうかという話にもなりかけた。

　しかし、カイル達を潰つぶしかけた物を含め、遺い跡せきの周りに溜たまっていたヘブンズダストの中からは、家具丸々一式やら、天てん奪だつによりほとんど地上から失われた筈はずの希少土レアアースやら、売れる物がわんさか積まれていた為ため、当初カイルのパーツを売って得る筈だった金額よりもさらに多額の金が舞まい込んできてしまったのだ。

　タシウス達もタシウス達で、今まで以上にカイルにべったりになったナインよりも、今度はラムにお熱なのだから食えない男達である。

「なんだ？　随ずい分ぶん急じゃないか。年寄りなんだから、あんまり慌あわてると怪け我がするぞ？」

「ふん！　生憎あいにく貴様ら機械の体と違って、こちとら寿じゆ命みようを抱かかえているんでの。もたもたしとったらくたばっちまうわい」

　ひのふのみと、手渡された給料を確認したマックスは、そのままスタスタと店を出ていってしまう。店員もマックスについていってしまったので、店にはカイルとナインの二人きりになってしまった。

「ったくあいつら、余計な気遣いを……」

「皆行っちゃったね。でも、カイルがいるから、嬉うれしいよ？」

　ベッドの上に上体だけ起こしているカイルに、甘える猫のように隣となりに座り擦り寄るナイン。かつてカイルはナインの言動に対して、兵器として不完全と評価した。しかし今は、兵器である事を辞やめたあの姉弟きょうだいがそうであったように、その不完全さこそが明日への希望のように思えてならない。

　ナインの言葉も大分人間らしくなってきた。ただ単に扱う語ご彙いが増えただけではない。今までは戦せん闘とう時以外は、ほとんどカイルの指示に受け答えする事しか出来なかったが、自分で考え状況を察し、意見を述べるようになった今のナインは、人間となんら変わらない。

　いやそもそも、人間だ機械人形オートマタだの、人間らしいらしくないだのと、明確にしようとしたところでどだい無理な話だったのかもしれない。

　腰に抱き付いてきたナインの頭に、そっと手を乗せるカイル。カイルに撫なでられるのが気持ちいいのか、うっとりと眼めを細めるナイン。

　頑かたくなに人と道具に線引きをしようとしていたのは、自分が道具扱いされている事を誤ご魔ま化かす為ためだったのだろうと、カイルはナインを撫でてやりながら思い返す。

「カイル、傷直ったらどうするの？　また人助けの旅？」

「うーん……どうするかなぁ」

　カイルはつい最近まで、身を犠ぎ牲せいにしてでも誰だれかを助けたいと思う一方で、求めていたのは誰かを助けたという結果だけであり、その結果が得られない人助けなら、する意義がないとさえ思っていた。

　勿もち論ろん、今後は目の前で困っている者がいても、絶対助けないなどというつもりはないが、ずっと人の為に人の為にとしてきた旅だが、今後は自分……いや、自分達の為に旅をするのもいいかもしれないと思い始めていた。

「今のところはさっぱりだな。どうせしばらく暇ひまだし、じっくり考えるとするよ……そういうナインはどうなんだ？　何かやりたい事とか、行きたい場所はないのか？」

　腕を組み、「う～ん」と悩むナイン。今まではただ兵器として、自身の力を証明してきたナインにとって、自分のやりたい事と言われても中々ピンとこないだろう。

　もっともそれはカイルも同じで、今後どうしていくべきなのか、どうしたいのかの答えを探していかなければならない。

　幸い二人とも時間だけはたっぷりある。焦あせる事はないし、無理に答えを決める必要もまたないのだろうが……、

「決まった！」

「早いな。本当にちゃんと考えたのか？」

　訝いぶかしむカイルだが、ナインは得心がいったとばかりに自信満々に頷うなずく。

「うん、ばっちり！　……聞きたい？」

「馬ば鹿か言え。こういうのは人に答えを貰もらうもんじゃないんだよ」

　などと強がってみたカイルだが、満面の笑みを浮かべるナインの答えが、気にならないと言えば噓うそになる。

「……まぁ参考にはならないだろうが、一応聞いてやってもいいぞ？」

「えへへ、えっとね、ナインのしたい事はね」

　ナインは嬉うれしそうにピョンとベッドから飛び跳はねると、近くにあった窓の手前でクルリと振り返る。

「なんだ？　勿もつ体たいぶってないで言ってみろよ」

　ベッドから見上げるカイルに、得意気に微笑ほほえむナインは高らかに答えた。

「ナインのしたいことは、カイルと何かする事。ナインのいたい場所は、カイルの隣となりだよ」

　──その時、不意に窓の外がパッと明るくなった……最初は祭りの花火かと思ったが違う──ほんの一いつ瞬しゆんだったが、確かにスカイウォールに大きく裂け目が出来て、常夜帯ナイトベルトでさえ覆おおい隠せない程ほどの太陽光が差し込んだのだ。もしかしたら、先日カイル達が遺い跡せきを刺し込んだ所せ為いなのだろうか？　思わぬ祭りの余興に、町中がざわめき立つのが店の中にいても分かった。

「わぁ～、綺き麗れい！」

「……全く、お前には敵かなわないな。ほんと」

　ナインの真理はいつだってシンプルで、それ故ゆえに力強い。しかし今はまだ無邪気故にシンプルでいられるが、このまま成長を続けていけばナインとて、やがて再び自分の存在に悩む時が来るかもしれない。

　その時傍そばにいてあげて、ナインが答えを見つけるまで一緒に悩んでやるのが、目下のところカイルの役目であり、カイルのやりたい事なのだろう。

　再び閉じていくスカイウォールを見上げるカイル。地上にいる限り、二度とみる事のないと思っていた陽光。天と地を隔へだてる絶対的な境界線だと思っていたスカイウォールが、こうしてあっさりと破れる事もあるのだ。

　世界は広く、まだまだカイルの知らない事もたくさんあるようだ。少し長生きしているからといって、今まで随ずい分ぶん知ったかぶりで視野が狭せばまっていたものだと自じ嘲ちようするカイル。

　スカイウォールに覆われたこの薄うす暗ぐらい大地は地じ獄ごくなのか、遥はるか上空は清浄で眩まばゆい天国のような場所なのか。地獄に押し込められた自分達は人間未満なのか、天国へ離脱した者達こそ真の人間なのか。

「……くだらないな。こんなくだらない事を今まで信じていたのか」

「カイル？」

　一人笑うカイルを見て、近寄ってきたナインが何事かと首を傾かしげる。

「なんでもない」

　くしゃくしゃっとナインの頭を撫なでたカイルは、吹っ切れたように笑う。

　ナインの体は機械だ……そしてカイルの体もまた、同じ機械である。

　だがカイルにもナインにも、それぞれ心がある。機械人形オートマタであるナインも、改造人間サイボーグであるカイル同様感情を持っていて、この世界で生きているのだ。そんな両者を隔てる境界線など、空を覆う壁かべと同じく実に曖あい昧まいで空うつろなものなのだ。

　曖昧であるが故に、時に自分の立ち位置が分からなくなり迷う事もあるだろう。

　だがこの先何があっても、きっと自分達なら大丈夫だとカイルは思った。

　カイルにはナインがいて、ナインにはカイルがいるのだから。










　　　あとがき




『スカイフォール』（以下ＳＦ）をお買い上げの方はお久しぶりです。そーでない方は初めまして、石川湊みなとと申します。基本的にＳＦを既に読んでいるって体で話を進めさせて頂きますので、まだ読んでないぜって方は、お近くの本屋にダッシュして頂ければと。

　さて、前回再びクウガやエア、スズを連れとか言っておきながら、いきなりガラッと面子を変えてしまい、ＳＦの続きを楽しみにしていた方々、誠に申し訳ありません。

　言い訳させて頂きますと、ＳＦを読んだ方々はとうにお気づきでしょうが、今作はＳＦでは語られなかった地上の様子を描いたものでして、要するに世界観を共有していますので、この先クウガとカイルの共闘や、エアとラムのツーショット、あるいはエアとナインの対決なんかがあったりなかったりするかもしれなくもなくもごにょごにょ……。

　相変わらずパク……模倣が散見する稚拙な文ではありますが、石川の好き勝手な〝楽しみ〟を皆様も共有出来ましたでしょうか？　楽しめたのならなによりですが、生憎未だ修行中の身、全ての方を楽しませるのは不可能です。今後も一人でも多くの方と一緒に楽しめる様精進しますので、出来れば拙い作家だと見限る事なくお付き合い頂ければ幸いであります。

　ところで、もしかしたら一々説明しないでも気付いた方もいらっしゃるかもですが、前回のＳＦ、そして今回の『くもりのちナイン』のサブタイトル……はい、どちらも『００７』ですね。またパクりかよ！　なんて言わず笑って見逃して下さいませ。ＭＩ６からエージェントが来るまでは、頑張ってもじらせて貰おうかなーと思っておりますです。開き直りですね、はい。

　どうやらご縁に恵まれたようでして、本編二冊の他にもちょくちょくお仕事をさせて頂きましたが、皆様の目には触れましたでしょうか？　もし良かったら何かのついでに、本編以外のメイドイン石川にも目を通して頂けたらなーと。そちらは買っても買わなくても、石川の懐には一切関係ありませんので、物好ｋ……好奇心旺盛な方は是非お願いします。

　最後となりますが、担当の小野寺さん阿南さん、ろくにプロットも書けない作家モドキの妄想を、再び本にして頂きまして感謝してもしきれません。それからイラストのときちさん。いつも素敵な絵をありがとうございました。そして改めまして、本書を手に取って頂いた読者の皆々様に心よりお礼申し上げます。

　次お会いする時はクウガ達と一緒か、カイル達と一緒か、はたまたまた別の誰かか……そもそも次があるのかどうかも分かりませんが、皆様との良きご縁が少しでも長く続きますよう頑張らせて頂きます。それではまた、いつかどこかで。








二○一五年　某月某日　　　石川湊　
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石いし川かわ 湊みなと

流行にやや遅れ、壁ドンを作者に伝授する同居リス。好きなロイヤルナイツはアルファモン、好きなサーヴァントはバーサーカー（zero）、今一番欲しいフィギュアはナイトブレイザーと言えば、大体趣味がばれてしまうかもしれません。
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イラスト／ときち

白髪がスタンダードで和歌山県出身。葛藤が切なく人間臭いカイルと無邪気さが怖くもあり可愛くもあるナイン達二人がとても好きです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「石川 湊先生」係

「ときち先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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くもりのちナイン




破は壊かい少しょう女じょは、貴方あなたのためだけに涙する








石いし川かわ 湊みなと
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